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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







　Contents




プロローグ

第一章　ヨミジ

第二章　夢への扉

第三章　王国

エピローグ

あとがき

















モーフィアス【Morpheus】……ギリシャ神話における夢の神モルフェウス。

　　　　　　　　　　　　　　眠りの神ヒュプノスの子。人間の夢に入りこむ力を持つ。













　　　プロローグ







　マンションのドアを開けたところで岸きし杜もり水みず穂ほの携帯が鳴った。

　スーパーの買い物袋ぶくろを玄げん関かんマットの上に置いて、セーラー服のポケットを探る。父の孝たか臣おみの携帯からだった。まだ会社で働いている時間のはずだ。首をかしげながら電話に出ると、聞こえてきたのは知らない男の声だった。

「あなたのお父とうさんが事故に遭あいました」

　警察を名乗る男は淡たん々たんと告げた。

　相手の話をちゃんと理解するまで、しばらく時間がかかった。営業職しよくの父は会社へ戻る途中、橋から転落したということだった。今、手術を受けているので、一いつ刻こくも早く病院へ来て欲しい、と相手は言った。

　水穂はマンションを出てタクシーに乗った。兄の直なお人との携帯に電話をかけたが、電源を切っているらしい。そういえば友達と学校帰りに映画を観みると言っていた。すぐに病院に来て欲しいというメールを送った。

　彼女は自分でも不ふ思し議ぎなほど落ち着いていた。今日もいつもどおりに父親と兄を見送ってから中学校に行って、きちんと授業を受けて、スーパーで買い物をして家に帰ってきた。普段となにも変わらなかった。

　こんなことが起こるなんて想像もしていなかった。どうしても実感が湧わかない。今にも誰かが冗じよう談だんだと言い出すのを待っている気分だった。




　病院に着くと手術は終わっていて、父は病室で眠っていた。命に関わる怪け我がではないそうだが、何カ所か骨折して少し頭を打っているという。

「大だい丈じよう夫ぶですよ。今にところは安定しています」

　医師は子供に聞かせるように目め線せんを下げて話しかけてくる。詳しい話は兄にするつもりなのだろう。岸杜家けには母親がいなかった。

　電話をくれた刑事から一通り事情聴ちよう取しゆを受けた。父の運転する車は橋の上で突然車しや線せんを外れて、減げん速そくもしないまま橋の手すりを突き破ったという話だった。橋の上には他に車はなく、見通しも悪くなかった。

　父の様よう子すに普段と違うところはなかったか、刑事から何度も尋たずねられた。車が故こ障しようしたか、孝臣が突然ハンドルを切ったかのどちらかだと思っているようだった。

「……最近、遅くまで起きてました」

　水みず穂ほは答える。夜中に目が覚めると、父の部屋から物音が聞こえることが多かった気がする。メモを取っていた刑事は顔を上げた。

「お父とうさんはなにをしていたの？」

　そこまでは分からないと首を振った。それ以上は特に話すこともなく、なにか思い出したら教えて下さい、と言い残して刑事は去っていった。

　カーテンの閉まっている薄暗い病室で、兄が来るのを待ち続けた。孝たか臣おみはベッドの上で規則正しく寝息を立てている。ギプスと包ほう帯たいにくるまれていることを除けば、いつもの落ち着き払った父となにも変わらなかった。

　どれぐらい時間が経たったのか憶おぼえていない。

　気が付くと、オレンジ色の夕日が病室に染しみこんできていた。水穂は口に手を当てて小さくあくびをする。ずいぶん長い間ベッドのそばに座っていたらしい。

　父は相変わらずベッドの上で身動き一つしない。あまりにも静かで気味が悪かった。

　その時、制服のポケットの中で携帯が鳴り始める。

（……いけない）

　反射的に電源を切る。父が目を覚ます様よう子すはなく、水穂はほっと息をついた。

　この病びよう棟とうで携帯を使っていい場所はエレベーター前のロビーだけだ。音を立てないように立ち上がり、ドアを開けて病室の外へ出た。

「え……？」

　薄暗い廊下には誰の姿もなかった。

　閉ざされたドアの前を次々と通りすぎてロビーに出る。ロビーにも人ひと気けはなく、空からっぽの長椅い子すが窓から射さしこむ夕日に照らされているだけだった。突き当たりの壁にはエレベーターの扉とびらが二つ並んでいたが、どちらの階数表ひよう示じも一番下で停まっている。

　どこかで空調が動きはじめたのか、機械音がかすかに聞こえてくる。その他にはなんの物音もしなかった。

　一人で立っていると、どこか知らない場所のような気がする。

　ふと、奇き妙みような考えが水穂の頭に浮かんだ。本当に自分が病院にいるのだろうか。そもそも父親が事故に遭あったこと自体が日常からかけ離れている。目に映っているものすべてが、

「……夢、みたい」

　思わずそう口に出していた。

　背中がぶるっと震える。

　怖い、のではない。ただ、奇妙に現実味みがなかった。




　不意に彼女は我に返った。なにをしにここへ来たのか思い出したのだ。携帯の電源を入れて、履り歴れきから電話をかけ直す。ほとんどコール音なしで相手が出た。

『親父おやじが事故に遭あったってホントか？』

　いきなり兄の直なお人とが言った。後ろで足音や人の声が聞こえる。どこかの駅にいるらしい。

「うん。骨折とか、した……けど、大だい丈じよう夫ぶって」

　医師の言葉をそのまま繰り返す。大丈夫と口にした時、なぜか首くび筋すじがひやりとした。

「お兄にいちゃん、今どこ」

『飯いい見み駅にいる……って今までメールに気が付かないで悪かったな。あと十五分ぐらいでそっちに着くから』

　ほっとしている自分に水みず穂ほは驚いた。思ったよりも不安になっていたらしい。

『ええっと……なんか買ってった方がいいか？　親父が欲しがってるもんとか……』

　と、直人は言った。

「今はないと思う……お父とうさん眠ってるから」

『あー、そうか。それじゃ、水穂はなんかいるか？』

「ううん……いらない」

　水穂は噴ふき出しそうになった。わたしの欲しいものを訊きいてどうするんだろう。もちろんふざけているわけではない。直人はそそっかしい性格で、慌あわてるといつもおかしなことを言い出す。それでも、こういう時に一生懸けん命めい気を遣つかってくれるところは好きだった。

『分かった。とにかく行くから』

　電話が切れる。さっきよりもすっきりした気分で携帯をしまった。兄がここに来てくれれば、日常からかけ離れたこの一日も収まるところに収まる気がする。きっと後から振り返れば、この妙みような感覚もどうでもいいことになるはずだ。

　水穂はしばらくホールに佇たたずんでいた。ここで兄を待つか、病室に戻るか迷ったからだ。父のそばに戻りたかったが、少しでも早く兄の顔を見たい気持ちもあった。エレベーターの階数表ひよう示じを眺ながめながら、水穂は考えこんだ。




　なにに違い和わ感かんを抱いたのか、最初は自分でも分からなかった。相変わらずロビーには誰もいない。いくら耳を澄すませても、聞こえてくるのは例の空調の音だけだった。その奇き妙みような低音はさっきより少し大きくなっている──。

「あっ」

　機械音ではない。人の声だ。病びよう棟とうのどこかで、誰かがくぐもった悲鳴を上げている。慌てて廊下を駆け戻る。孝たか臣おみの病室の前で立ち止まった時、水穂は自分の悪い考えが当たったことを知った。声はドアの向こうから聞こえている。悲鳴を上げているのは父なのだ。

（お父とうさん）

　ドアを開けた途と端たん、強烈な赤い光に照らされて思わず立ちすくんだ。

「…………あか」

　窓の方から聞こえるしゃがれた声に、うっすらと目を開ける。

　ギプスと包ほう帯たいに覆おおわれた男が、窓ガラスに両手をついて立っている。後頭部に貼はりついていたガーゼがべろりと垂れ下がり、黒い糸で縫ぬい合わせた傷きず口ぐちがはっきりと見えた。

「お父とうさん……？」

　水みず穂ほは窓のカーテンがなくなっていることに気付いた。部屋の中に満ちている光は、窓の向こうに浮かんでいる赤い太陽から放たれたものだった。孝たか臣おみの足元には白い布が抜ぬけ殻がらのように打ち捨てられていた。ベッドから起き上がって、窓にかかっていたカーテンを引きちぎったらしい。

「どう……したの？」

　水穂の声は震えていた。体の奥底から得え体たいの知れない恐怖がこみ上げてくる。

「ね、寝てないと……」

　何故なぜか病室に足を踏み入れる気にならない。医師か看かん護ご師しを呼ばなければ。さっきのロビーとは反対方向に行けば、ナースステーションがあるはずだ。彼女の意識が廊下の方に向いた途と端たん、

「あかい……め」

　父の声が聞こえた。

「え？」

「赤い目」

　熱に浮かされたようなその声は、水穂の耳にくっきりと刻みこまれた。彼女は思わず一歩下がる。

「赤い目、赤い目、赤い目、赤い目、赤い目、赤い目、赤い目、赤い目、赤い目、赤い目、赤い目、赤い目、赤い目、赤い目、赤い目、赤い目、赤い目、赤い目、赤い目、赤い目、赤い目、赤い目、赤い目、赤い目、赤い目、赤い目、赤い目、赤い目、赤い目……」

　突然、孝臣がなにを見ているのか分かった。窓の向こうには夕暮の住宅地が広がっている。父が目を向けているのは、家々の屋根の向こうに沈みかけた太陽だった。

　孝臣はギプスを引きずりながら、ゆっくりと体の向きを変えた。疲れきったうつろな視線は、水穂の体を突き抜けてどこか遠くへ向けられている。さっきまでとはまるで違う父の姿に、声をかけることもできなかった。

　短い沈ちん黙もくの後、孝臣の唇くちびるがわななきながら開いた。

「アヤノ……」

　水穂の心しん臓ぞうが凍りつきそうになる。昔から近所に住んでいる少女の名前だった。しかし、どうしてここでその名が呼ばれるのか分からなかった。家族でもなんでもない、赤の他人の名前なのに。なにかの聞き違いかもしれない。そう思った途と端たん、

「奴やつらが……頼む……あの子……」

　ごぼっと喉のどが鳴って、言葉が遮さえぎられる。孝たか臣おみは支えを失ったように前のめりに倒れた。鈍い音が病室に響ひびき渡り、それっきりすべてが静止した。

　足が小こ刻きざみに震え始めた。床を踏みしめている感覚がない。ぎくしゃくした足取りで父に近づいていき、崩れるように膝ひざをついた。孝臣の目は開いたままで、もう息いき遣づかいも聞こえなかった。

（……噓うそ）

　もうすぐ兄がここに来る。大だい丈じよう夫ぶだと言ったあの言葉が噓になってしまう。彼女はベッドから垂れ下がったナースコールのスイッチににじり寄っていき、両手でぎゅっとボタンを押しこんだ。

　なにかの気け配はいを感じて、父の亡なき骸がらを振り返る。

　病室に射さしこむ夕日が信じられないほど強くなっていた。まるで流れたばかりの血で塗りつぶしたかのようだった。

　思わず窓の外に目を向ける。

「赤い、目……？」

　禍まが々まがしい光を放つ太陽は、まるで赤い眼球のようだった。













　　　第一章　ヨミジ
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　その世界で起こることを、岸きし杜もり直なお人とはいつも忘れてしまう。

　濃い霧きりがかかったような白い世界。

　彼は長い一本道の途中にいる。

　うつむいたまま早足で歩いていると、誰かの影がずしりと背中にのしかかってくる。

　上下の歯が鳴った。両足は泥に浸つかっているように重く、これ以上速くは進めない。首くび筋すじのあたりにひりひりと視線を感じる。必死に誰かから逃げようとしていた。もう、すぐ後ろに迫っているはずだ。

（……誰だろう）

　恐怖に濁にごった頭でそう思った。自分はどこにいるのだろう。




　かち、かち、かち。




　自分のものではない無数の歯が一いつ斉せいに鳴り、無数の腕に全身を摑つかまれた。「誰か」は一人ではない。

　重いものに突き飛ばされて、地面に仰あお向むけに転がる。その途と端たん、大小の尖とがったものが全身に食いこんできた。冷たい異い物ぶつの感かん触しよくに体が震える。

「これは夢だ」

　目をしっかり閉じて、自分に言い聞かせた。この脈みやく絡らくのなさ、曖あい昧まいさは夢だからだ。

　全身を拘こう束そくしている顎あごの力が少しずつ増していく。皮ひ膚ふを突き破られ、激しくなる痛みに身もだえした。どろりとした血が全身を濡ぬらしていく。

「……夢だ」

　これが現実であるはずがない。しかし、痛みは耐えがたくなる一方だった。夢の中でこんな風ふうに痛みを感じることなどあるのだろうか。

「夢だ、夢だ、夢だ、夢だ、夢……」

　同じ言葉を繰り返す唇くちびるに、饐すえた臭においのする息がふわりとかかった。すぐ真ま上うえから誰かが見下ろしている。

「……思い出せ」

　かすれた声で相手は囁ささやきかけてきた。

　なにを要求されているのか、考える余よ裕ゆうはなかった。喉のどの奥から鮮せん血けつが湧わき上がってくる。巨大な激げき痛つうの渦うずに吞みこまれ、五ご感かんは急速に遠のいていった。




　いつのまにかベッドに飛び起きて、岸きし杜もり直なお人とは肩で息をしていた。反射的に自分の体の無事を確かめる。ひどい汗をかいているだけで傷きず一つない。思わずほっと息をついた。

　目を覚ました途と端たん、指の間からこぼれ落ちるように夢の記き憶おくは薄れていく。どこでなにをされたのかも、たちまち曖昧になってしまった。

　かすかに残ったのはなにかに追われ、最後に襲おそわれたらしいイメージだけだ。そして、全身に刻みつけられたような鮮やかな恐怖。

　カーテンの外は明るくなっている。耳を澄すますと、キッチンの方から足音が聞こえた。妹の水みず穂ほが朝食の準備をしているのだろう。

　重い体を引きずるようにしてベッドから抜け出す。まぶたの裏がじんじんと脈みやく打うっている。明らかに睡すい眠みん時間が足りなかった。眠りに落ちるたびに、悪あく夢むを見てすぐに飛び起きてしまう。

　時々、こんな風に悪夢に悩まされて眠れない夜がある。どうも見ているのはいつも同じ夢らしい。

　直なお人とは一気に遮しや光こうカーテンを開けた。まばゆい光が部屋いっぱいに広がる。爽さわやかな一日の始まりのはずだ──夜、眠れた人間にとっては。

「……かったる」

　力が湧わいてこない。もう少し眠っていたいが、もう学校へ行く時間だ。それに、もう一度眠ねむったところで、またあの夢を見ないとも限らない。

　高校の制服に着替えて部屋を出る。父の孝たか臣おみが使っていた隣となりの部屋のドアは閉ざされたままだ。直人は短い廊下を通って、キッチンの方へ向かいかける。

　ふと、和室の前で足を止める。仏ぶつ壇だんの前で紺こん色いろのセーラー服を着た水みず穂ほが正座して手を合わせていた。両肩にかかっている二つ結びの髪かみと黒いフレームの眼鏡めがねは、中学校の校則から一歩もはみ出していない。

「よう」

　直人は声をかける。

「……おはよう、お兄にいちゃん」

　しばらく間を置いてから、か細い声がかえってきた。

「今日もいい天気だな」

「……」

　水穂は黙っていた。もともと無む口くちな妹だったが、孝臣が死んでからさらに口くち数かずが減った。

　直人も和室に入り、水穂の隣となりに座って手を合わせる。二人には両親がいない。母は直人が小学校に上がった頃に他た界かいしている。仏壇はその時に買ったものだが、一年前に父の孝臣の位い牌はいまで加わってしまった。

　事故に遭あい、病院で手術を受けてから、孝臣は突然死しんだ。警察も色々調べてくれたが、結局病院の医療ミスではないようだった。「予測できない容よう態だいの急変」が起こってしまったということらしい。

　直人は父の死を見み届とどけることができなかった。水穂の取り乱した様よう子すが今も頭から離れない。ごめんなさい、と何度も直人に謝っていた。大だい丈じよう夫ぶだって言ったのに、本当にごめんなさい。後は意味の分からない言葉を繰り返すだけだった。

　電話をかけるために、父のそばを離れたことに責任を感じているのかもしれない。あの時とき病室にいても間に合わなかっただろうと医師は言っていたが、妹が納なつ得とくしたかどうかは分からない。

　父が死んで以来、二人だけでこのマンションに住んでいる。葬そう式しきの時に初めて気付いたが、二人には近い親しん戚せきがいなかった。いくらかごたごたがあった後、若い遠とお縁えんの親戚が名めい目もく上の保護者を名乗り出てくれて、住み慣れたこの街を離れずに済んだ。

　幸い、金きん銭せん的に誰かを頼る必要はなかった。父名めい義ぎの銀行口こう座ざに驚くほどの大金が預けられていた。一生暮らせるほどではないものの、二人が成人するまで生活していくには十分な金額だった。父はなにか副ふく業ぎようを持っていたようで、土日によく家を空あけていた。その収入だったのかもしれない。

「……朝ご飯、できてる」

　そう言って水みず穂ほは立ち上がる。食欲はあまりないが、直なお人とも妹の後ろからダイニングキッチンに入った。妹の言うとおり、もうテーブルにはトーストとプレーンオムレツとサラダが並んでいた。

　直人たちは向かい合って食べ始める。

「うまい」

　と、直人は誉ほめた。寝ね不足のせいか味はよく分からなかったが、水穂の料理の腕は信用できる。

「俺も起こせば良かったのに。手伝うっていつも言ってるだろ」

「お兄にいちゃん……役に立たない、から」

　水穂はオムレツにフォークを入れながらつぶやく。淡たん々たんとした言い方が逆にこたえた。直人はしげしげと妹の顔を見る。素直に答えただけで、別に文句を言ったわけではなさそうだった。

「そ、そうか……」

　確かに彼女の言うとおりだった。直人は家事が得意ではない──いや、これといって得意なことがない。昔から要よう領りようのいい方ではなかったし、頭がいいわけでも体力に自信があるわけでもなかった。二人だけの生活がうまく行っているのは、この三歳さい下の妹がてきぱきとなんでもこなしているからだ。

「でもほら、それでもお前一人に家の中のこととか、任せっきりにしてんのもどうかと思って」

「……へいき」

「いや、平気とかじゃなくて、なんかないのか。これやって欲しいとか」

「お買い物、とか……」

「それは普段もやってるだろ」

　なにを買うかは水穂が詳しよう細さいなメモを渡してくれるので、幼よう稚ち園えん児じの「はじめてのおつかい」と似たようなものだった。

「その他にってことだよ」

　水穂はフォークを止め、目を上げて一いつ瞬しゆん考えこむ。

「ない……と、思う」

　ないのか、と直人はひそかに肩を落とした。サラダに入っているアスパラをのろのろと口に運ぶ。いつもよりどうしても食べるのが遅くなる。水穂の方はもうほとんど食べ終えていた。

「お兄ちゃん」

「ん？」

「昨日きのうも……眠れなかった？」

　一いつ瞬しゆん、直なお人とは言葉に詰まった。さっき鏡かがみを見た限りではいつもと変わりなかったし、妹の前ではあくび一つしていない。それでも、一緒に住んでいる人間の目はごまかせないらしい。

「……ちょっとな」

　水みず穂ほの表情がさっと曇る。妹に言ってしまったことを後こう悔かいした。

「今日、学校に行ける？」

「行けるよ」

「ほんとに……？」

「大だい丈じよう夫ぶだって」

　直人はなるべく明るく言った。

「ただの寝ね不足だしな。誰にでもあるだろ、そんなこと」

　水穂には眠れない原因が悪あく夢むだいうことを話していない。ただの不ふ眠みんということにしている。あまり余よ計けいな心配をかけたくなかった。

「カウンセリングとか……受けた方がいい、と思う」

「……行ったって仕方ねえよ」

　三ヶ月ほど前からあの悪夢に悩まされるようになった。病院にも行ってみたし、一応カウンセリングも受けてみたが、まるで効果はなかった。

　カウンセラーはしつこく両親の印いん象しようを尋たずねてきた。どうも父親からなにかトラウマになるような行為を受けたと思いこんだようで、それらしい治療のプランを立て始めた。うっかり父が無む口くちでよそよそしかったと言ったのがまずかったらしい。確かに自分から子供たちに話しかける人ではなかったが、そんなことをいちいちトラウマ扱いされてはたまらない。うんざりしてそれっきり行かなくなってしまった。

「でもあれは……カウンセラーが、よくなかった、でしょう？」

「まあ……そうかもしれないけど……」

「カウンセラーじゃない人のところに、相談しに行くとか」

「……考えとくよ」

　多た分ぶん行かないけど、と心の中で付け加える

「でも、今日は学校行くから」

　水穂はまだ不安げに彼の顔を見守っている。

「……眠れない時は学校に行った方がいいんだよ」

「え？」

　水穂が首をかしげて聞き返してきた。直人はごまかすように朝食の残りを一気に口に放りこんだ。

「とにかく、あんまり心配すんなよ。大丈夫だからな」

　そう言いながら直なお人とは立ち上がった。
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　直人たちの住む飯いい見み町ちように行くには、都心のターミナル駅から三十分ほど電車に乗る必要がある。正確にはやや手前の駅で鈍どん行こうに乗り換えなければならないので、もう少し時間がかかるかもしれない。一応、住所は東京都内ないなのだが、初めて飯見駅に降り立った者は目を瞠みはるはずだ。都心からさほど離れていないのに、こんな寂さびれた町があるのか、と。

　まず駅前にはあまり高い建物がなかった。一番目立つのは五階建ての古いデパートで、銭せん湯とうの煙えん突とつも駅のホームからしっかり見える。商店街はそれなりに大きいが、メインのアーケードを除けば、入り組んだ路ろ地じの間にある小さな個人商店で占められている。おそらく、昭和の時代から街並みはあまり変わっていなかった。

　駅前から離れると、当たり前の住宅地が広がっているが、あちこちに雑ぞう木き林ばやしや畑も残っている。

　この町が大だい規模な開発から未だに免まぬがれている理由はいくつかある。飯見駅の近くに大きな乗り換え駅がなく、幹かん線せん道路からも微び妙みように外れていて、周辺の土地と比べて交通の便が悪いことがなによりも大きい。アミューズメント施設や大きなショッピングセンターもない。都市の中にある空白のような町だった。

　とはいえ、住民からは評判がいい。生活必ひつ需じゆ品ひんは駅前でだいたい揃そろうし、東京とは思えないほど静かだった。平野と山地の境さかい目めにあるせいで坂は多いが、それを差し引いても十分に住みやすかった。

　直人たちが住んでいるマンションは、駅近くの比ひ較かく的てき新しい住宅地にある。昔は山やま際ぎわの一戸建てに住んでいたのだが、十年前にここへ引っ越してきたのだった。もちろん、まだ岸きし杜もり家けが四人家族だった頃のことだ。

　マンションのエントランスから外へ出て、バス停に向かってゆっくりと歩いていく。普段は自転車で通学しているが、今日はバスを使うつもりだった。眠りが浅かったせいで頭も体も重苦しい。どんな事故を起こすか分かったものではなかった。

　空を見上げると雲くも一つない快晴だった。ゴールデンウィークも終わって、少しずつ陽ひ射ざしは強くなり始めている。そろそろブレザーを脱ぎたくなる季節だった。

　ぎしりと門の軋きしむ音が聞こえて、思わず足を止めた。

「うわっ？」

　目の前に自転車の前輪がにゅっと突き出される。歩き続けていたらぶつかっていた。

「あら、危ない」

　耳みみ慣なれた女の声がする。直人は声の主をきっと見み据すえた。

　そこには彼と同じ高校の制服を着た女の子が立っていた。背は平均より少し高めで、直なお人とと視線の位置が近い。茶色がかったストレートのロングヘアー。二重まぶたと長い睫まつ毛げに彩いろどられたうるんだような瞳ひとみ。小さめの顔とすらりと伸びた手足──どこから見ても文句のない美少女だった。

　彼女は派は手でなオレンジ色のクロスバイクのハンドルを握りしめている。自転車を引いて家から出てきたところらしい。彼女の背後には「久く世ぜ」という表ひよう札さつのかかった門があり、その奥には小さな古い住宅が建っている。白いモルタルの壁は色あせて、あちこちにひびが入っていた。

　直人たちがマンションに引っ越してきた時から、この家は今と変わらない姿でここにある。新築だった頃の姿を見るには、もう五十年ほど時間を遡さかのぼる必要がありそうだった。このあたりで最も古い家の一つだ。

「……もう少しでぶつかるところだったわ」

　彼女の名前は久世綾あや乃の。昔から嫌と言うほどよく知っている。親おや同士が若い頃からの友人で、家が近くなる前から時々行き来していたからだ。

　一応は近所に住んでいる幼おさななじみということになるのだが、直人はその言葉に抵抗を感じずにはいられない。そんな甘い言葉で表現したくなるような間あいだ柄がらではなかった。

「……お前な」

　直人はため息混まじりに言った。

「人にぶつかりそうになっておいて、なんか言うことねえのか？」

「え……？　ああ、まったく気を付けてよね。わたしの自転車が壊れたらどうするの」

「壊れるのは俺の方だろ！　なんで自転車の心配なんだよ」

「朝から怒りっぽいわね。ぶつかる前にそっちがよければいいじゃない。なんのために反射神しん経けいがついてるの？」

　綾乃はきっぱりと言い放つ。理り不ふ尽じんきわまりない話だが、胸を反らせたその姿は無む駄だな説得力に満ちあふれていて、直人はなにも言い返せなくなった。昔から争いごとの苦にが手てな性格ではあるが、綾乃には特に頭が上がらない。理り屈くつではなく本能で、逆らってはいけない相手のような気がするのだ。

（付き合ってらんねえ）

　背を向けて歩き出した。さっきより目まいがひどくなった気がする。

「どうしたの。言いたいことがあるならはっきり言いなさいよ」

　答えないでいると、ちっと舌を鳴らす音が聞こえてきた。よりによって舌した打うちかよ、と思ったところに追い打ちが来た。

「……このヘタレ」

　この殺さつ伐ばつとした関係は、誰が見ても綾乃の方に原因があった。子供の頃から気が強くワガママで、他人との軋あつ轢れきなど気にも留めないが、直なお人とへの態度は特に厳きびしい。二人の会話の大たい半はんは綾あや乃のの気まぐれな毒どく舌ぜつと直人の及び腰のツッコミで占められていた。

　ここ数年、毒舌に磨みがきがかかってきた気がする。それを引っこめたのは父が死んだ時ぐらいだ。あの時はさすがにおとなしかったと思う。

　道路の角を曲がると、停てい留りゆう所じよの標ひよう識しきが立っている。バスを待つ人間は今のところ一人もいない。肩から提さげたバッグをベンチの上に下ろした時、綾乃の自転車が彼の前で停まった。

「今日、雨が降るっていう天気予報でも見たの？」

「……見てないけど」

「それじゃ、どうして自転車で学校行かないのよ」

「別にどうでもいいだろ」

　直人はバスの時刻表を確認するふりをしながら答えた。寝ね不足だからちょっと危ないと思って、とはなんとなく言いにくかった。

「ふーん。このわたしに言えないようなこと」

　綾乃の声が一オクターブ下がる。おそるおそる綾乃の顔を窺うかがうと、いかにも不ふ機き嫌げんそうに眉まゆが吊つり上がっている。直人の頭の中でサイレンが鳴り始めた。放っておけばなにが起こるか分かったものではない。

　どうせ話す羽は目めになるのだから話した方がいいか、と早さつ速そく心が折れかけた時、突とつ然ぜん綾乃の口元に輝くばかりの笑えみが広がった。一いつ瞬しゆん、直人ですら見とれたほどの完かん璧ぺきな笑顔だった。

「あ、分かったわ。朝起きたら自転車が原型留とどめないぐらいにメチャクチャになってたんじゃない？　それで、地面に得え体たいの知れない動物の血で『これは警けい告こくだ』ってメッセージが書かれてて、よくよく見ると……」

「笑顔で気味の悪い想そう像ぞうすんなよ！　なんで俺がそんな物ぶつ騒そうな警告受うけるんだ」

「あら、違ってた？」

「当たり前だろ。今日はバスで行くってだけでどこからそんな……」

　ふと、直人は口をつぐんだ。いつのまにか心しん臓ぞうの鼓こ動どうが速くなっている。流血のイメージに体が反応したらしかった。あの悪あく夢むの中でそんな目に遭あった気がする。「誰か」に襲おそわれ、その後全ぜん身しんを──。

「本当にどうしたのよ、ぼんやりして」

　綾乃の声ではっと我に返る。彼女は自転車のサドルに腰を下ろしたまま、直人をじっと見つめていた。

「……別に」

　鮮明になりかけていた夢の記き憶おくは元のようにぼやけている。正直なところ、少しほっとしていた。あの夢の内容をあまり思い出したくなかった。

「別にってすごく眠そうだけど。寝不足なんでしょう？」

　直なお人とは思わず自分の顔を撫なでた。体調が顔に出にくいたちのはずだが、朝起きてから話した人間にことごとく見破られている。

「分かるのか？」

「顔に書いてあるわよ。『すごく眠い！　俺を殴なぐってくれ！』って」

　そこまで思ってねえよ、とツッコむ気力はもうなかった。会話が途と切ぎれて、なんとなく黙ったまま向かい合う。居い心地ごこちの悪い沈ちん黙もくがしばし流れた後、綾あや乃のは慌あわてたように携帯の時計を確かめた。

「あ、いけない。ヘタレと話したせいで貴き重ちような人生を無む駄だにしたわ」

　白い膝ひざが上がって、力一いつ杯ぱいペダルを踏もうとする。短めのスカートがまくれ上がり、直人は慌てて目を逸そらした──もう少し用心してくれればいいのに。

「それじゃ、あなたは地じ獄ごくのような満員バスに揺られてのんびり来なさい」

　捨てゼリフを残してクロスバイクは走り出す。ふと、彼女に質問があったことを思い出した。

「綾乃！」

　大声で呼びかけると、彼女はつんのめるようにブレーキをかけて振り向いた。

「うるさいわね、どうしたのよ」

「お前、今日ちゃんと授業に出るのか？」

　綾乃はあまり遅刻せずに学校へ行くが、きちんと授業に出るとは限らない。「出席日数が足りていれば、あとは何をしていてもいい」というのが彼女の持じ論ろんで、気分が乗らないとすぐに教室から姿を消してしまう。それでも教師からあまり注意されないのは、テストの成績がいつも学年トップに近いからだ。きちんと授業に出ていても並の成績しか取れない直人とはまるで違う。

「どうするか決めてないわ。って、あなたの知ったことじゃないでしょう。教師じゃないんだから」

　彼女は走り去っていった。弁べん解かいするヒマもなかったが、直人は注意をしたわけではなかった。そんなことよりもずっと大事な質問だった。
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　直人の乗ったバスは同じ制服を着た生徒たちでいっぱいだった。バスは飯いい見み町ちようの中心を離れて高校へと向かっている。

　彼は後部ドアの近くに立って、手すりを摑つかんだまま外を眺ながめていた。灰色のブロック塀べいとガードレールが次々と流れては消えていく。風景はぎらぎらと輝いていて、遠えん近きん感がはっきりしない。現実の風景ではなく、窓に投とう影えいされた映像のように見えた。

　多分、寝ね不足のせいだ。

　急にバスが停まって、現実に引き戻される。開いた後部ドアから生徒たちが何人か乗りこんできた。直なお人とが少し奥の方へずれようとすると、突然誰だれかにとんとんと肩を叩たたかれた。

「おはよう、岸きし杜もり君」

　その声は斜め下から聞こえた。いつのまにか小こ柄がらな女子生徒が隣となりに立っている。身長はせいぜい直人の肩ぐらい。桜さくら色いろの頰ほおをほころばせ、小動物を思わせるくりっとした瞳ひとみで彼を見上げていた。

「……あ、倉くら野の」

　同じクラスの倉野棗なつめだった。

　少し顔が熱くなる。緊きん張ちようのせいか「おはよう」を言い忘れたし、言い方もぶっきらぼうで、声も聞き取りにくかった気がする。せめてあいさつぐらい満足にできないのだろうか。無言のまま自分へのダメ出しにいそしんでいると、彼女の方が口を開いた。

「珍しいね、岸杜君がバスに乗ってるの。いつも自転車でしょ？」

「……今日はちょっと、乗らない方がいいと思って」

　と、直人はごもごもと答える。彼女はうつむいてちらりと彼の足元を見る。肩のあたりで切りそろえられた黒くろ髪かみがふわりと揺れて、名前も分からない花の香りが鼻をくすぐった。

「え……どうかしたのか？」

「あ、ごめんね。ケガでもしたのかなって思って」

「別にケガとかじゃ……大した理由ねえよ」

「そうなんだ。良かった。心配しちゃった」

　ふと、満面の笑えみで「これは警けい告こくだ！」と叫ぶ綾あや乃のの姿が頭をよぎった。同じことに気付いても、想そう像ぞうの行きつく先がまるで違う。もちろんこれは性格の違い──綾乃が炎ほのおの舌を持つ地じ獄ごくの番ばん犬けんだとすると、棗は白い翼つばさを生はやした神の使いというところだった。

　棗は誰にでも親切で、困った人間を放っておけない性格だった。成せい績せき優秀かつスポーツ万能なクラス委員。小さな体でくるくる走り回るその姿は愛らしく、クラスの誰からも好かれていた。特に男子からは常に熱いまなざしを向けられている。

　直人もその例外ではない。一年の頃から同じクラスで、彼女のことをずっと意識していた。それでも、まだ気軽に話しかけることができない。直人自じ身しんの気の弱さもあるが、もっと大きな理由がある。

　ほとんど非ひの打ちどころのないこの天使にも、一つだけ謎なぞがあった。それは──。

「あ、綾乃だ」

　突然、嬉うれしそうに棗が手を振った。ぎょっとして彼女の視線の先を追うと、綾乃の乗ったクロスバイクが、バスのすぐ横を走っている。いかにも不ふ機き嫌げんそうな顔つきだった。

（どういう目つきで自転車乗ってんだよ、あいつは）

　その眼光の鋭さはさっき自分と話していた時の比ではない。あの分では人間を轢ひいても眉まゆ一つ動かさないかもしれない。そう思った途と端たん、心の声を聞きつけたかのように彼女がバスに顔を向けた。

（うわっ）

　彼女は獲え物ものを狩かる目で直なお人とを睨にらみつける。しかし、それも一いつ瞬しゆんのことで、すぐに隣となりにいる棗なつめに目を留めた。彼女は口元を緩めて、棗にだけ大きく手を振った。

「あっ、すごい。気が付いたよ！……おはよう！」

　聞こえるわけはないのだが、棗も元気にあいさつする。それじゃ、と唇くちびるを動かしてから、綾乃はハンドルを切って用よう水すい路ろにかかった細い橋を渡っていった。そこはバスの通れない近道だった。

　棗はその後ろ姿にも手を振り続けている。

　彼女の唯ゆい一いつの謎なぞ──それは久く世ぜ綾あや乃のと親友同どう士しということだった。性格はまるで違うが、二人は校内でも有名な美少女コンビだった。

　もっとも同じ美少女と言っても、中身が神の使いと地じ獄ごくの番ばん犬けんでは、男どもからの人気には天地ほどの差がある。綾乃に向けられているのは主に好意ではなく畏い怖ふの方で、校内ですれ違うと道を空あけてしまう男子までいる。

　男にはまったく無ぶ愛あい想そうで、しつこく迫ってくる相手には容よう赦しやなく罵ば倒とうと冷れい笑しようを浴びせかける。入学したての頃、あまりの口の悪さにキレた三年の男子と乱らん闘とう騒ぎを起こしかけたことがあった。ちなみに綾あや乃のは高校受験の前まで格かく闘とう技ぎを習っていて、そこらの男よりはずっと強い。その騒ぎの時も止められるのがあと一秒遅ければ、右上段蹴げりが先せん輩ぱいの鼻はな柱ばしらに命めい中ちゆうしていたはずだ。
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　綾乃はいつも棗なつめのそばにいる。棗に近づこうとすると、地じ獄ごくの番ばん犬けんにも接近せざるを得ない。綾乃が他人の人間関係にいちいち口を出すことはないのだが、彼女の振りまくプレッシャーを克こく服ふくできる勇ゆう者しやは決して多いとは言えなかった。




　直なお人とたちの通っている都立飯いい見み川がわ高校は、名前どおりに川のほとりにある。昔はこの学区でトップの進学校だったらしいが、その地位はずいぶん前に新設された中高一いつ貫かんの私立高校に取って代わられていた。強い体育会系けいの部活があるわけでもない。要するに今は可もなく不可もなく、「あまり特とく徴ちようのない学校」だと思われている。

　一時は制服の廃はい止しも検討されたらしいが、結局デザインを新しくするだけに留まった。新しい制服は好評だったせいで、私し服ふく登校の案は立ち消えて今に至っている。

　校門近くの停てい留りゆう所じよに停まったバスから、次々と生徒たちが吐き出される。彼らは校門へと続く制服の波に吞みこまれていった。

　バスを降りたのは直人よりも棗の方が先だった。誰かに声をかけられたらしく、あいさつを交わす声がタラップの上まで聞こえてきた。外を見ると大きな弓ゆみ袋ぶくろを持ったポニーテールの女子生徒と向かい合っている。同じクラスの牧まき野のやよいだった。直人はほとんど話したことはないが、棗とは割合に仲がいい。

　当然、やよいと校舎へ行くのだろうと思いこんで、外へ出た直人は一人で歩き出す。緊きん張ちようがゆるんだせいか、途と端たんに眠ねむ気けが戻ってくる。

　あくびをかみ殺しながら歩いていると、ブレザーの袖そでを引っ張られた。振り向くと棗が上うわ目め遣づかいで彼を見ている。どうしてここにいるんだろう、と直人はぼんやり思った。忘れ物でもしたんだろうか。

「校舎まで一緒に行こうよ」

　わざわざ待っていてくれたらしい。心しん臓ぞうを撃うち抜かれた気がした。

「あ……うん」

　やっとのことでそれだけ答えて、彼女と一緒に校門をくぐる。もちろん、この程度で棗が自分に好意を持ってるのかも、などと考えるほど直人はおめでたくなかった。なんの断りもなく先に行ってしまっては悪いと思っただけだろう。

　第一校舎が前から近づいてくる。飯見川高校には二つの校舎があり、渡り廊下で繫つながっている。第一校舎は主に特別教室と二年生の教室が、第二校舎には三年生と一年生の教室があった。

　なんの変へん哲てつもないコンクリートの建物だったが、各階の窓の下には頑がん丈じような金かな網あみのフェンスが屋根のようにせり出している。去年、三階から生徒が転落する事故が起こって、急きゆう遽きよ張られたものだった。

　二人は屋根付きの駐ちゆう輪りん場じようの前を通りすぎる。棗なつめはきょろきょろと自転車の群れを見回した。

「綾あや乃の、もう着いたかな」

「着いたんじゃないか」

　会話が途と切ぎれる。もっとなんか喋しやべれ、と頭の中でもう一人の自分が叱しつ咤たする。かといって、気の利いた話題などそうそう思いつけるものではない。重い頭を必死にめぐらせて、やっとのことで直なお人とは口を開いた。

「そういえば、倉くら野のはなんでバスで通ってるんだ？」

　バスで通学する生徒の大たい半はんは、電車を乗り継がなければならないほど遠くに住んでいる。棗の家は直人たちよりも学校に近い。時刻表にいちいち縛しばられない自転車通学の方がよほど楽なはずだ。

「……あ、あのね、わたし、自分用の自転車持ってなくて」

「へえ」

　直人はそう言いながら首をかしげる。眠ねむ気けのせいかもしれないが、答えの意味がよく分からなかった。

「……買えばいいんじゃないのか？」

「で、でも、ほら……自転車って高いし」

「普通のママチャリだったら安いぞ。毎月定てい期き買うよりいいと思うけど」

　どうして自転車の購こう入にゆうを勧めているのか自分でもよく分からないが、一いち応おう会話が成立しているのでよしとすることにした。

「うん……そうなんだけどね……」

　彼女の答えは妙みように歯切れが悪い。ちらりと彼女の横よこ顔がおを見下ろすと、なぜか耳まで真まっ赤かになっていた。

「倉野？」

　声をかけると、彼女はうつむいて顔を見られまいとする。

（怒ってる……？　まさか、泣いてる……のか？）

　直人はパニックに陥おちいりながら今までの短い会話を反はん芻すうした。なにか取り返しのつかない間違いをしでかしたのだろうか。しかし「学校にはバスで来るか自転車で来るか」に、涙を誘う要素があるとはとても思えない。

「岸きし杜もりくん」

　と、彼女はつぶやいた。泣いても怒ってもいない声だった。

「は、はい」

　直人は直立不ふ動どうで答えた。

「わたしね、秘密にしていることがあるんだけど」

　ごくりと唾つばを吞みこむ。二人は駐ちゆう輪りん場じようの隅すみで向かい合っている。通りすぎる生徒たちも不ふ審しんそうに彼らを眺ながめていた。直なお人とが背を屈かがめると、自然に顔を寄せ合うような形になる。突然、棗なつめが伸び上がるようにして直人の耳に口を近づけてきた。頰ほおのあたりに息いき遣づかいを感じて、雷かみなりに打たれたように動けなくなった。

「わたし……自転車に乗れないの」

　やっと聞き取れるほどのか細い声で彼女は言う。その意味が頭に入ってくるまで、しばらく時間がかかった。

「…………え？」

「恥ずかしいんだけど、どんなに練習してもダメだったの」

「今も乗れないのか？」

　こくこくと棗はうなずいた。

「綾あや乃のにも教えてもらったことがあるんだけど、結局二人ふたりとも傷だらけになっただけで。補助輪りんがついてないとどうしても……」

　目の前にある彼女の顔は真剣そのものだった。勉強もスポーツもなんでもそつなくこなし、「小さな完かん璧ぺき超ちよう人じん」の異い名みようを持つ倉くら野の棗が、よりによって補助輪なしで自転車に乗れない──。

「ぷっ」

　直人は思わず噴ふき出していた。棗の頰がさらに真まっ赤かに染まる。

「人に言わないでね。このこと」

「言わねえよ……笑って悪かった」

　どうにか笑いを引っこめて、直人は前に立って歩き出した。他のみんなと同じように、優等生の棗にも人に言えない弱点があるのだ。かえって彼女が身近になった気がした。

（ん？）

　ふと、彼女の方を振り向いた。

「そんな秘密、俺に話していいのか？」

　棗はにっこりと笑いかけてきた。

「別にいいよ。岸きし杜もりくんはわたしの大事な友達だから」

　それからしばらくの間、直人の頭の中では二つの考えが正面衝しよう突とつを起こしていた。綾乃と同じぐらい親しい相手だと思っている──と、同時に同性の「友達」以上のものではないという意味にも取れる。どっちなんだ、と直人は自問したが、考えたところで結論が出る話ではない。

　正気にかえった時にはもう校舎の中にいて、棗と並んで階段を上がりかけていた。すると、最初の段でつまづいて無ぶ様ざまに転び、四段目あたりに両肘ひじを突いた。

「だ、大だい丈じよう夫ぶ？　岸杜くん」

　棗は直人の腕を摑つかんで立ち上がらせようとする。むにゅ、と二にの腕うであたりに柔らかいものを押しつけられて、慌あわてて飛び退のいた。倉くら野の棗なつめは確かに小こ柄がらだが、胸元は決して小柄ではないという評判を改めて思い出していた。

（……そうか、寝ね不足だったんだ）

　普段と同じように教室へ行ってしまうところだった。この調子ではホームルームが始まった途と端たんに爆ばく睡すいだろう。それだけならまだいいが、また例の悪あく夢むを見る羽は目めになるかもしれない。

「俺、保健室に行くわ」

「えっ、どこかケガしたの？」

「じゃなくて寝不足。昨日きのうほとんど眠れなかったんだ」

「そうだったの……？」

　棗は不ふ思し議ぎそうにまばたきをする。綾あや乃のや水みず穂ほと違って、直人の寝不足には全ぜん然ぜん気が付いていなかったらしい。

「じゃあ、また後で」

「わたしも一緒に行くよ」

　その時、天てん井じよう近くのスピーカーから予よ鈴れいが鳴り響ひびいた。校門をくぐった時にはまだ余よ裕ゆうがあったが、思ったよりも長い時間駐ちゆう輪りん場じようで話していたらしい。次の本ほん鈴れいが鳴る前に教室にいなければ遅刻だ。

「いいって。別に病気じゃないんだし」

　直人は急いでその場を離れようとする。保健室に寄り道していたら、教室に着く前に本鈴が鳴ってしまう。自分のせいで棗に迷めい惑わくをかけるわけには行かなかった。

「駒こま江え先生にはわたしから伝えておくから」

　背後から棗の声が聞こえた。駒江は直人たちの担たん任にん教師だった。クラス委員の棗の言葉なら、サボりだと思われずに済むかもしれない。

「……ごめん。ありがとな」

　直人は保健室に向かって歩き出した。廊下の角を曲がる前にもう一度振り返ると、棗はまだ階段の下に立って直人を見送ってくれていた。
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　直人は第一校舎の一階にある保健室の前で立ち止まる。

　中からはなんの物音も聞こえないが、明かりはちゃんと点ついていた。

（いるみたいだな）

　彼は静かにドアを開ける。二つにあるベッドには誰もいなかった。朝のホームルーム前からここで過ごそうと考える生徒はあまり多くない。もちろん、なにごとにも例外はある。

「なにしに来たの」

　部屋の奥から不ふ機き嫌げんそうな声が飛んできた。窓まど際ぎわの椅い子すに綾あや乃のが腰を下ろしている。

（やっぱり来てたか）

　膝ひざの上には開かれたままの分厚いハードカバーがある。ビニールでコーティングされているところを見ると、図書室から借りた本らしかった。授業をサボる時、彼女はここに居い座すわって読書に耽ふけることが多い。読んでいるのは大たい抵てい直なお人とが聞いたことがないような昔の本ばかりだ。

「あの、佐さ原はら先生は？」

　答えは返ってこなかった。彼女はもう読書に戻っている。

「先生、どこかに行ってるのか？」

　直人は念を押した。一応、ここで休んでいくには養よう護ご教きよう諭ゆである佐原の許可が要いる。この時間には保健室にいるはずなのだが。

「ちょっとあなたね」

　我が慢まんできなくなったように、ぱたんと音を立てて本を閉じた。

「そっちがこっちの質問に答えるのが先でしょう？　『質問を質問で返すな』っていうのは人類の常識なのよ。それぐらいのこと、親に教わ……」

　彼女は口をつぐんだ。もう直人が「親に教わる」機会などないことを思い出したらしい。珍しく動どう揺ようしたように視線を逸そらす。

　顔を合わせると文句ばかりだが、直人の家族──特に父の孝たか臣おみのことを決して悪く言わない。綾乃は母親と二人暮らしで、父親はずっと昔に亡くなったと聞いている。孝臣は仕事帰りに時々久く世ぜ家けに行って、綾乃と二人で話をしていた。だいたいは説せつ教きようだったと綾乃は言っているが、彼女も孝臣の言うことを割と素直に聞いていたと思う。

　どうして綾乃を気にかけているのか、一度だけ尋たずねたことがある。孝臣はしばらく考えてから、「あの子は昔からうちと関わりがあるからね」とだけ答えた。娘の一人のようなつもりだったのかもしれない。直人と水みず穂ほにも「あの子とはできるだけ仲良くしなさい」としょっちゅう言っていた。「あの子の言うことはだいたい正しいよ」と。

　妹の水穂は幼い頃から綾乃と仲がよくない。性格的に合わないのはもちろんだが、父親を取られているようで嫌だったのかもしれない。そういえば孝臣が息を引き取る前、綾乃の名前を呼んだ気がすると水穂が言っていた。さすがに聞き違いだろうと思ったが、二人いる子供の名前を呼ばなかったのは確かだ。父にはどこか他た人にん行ぎよう儀ぎでよそよそしいところがあったと思う。

「俺、ちょっと寝に来たんだよ。先生がいるんだったら許可取とらないとまずいだろ」

　と、直人は言った。確かに自分の方から質問に答えるべきだったと思う。しばらくの間、綾乃は顔を外に向けたままだったが、やがて低い声で言った。

「……佐原先生、当分帰ってこないわよ。一年の教室で誰かの具合が悪くなったらしくて、付き添いで病院に行くって言ってたから」

　それなら時間がかかるはずだ。直人は二つのあるベッドの一つに近づくと、床の上にバッグを置いた。許可を取れない時は、常識の範はん囲いでベッドを使っていいことになっている。

「そういえば、さっき駐ちゆう輪りん場じようで棗なつめとなにを話してたの」

　突然、綾あや乃のは声をかけてくる。

「なんで知ってるんだ？」

　彼女は窓ガラスをこつこつと叩たたく。窓からは駐輪場の屋根の端はしが見える。ちょうど直なお人とたちが立っていたあたりだった。

「ここから見てたのよ。深しん刻こくそうな話だったけど、あなたなにかした？」

「それは……」

　口ごもってから、隠かくす必要がないと気付いた。棗の一番の親友だし、自転車の乗り方を教わったことがあると言っていた。

「倉くら野のが自転車に乗れないって話をしてたんだよ」

　綾乃は大きく目を瞠みはった。膝ひざに置いた本が落ちそうになっている。ここまで動どう揺ようするのも珍しい。

「……あなた、棗を脅きよう迫はくしたの？」

「は？」

「どうやって棗からその秘密を聞き出したのよ？　自分から話したんじゃないわよね？」

　あまりの剣けん幕まくに直人は動揺してきた。必死に記き憶おくを辿たどるが、どう考えても「聞き出して」はいない。

「じ、自分から話したんだよ。そんなにおかしいことか？」

「おかしいわよ。そのこと、棗の家族の他にはわたししか知らないのよ？」

　直人は絶ぜつ句くした。そこまでの「秘密」とは思ってもみなかった。

「…………噓うそだろ？」

「本当よ。棗と中学から一緒の子も誰も知らないわ。恥ずかしくて今まで話せなかったって棗が言ってたもの。綾乃は大事な友達だから話せるけどって……」

「で、でも話の流れで向こうが喋しやべったんだぜ……その、俺も大事な友達だからって……」

　沈ちん黙もく。そこへ本ほん鈴れいが鳴り始めた。朝のホームルームが始まる時間だ。完全にチャイムが終わるのを待ってから、綾乃はようやく口を開いた。

「あの、わたしが聞きたいのはあなたの妄もう想そうじゃなくて……」

「現実の話だ！　倉野が本当にそう言ったんだよ」

「なんであなたが大事な友達なのよ」

「それはだから……」

　説明しようとしたが、なにも言葉が出てこなかった。

「……いや、正直言ってよく分かんねえ……俺と倉野って誰が見てもそんなに仲いいわけじゃねえよな……」

　直なお人との声はだんだん小さくなっていった。どうして自分が「大事な友達」なのか、まったく分からない。なにかの間違いの気がする。

「なんか心当たりあるか？」

　綾あや乃のに尋たずねるのも妙みような話だが、直人自身にも分からないのだから仕方がない。綾乃は記き憶おくの底を探るように、目を閉じて人差し指でこめかみを押さえた。

「去年の学期末テスト、あなたの点数がいつも以上にガタガタだった時、棗なつめが補習の手伝いをしてたわよね。あの時はかなり仲が良さそうだったけど」

「そんなの剣けん道どう部の永なが田たとか、女子バスケの沢さわ村むらが赤あか点てん取った時も倉くら野のが助けてたじゃねえか」

　クラスの中でも成績の悪い連れん中ちゆうのほとんどは、なにかの形で棗に助けてもらっている。別に珍しい話でもない。第一、あの時は直人が一方的に「手伝ってもらった」だけで、「仲良くしている」とは微び妙みように違う。

「まあとにかく、大事な友達って言われて良かったわね。棗にはなんのメリットもないけど、あなたにとっては光栄なことだわ」

　そう言いつつ、彼女の機き嫌げんはあまりよくなさそうだった。普段ろくに棗と会話もしていない直人が、自分と同じ「大事な友達」だったと聞かされたのだ。複雑な気分なのはなんとなく分かる。

「ただ、あくまで『友達』なんでしょう。浮かれて棗にヘンな真似まねしたらどうなるか分かってるわよね？」

　綾乃はドスの利いた声で言った。下した腹ばらのあたりが妙に風通しが良くなった気がした。

「……」

「今、あなたが想そう像ぞうしたことの二十倍は悲ひ惨さんな目に遭あわせるわよ。具体的に説明すると……」

「いや……いい。寝る」

　直人はベッドのカーテンを閉める。これ以上話していると仮か眠みんどころではなくなりそうだ。上うわ履ばきを脱いでベッドに上がろうとした時、外から声が聞こえた。

「最近、あなたよく保健室で寝てるわね」

「……そうだっけ？」

　毛布を足元に押しやって、直人はベッドに横になった。

「わたしがいる時を狙ねらって来てない？」

　ぎくりと肩が震えた。緊きん張ちようをほぐすために大きく深しん呼吸する。

「なんでそんなことするんだよ。意味ねえだろ」

「……そうよね」

　あっさり追及は止やんで、直人は静かに目を閉じた。確かに綾乃は時々「正しい」ことを言う。ここへ来たのは彼女がいるからだ。バスに乗る前、授業に出るつもりかどうか尋ねたのもそのためだった。

　綾あや乃ののそばで眠ると、不ふ思し議ぎとあの夢を見ない。どうしてそうなるのか、いくら考えても分からなかった。まともな説明がつかないのだ。

　悪あく夢むを見始めたのは、一年の学年末テストの時期だった。昼も夜もまともに眠れず、準備などできる状態ではなかった──補習を受けるはめになったのもそのせいだ。

　奇き跡せき的に最後まで受けきって、精せい根こん尽き果てて保健室へ行った。悪夢を見ようが見まいが、とにかく少しでも体を休めたかったのだ。今日と同じように窓まど際ぎわには綾乃が座っていた。どうせすぐに飛び起きるだろうと思っていたが、夕方までぐっすり眠ることができた。

　新学期になってからも、悪夢に襲おそわれるたびに同じことを試している。綾乃はもちろんのこと、直なお人とがそうしていることを誰も知らない。

（そろそろ、話さないとな……）

　ずっとそう思っているのだが、それにはまず悪夢に悩まされていることを説明しなければならない。あまり気を遣つかわせたくなかった。第一、話が突とつ拍ぴよう子しもなさすぎる。悪夢を見ないことが、本当に彼女のおかげなのか分からないのだ。

（もう少し……様よう子すを見てからに……）

　直人は心地ここちよい眠りの中へ沈んでいく。やけに遠くから綾乃が話しかけてきたが、もうなにを言っているのか聞き取れなかった。

　やがて、彼の意識は完全に途と切ぎれた。
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　教室で授業を受けていた直人は首をかしげる。

　彼は机の上に教科書とノートを広げ、授業の内容を書き留めているところだった。

（あれ？）

　自分の書いていたはずの文字をまるで読むことができない。何行にも渡って、ぐちゃぐちゃした黒い線がうねっているだけだ。どうやら寝ぼけていたらしい。

　どこまでちゃんとノートを取っていたのか、前のページを確かめる。しかし、そこも同じように得え体たいの知れない線で埋め尽くされている。ぱらぱらとノートをめくっていくうちに、気味が悪くなってきた。どのページにも読める文字は見当たらない。矢や印じるしや文もん様ようのような奇き妙みような図も描かれているが、どこを取っても意味が分からなかった。

（なんだ、これ）

　こんなものを書いた憶おぼえはない。しかし、ところどころの線の引き方には、自分の書き癖ぐせらしいものが見える。■■■の授業中に自分は一体なにをやっていたんだろう。もし誰かに見られたら、どう思われるか──。

（……なんの授業中だ？）

　ノートの隣となりに広げられた教科書を手に取る。よく見ると文字は印刷されていなかった。何種類かの大きさの黒い四角が、まるで縦たて書がきの文章のように並んでいる。ノートと同じくまったく読むことができない。

　授業を進める教師の声も、水中から響ひびいてくるようにくぐもっている。なにを言っているのかまるで聞き取れなかった。

　顔を上げてあたりを見回す。

（……あれ？）

　直なお人とは窓まど際ぎわの一番前の席に座っている。そこは普ふ段だん授業を受けている席だった。

　教室は夕方のように薄暗く、生徒は他に誰もいない。たった今まで聞こえていた教師の声も聞こえなくなっている。

　教室にいるのは直人だけだった。

　黒板にはびっしりと文字が書かれている。直人のノートや教科書の中身と同じく、でたらめで読むことができない。

（これも夢か）

　直人はようやく気分が落ち着いてきた。昨日きのうの夜見た夢の続きではなさそうだ。多分、まだ保健室のベッドで眠っている最さい中ちゆうなのだろう。

　この場所は現実の教室と似ているが、よく見ると細さい部ぶが違っている。教室から廊下へ出て行くための扉とびらがなく、窓の反対側には一面の白い壁があるばかりだった。

　窓の外は濃い霧きりに覆おおわれていて、景色を見ることはできない。ただ、すぐそばの窓が半分開ひらいているのが気になった。

　教室の中は息いき遣づかいが聞こえそうなほど静まりかえっている。

　ふと、人の動く気け配はいを感じて、直人は教室の反対側の隅すみを振り返った。

　壁かべ際ぎわの一番後ろの席に、いつのまにか女子生徒が座っていた。ポニーテールの髪かみを揺らしながらあたりをきょろきょろと見回している。

（……牧まき野の？）

　同じクラスの牧野やよいだ。今朝けさもバス停の近くで見かけた。

　ずるり……ずるり……

　耳みみ障ざわりな音が聞こえてきて、直人は床を見下ろした。なにかが下の方から近づいてきている。思わず立ち上がろうとしたが、泥の中に沈められているように体が重かった。

（……夢の中、だったな）

　夢を見ている時、思うように体が動かないのは珍しいことではない。

　その時、窓ガラスが濡ぬれ雑ぞう巾きんを叩たたきつけるような音を立てた。ガラスの向こうに灰色がかった半はん透とう明めいの塊かたまりが張り付いている。最初は巨大ななめくじのように見えた。

　しかし、開いた窓の隙すき間まからずるりと教室の床に落ちた時、かろうじてその怪かい物ぶつが人の形をしていることに気付いた。

「うわ……」

　直なお人とは小さく声を上げた。土ど下げ座ざするようにうずくまっていた灰色の塊かたまりは、彼の方に顔を向ける──厳げん密みつには顔とは言えない代しろ物ものだった。顔の真まん中なかに空あいている丸い穴が口らしい。その上に赤い光が二つ並んでいるだけで、他にはなにもない。子供が初めて作った粘ねん土ど細ざい工くのようだった。

（赤い……目……）

　それから灰色の怪かい物ぶつは四つんばいになり、思いがけない速さで教室の後ろの方へ移動していった。机の列の一番後ろでくるりと向きを変えて、直人の視し界かいから一いつ旦たん見えなくなる。

（どこに行ったんだ？）

　疑問の答えはすぐに出た。壁かべ際ぎわの一番後ろの席にいるやよいの背後に、ゆらりと灰色の影のようなものが立ち上がる。彼女は頰ほお杖づえをついたまま黒板を眺ながめていて、怪物の存在にはまったく気付いていない。

「あっ……」

　ぶよぶよした両手が左右からやよいの顔を挟みこんだ。彼女は体をよじらせて激しくもがく。怪物の上半身がぐらりと傾かしいで、やよいのつむじあたりに灰色の顔をぴたりと押しつける。

　次の瞬しゆん間かん、やよいの手足がいっそう激しく動き始めた。大きな音とともに周囲の椅い子すや机を跳ね上げる──やがて、力尽つきたように静かになった。
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　怪かい物ぶつは気け配はいを察したように顔を上げて、あたりを見回している。半はん透とう明めいの体が絵の具を混ぜたように赤みを帯びている。灰色の両手に挟まれた少女の頭は、茶ちや碗わんのような奇き妙みような形になっていた。ポニーテールだった髪かみもどこにも見えない。

　直なお人とはようやくなにが起こっているのか理解した。

　やよいの頭の上うえ半分は失われていた。

（……食われたんだ）

　もはや彼女の手足は断続的な痙けい攣れんを繰り返すだけだった。再び怪物は少女に覆おおいかぶさり、頭を激しく動かし始めた。ずるずるとすするような音がはっきりと聞こえた。咀そ嚼しやくするたびに怪物の体の赤が濃くなっていく。

（あれは血だ）

　そう思った途と端たん、呪じゆ縛ばくが解けたように直人の口から絶ぜつ叫きようが上がった。




　直人は保健室のベッドの上で跳ね起きた。

　体を縮こまらせるようにして、夢の中から引き継いだ震えが治まるのを待つ。保健室でこんな夢を見るのは初めてだった。

（いつもの夢、じゃねえよな）

　昨日きのうの夜も見た悪あく夢むと違って、内容をはっきり憶おぼえている。それにあんな灰色の怪物は出てこなかったと思う。枕まくらのそばに置いておいた時計を振り返ると、そろそろ二限目の授業が終わる時刻だった。

「なんなんだ……今の」

　あれは牧まき野のやよいだった──と思う。いや、あまり自信がない。惨さん劇げきの印いん象しようがあまりにも強いせいか、他のことをうまく思い出せなかった。

　夢の出来事だと言い聞かせても後あと味あじの悪さは消えない。本当に人間が食われるところを見てしまった気がした。

「本当になんだったの、今のは」

「へ？」

　やけに近いところから声が聞こえた。いつのまにかベッドを囲んでいたカーテンが開いていて、腕組みをした綾あや乃のが直人を見下ろしていた。

「うるさくて本が読めないじゃない」

「俺、声出してたか？」

「ええ。ものすごく大きな声でうんうん唸うなってるからびっくりしたわ。今にもあなたから新しい生命が誕生しそうで……」

「俺は臨りん月げつの妊にん婦ぷじゃねえよ」

　ふと、膝ひざの上にブルーのハンドタオルが落ちていることに気付いた。直なお人とのものではない。拾い上げるとひやりと湿っている。今まで彼の顔に載っていたようだった。

「なんだろ、これ」

　綾あや乃のの手が瞬しゆん時じに動き、ハンドタオルを奪い取った。

「こ、これはわたしのよ」

　少し気まずそうに彼女は言った。

「え？」

「だから、先生もいないし……あなたがあまり苦しそうに唸うなってるから、このタオルを濡ぬらして……」

　直人は心の底から驚いた。まさかこの口の悪い幼なじみが、自分を介かい抱ほうしてくれるなど想そう像ぞうもしていなかった。まさかそんなことが──

「……鼻と口を塞ふさごうとしたけど、案あん外がいうまく行かないものね」

　やっぱりあるはずなかった。

「殺す気かよ……」

　そんなつぶやきを完全にスルーして、綾乃は話を続ける。

「で、どんな夢を見てたのよ」

「どんなって……教室で授業を受けてると、校舎の下から壁を上ってきた奴やつが窓から入ってきて……赤い目の変なバケモンなんだけど、そいつが……」

　人間が頭から食われるところを思い出して身み震ぶるいした。あれをもう一いち度ど説明する気分にはなれない。

「まあ、夢なのは分かってたけど、すごくグロくてリアルで……」

「あなた、赤い目って言った？　赤い目の怪かい物ぶつが出てきたの？」

　綾乃は話を遮さえぎって言った。

「うん……そうだけど。それがどうかしたのか？」

　答えが返ってくるまでたっぷり時間がかかった。さっき取り返したハンドタオルが膝から落ちていたが、当人は気が付いていなかった。

「……ううん、別に」

　直人の目を見ずに綾乃はつぶやく。言葉とは裏うら腹はらに、彼女は明らかに動どう揺ようしていた。

　そこへ天てん井じよう近くのスピーカーからチャイムが聞こえてきた。二限目の授業が終わったらしい。

「あなた、次の授業には出るの？」

　さっきよりもだいぶ頭がすっきりしている。嫌な夢を見てしまったが、寝ね不足はそれなりに解消されたらしい。

「次は出ようかな」

「そう」

　綾あや乃のはベッドから離れて窓まど際ぎわの椅い子すに戻ったが、もう本を読もうとはしなかった。膝ひざの上で指を組んでぼんやりと天てん井じようを眺ながめ始める。

　普段は直なお人とがどうするかなどいちいち尋たずねたりしない。当人は自覚していないだろうが、こういう些さ細さいなことを言うのは大事な話をする前の綾乃の癖くせだった。しかし、どうかしたのかと尋ねたところで綾乃が簡単に話すはずがなかった。そういう素直な人間だったら直人も苦労していない。

（どうするかな……）

　話を聞くには授業に出ずにこのまま待つしかない。

　もともと直人は学校の授業やイベントをサボろうとあまり思わない。他人がどうしようと気にならないが、自分がやっていけないことをわざわざやるのは苦にが手てだった。

　それでもこのまま立ち去るのは気が引ける。直人に関係のある話のようだし、聞いた方がいいだろう。

「やっぱり俺、もうちょっとここに……」

　突然、保健室のドアが開いて、長身の男がくぐるように入ってきた。

「すいません、佐さ原はら先生は……って、ここでなにやってるんだお前たち」

　男は眼鏡めがね越ごしに眉まゆをひそめる。年ねん齢れいは三十代半なかばで、ネクタイはしていないがアイロンのきいたＹシャツとスーツのパンツを身に付けている。直人たちの担任の駒こま江えだった。

「病気でここにいるんなら構わないが、元気ならちゃんと授業に出とけよ。今日はテストに出るところをやったから、後で誰かにノート見せてもらえ」

　そういえば二限は駒江の担当する古こ典てんだった。

「はあ……すいません」

　思わず直人は謝ったが、綾乃はその脇で相変わらず物思いに耽ふけっている。

「いや、岸きし杜もりに言ってるんじゃなくてだな……久く世ぜ、お前はあからさまにサボリだろ」

　綾乃はワンテンポ遅れて、初めて気付いたというように顔を上げた。

「あら、先生。おはようございます」

「こら、おはようじゃないだろ。聞けよ人の話を……確かに高校は義ぎ務む教育じゃないし、いちいち授業に出るのもバカバカしいのかもしれんが、ある程度の社会性を身につけておかないとこの先……」

　駒江の説せつ教きようは一いち度ど始まるとなかなか終わらない。生き真ま面じ目めで口うるさいのは確かだったが、親しん身みになって生徒に接しているということでもある。生徒たちからは決して嫌われていなかった。

　あまり授業に出ない綾乃のことを特に気にしている。校内をうろついている彼女を呼び止めて説教するのはいつものことだ。今年は久しぶりに担当のクラスを受け持ったので、特に張りきっているという話だった。

「俺の授業に優先して出ろとは言わんが、健康のためにもせめて体育ぐらいはだな……」

「あのー、先生」

　直なお人とはようやく口を挟んだ。さっきから気になって仕方がないことがあった。

「なんだ、岸きし杜もり」

「その、おんぶしてる人は大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

　駒こま江えは小こ柄がらな女子生徒を背負って保健室に入ってきていた。彼女はぐったりとＹシャツの肩に顔を伏せている。

「おお、いかん」

　どうやら説教に夢む中ちゆうになって本当に忘れていたらしい。駒江は直人が眠っていたベッドにその生徒を下ろした。ほどけかかったポニーテールの髪かみがシーツに広がる。

「……牧まき野の？」

　直人は驚いた。ベッドに横たわっているのは牧野やよいだった。

「具ぐ合あい悪いんですか？」

「いや、よく分からなくてな……さっきの授業中で居い眠ねむりしたまんま、いくら起こしても全然目を覚まさないんだ。一応、大だい事じを取って保健室に連れてきたってわけなんだが……っておい、久く世ぜはどこに行った？」

「あれっ？」

　窓まど際ぎわの椅い子すに綾あや乃のの姿はなくなっていた。駒江がやよいをベッドに寝かせていた隙すきに、保健室から逃げ出したらしい。

「しょうがない奴やつだな」

　駒江は舌した打うちする。綾乃が最後まで説せつ教きようを聞かずに逃げ出すのもいつものことだった。

「……まあ、今は牧野のことが先決だな。佐さ原はら先生がどこにいるか知ってるか？」

「えーっと、確か誰かの付き添いで病院に……あ、今はよく分かんないっすけど」

　佐原が病院に行ったのは二時間ほど前のはずだ。直人が眠っている間に戻ってきているかもしれない。

「そうか。じゃあ、ちょっと職員室に行ってくるから、お前はここで牧野の様よう子すを見ててくれ」

「あ、はい」

　駒江は小走りで出て行ってしまう。保健室に残された直人は、仕方なくベッドの上のやよいを見守った。

　顔色は悪くない。静かに寝ね息いきを立てているだけだった。

　やよいを見ていると、夢の中で起こった惨さん劇げきをつい思い出してしまう。あの夢の後で、やよいの具合がおかしくなった。まるで夢がなにかの前まえ触ぶれだったように──。

（……そんなわけねえだろ）

　直なお人とは首を振ってその考えを打ち消した。

　あんなものはただの夢だ。いちいち下らないことを考えるのはやめようと思った。
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　その日の昼休み。２─Ｅの教室。

　直人は自分の席に座って、同じクラスの永なが田たと弁当を広げていた。彼の席は窓まど際ぎわの一番前で、校舎の前を行き来している生徒たちの姿がよく見える。

「しっかしお前、最さい近きん保健室によくいるよな。貧ひん血けつか？」

　と、永田が言った。体も大きいが声も大きい。所属している剣けん道どう部では一年の時からレギュラーだった。

「いや……貧血じゃなくて寝ね不足」

「ふーん。よく落ち着けるな、あんなとこ。俺は保健室ってなんかダメだ！」

　永田は箸はしをくわえながら首を振った。保健室によく行く生徒とまったく行かない生徒ははっきり分かれる気がする。直人も以前は行かない方だったが、例の悪あく夢むを見るようになってから変わった。

「落ち着かねえよ、俺だって」

「でも、三さん限げんまでサボってずいぶん寝てただろ」

「……二に限げんの終わりからは起きてたんだけど」

　直人は三限の途中まで保健室にいた。駒こま江えが養よう護ご教きよう諭ゆの佐さ原はらを連れて戻ってくるまで、ずいぶん時間がかかってしまった。やよいがまったく目を覚まさなかったので、結局佐原の判断で病院に運ばれることになった。

「そういや、久く世ぜさんも保健室にいたんだって？」

「ん？　ああ、いたな。本読んでた……駒江が来たら逃げてったけど」

　まだ校内のどこかにいると思うが、居い場所は分からない。どうもあちこちの部屋の合い鍵かぎを無む断だんで作って出入りしているらしい。彼女の持ち物の中にやたらと大きな鍵かぎ束たばがあるのを見たことがある。

　気が付くと永田は目を細めて直人をじろじろ眺ながめている。なんとなく嫌な予感がした。

「なんだよ？」

「新学期からずっと気になってたんだけどよ、お前と久世さんって付き合ってんのか？」

　直人の斜め後ろの席で、弁当を広げていた女子生徒たちの会話がぴたっと止まった。水みず穂ほの作ってくれたアスパラのベーコン巻きを飲みこんでから、直人は静かに箸はしを置いた。

「付き合ってねえよ……親おや同士が仲良かったし、家も近いからお互いよく知ってるけど」

「でも、なんかよく一緒にいねえか？　お前ら」

「一緒にいるからって付き合ってるわけじゃねえって。親しん戚せきみたいなもんだから」

「ふーん。そういうもんか」

「そういうもんだ」

　少しぶっきらぼうな返事になってしまったかもしれない。新しい学年が始まって一ヶ月ぐらい経たつと、大たい抵ていこの質問をされる。年ねん中ちゆう行事のようなものだが、正直うんざりしていた。

「そうか、分かった。あ、変な質問して悪かった！」

　永なが田たは律りち儀ぎにぐっと頭を下げた。自分より体格のいい奴やつに頭を下げられると、なぜか気まずい気持ちになる。聞き耳を立てていた女の子たちも、もう元のように話し始めていた。面白みのない会話に興味を失ったらしい。

「いいってそんなの……変に思われんのはしょうがねえし」

「いやー、変じゃねえだろ別に。付き合ってたらすげーなって思ってたんだよ。久世さんって顔は可愛かわいいけどちょっと話しにくいとこあるだろ？　あ、昔から知ってるからお前はそんなこと思わねえか」

「え、いや……」

　直なお人とは言葉を濁にごした。昔から知っていても十分話しにくい時がある。

　結局、綾あや乃のはあの後も授業に出てこなかった。できればもう一度話をしたかったが、どこにいるのか見当もつかない。

　夢に出てきたあの灰色の怪かい物ぶつの話をしたあたりから、態度がおかしくなった。直人は顔を上げて、教きよう壇だんに近い窓を見上げる。夢の中で怪物が入ってきたのもその窓だった。

「……あれ？」

　彼は目を凝こらした。今までまったく気付かなかったが、その窓と天てん井じようの間に小さなお札ふだのようなものが貼はってある。

「ん、どうした？」

「なんだあれ」

　一いつ瞬しゆん、永田は振り返ってお札を眺ながめたが、すぐに弁当の残りに関心が戻った。

「お札だろ。ここ、ヨミジさんの教室だし、誰かが貼ったんじゃねえか」

　最後の一口をほおばりながら言う。

「……ヨミジ？」

　なんとなく「黄泉よみ路じ」という言葉が頭に浮かんだ。あの世へ続く道。

「ああ。知ってんだろ。去年大おお騒さわぎになった……」

　直人は首をかしげた。

「誰だ、それ」

「はあ───!?」

　永田は呆あきれ顔で大声を上げた。

「お前……まさかヨミジさん知らねえのか？」

「知らない……そんなに有名なのか？」

「いや、絶対どっかで聞いてるって。知らねえ奴やついねえぞ。去年の今いま頃ごろ、そこの窓から飛び降りた女の子」

　そう言いながら、永なが田たは箸はしで教きよう壇だんに近い窓を指した。

「あ……」

　ようやく思い出してきた。三階の窓から落ちて亡くなった人がいた、という話を聞いたことがある。それをきっかけに、転てん落らく防止用のフェンスが設置されたのだ。

「……この教室から落ちたのか」

　正直、あまり印いん象しように残っていない。

「落ちたのかって、あの時は大騒ぎだっただろ。警察も来たし……」

「その頃ちょっと……家で色々あったしな」

　ようやく永田も察したらしい。気まずそうに目を伏せた。

「あ……悪い。そうだったな……」

　ちょうど父の葬そう式しきが済んだばかりで、学校にもあまり来ていなかった。今後どう生活するか、親しん戚せきや福ふく祉し事務所の職員と話し合っている最さい中ちゆうだった。この学校に通い続けるかどうかも分からなかった。

（この一ヶ月、人が亡くなった場所で授業受けてたのか……）

　あまりいい気持ちはしない。多分、有名すぎて誰も話題にしなかったのだろう。自殺の現場だったことなど、いちいち確認したいはずがない。

　ふと、直なお人とは奇き妙みような既き視し感かんを覚えた。夢で見たあの怪かい物ぶつは校舎を上って、その窓から入ってきた。ということは、一度窓まどから落ちた者、ということになる。なんとなく、その「ヨミジ」を連想させる。

（……知らなかったはずだよな、俺）

　知らないことを夢に見るものなのだろうか──いや、永田が言うように、聞いたことを忘れているだけかもしれない。だとしたら、夢を見ても不ふ思し議ぎはない。

「そういえばよ、『ヨミジ』って言えば俺おれ最近……」

　と、永田が口を開きかけた時、

「……ただいま」

　低音の渋しぶい声が上から降ってきた。コンビニの袋をぶら下げた山やま中なかがすぐそばに立っている。

「メシ買いに行くのにずいぶん時間かかったな」

　永田はにやにや笑いを浮かべる。

「コンビニのレジの人が新人みたいでさ。すごく打つのが遅くて、混んでたんだよ。ほら、頼まれてたもの」

　近くの空あいた椅い子すを引き寄せながら、山やま中なかは永なが田たにソーダ味のアイスバーを手渡した。

「おー、ありがとよ。やっぱ一日一本これ食わねえとダメだ俺」

　山中は永田とはまったくタイプが違う。スポーツどころか体育も嫌いで、音楽部の部室でいつも一人でギターを弾ひいている。細ほそ身みで色白で整った顔立ちといい、いつもきれいにセットした金きん髪ぱつといい、外見はホストにしか見えない。しかし、本人は至って無む口くちで、内気と言っていい性格だった。永田とは一年の時からの付き合いらしく、新学期からそこに直人が加わった形になっている。

「……なんの話してたんだ？」

　山中は二人の顔を交互に見る。

「あれ、お前今いまなんか言いかけてなかったか？」

　直なお人とが永田に言ったが、アイスバーの袋ふくろを開ける作業に集中している。この三人の中で一番力は強いが、手て先さきだけは妙みように不ぶ器き用ようだった。

「え？　あー、確か岸きし杜もりと久く世ぜさんが付き合ってねえって話をよ……」

「いやいやいや、戻りすぎだろ、それ」

　なにを話そうとしていたか忘れたらしい。永田と話しているとよくあることだった。

「そういえば、久世さんって学校来てたんだな」

　と、山中が言った。

「さっき、倉くら野のさんと一緒にグラウンド歩いてたよ」

　言われてみれば教室には棗なつめもいない。多分、昼休みに会う約束をしていたのだろう。まだ綾あや乃のが校内にいるなら、放課後までに会って話す機会があるかもしれない。




　グラウンドの隅すみにある銀杏いちようの木の周りには、休憩用のベンチがいくつか置かれている。校内の穴あな場ばスポットで、天気のいい日にここで昼休みを過ごす生徒は少なくない。

　棗と綾乃はその中でも一番風かぜ通とおしのいいベンチに並んで腰掛けていた。綾乃はコンビニで買ったパンとおにぎりを、棗は手作りの弁当を広げていた。教室ではもう少し大おお人数のグループで食べているのだが、たまに二人だけでこうして外で食事することがある。

「それでね。今日は部活もないし、放課後やよいちゃんのお見み舞まいに行こうと思って。病気っていうわけじゃなさそうだけど、やっぱり気になるしね」

　先に食事を終えた綾乃は、スカートのポケットから棒つきの丸いキャンディを取り出す。クラスメイトのほとんどは知らないが、それが綾乃の密ひそかな好こう物ぶつだった。

「牧まき野のさん、授業中に眠ったまま目を覚まさなくなったのよね？」

　棗はうなずいた。綾乃は妙みように遠い目でキャンディを口の中で転がしている。

「病院でどんな様よう子すだったか、明日わたしにも聞かせてくれる？」

「うん。いいよ」

　棗なつめは違い和わ感かんを覚えた。クラスメイトが倒れたのだから、綾あや乃のが言っていることは別におかしくはない。ただ。今まで綾乃とやよいが話すところを見たことがない。

　それに、彼女はさっきからなにか考えこんでいるようだった。

「そういえば棗、自転車に乗れないって直なお人とに話したんですって？」

　不意に綾乃は言った。もういつもの綾乃に戻っている。

「え……」

　どうして知ってるの、と言いかけて、午前中に二人とも保健室にいたことを思い出した。

「……岸きし杜もりくんが言ってたの？」

「ええ……あの、まさかとは思うけど、直人が無理に聞き出したわけじゃないのよね？　もしそうだったら、わたしが責任を持って直人に心からの謝しや罪ざいと賠ばい償しようをさせ……」

　綾乃の目は真剣そのものだった。棗はびっくりして首を振る。一体、どうしてそんな話になるんだろう。

「ち、違うよ。岸杜くんなら話してもいいかなって思っただけ」

　友達だと言った時のことを思い出して、棗は思わず頰ほおを赤らめた。

「それじゃ、正気……いえ、本気だったのね。でも、直人は棗と仲がいいとは思ってなかったみたいだけど」

「うん。そうだね。あまり話したことないし……あの、嫌だって言ってた？」

　急にあんなことを言ってしまって、変に思われなかったか心配だった。自分と話している時の直人は、いつも緊きん張ちようしていて反応が分かりにくい。

「言ってないわよ。ありえないじゃない」

「良かった」

　棗はほっと胸を撫なで下ろした。綾乃はキャンディをくわえたまま、訝いぶかしげに彼女の顔を覗のぞきこんできた。

「な、なに？」

「ろくに話したことがない相手をどうして友達扱あつかいする気になったの？」

「それは……ちょっと、説明が難しいんだけど」

　棗は弁当箱ばこを閉じる。そういえば、今まで綾乃にちゃんとこのことを話していなかった。

「わたし、綾乃とはもう友達だけど、本当はずっと綾乃と岸きし杜もりくんの二人と仲良くしたかったんだ」

　綾乃は苦にがいものでも嚙かんだように顔をしかめた。

「……わたしと直人ってあなた的にはセットなの？」

「そうじゃなくて、仲良くなりたいって思った日が一緒っていう意味」

　綾乃はますます首をかしげている。

「わたしたちが喋しやべるようになったのは、確か去年の二学期よね……あれ、夏休みの登校日？　その頃ってことかしら？」

　棗なつめは微笑ほほえんだ。多分、二人とも憶おぼえていないと思う。

「もう少し前。一学期の終わりの日だよ」




　入学してしばらくの間、棗は直なお人とも綾乃もあまり意識していなかった。推すい薦せんで早くもクラス委員になっていたが、二人は最も話す機会のないクラスメイトだった。

　直人は異い性せいとの会話に慣れていない男子の常として、ほとんど自分から話しかけてこなかった。綾あや乃のは綾乃で入学当とう初しよから授業を欠席し、当とう然ぜん教室にはあまりいなかった。

　長いクラス委員の経験から言って、去年のクラスはまとまりのいい方だった。クラスと関わりの薄い人はいても、極きよく端たんに皆から嫌われている人もいない。綾乃や直人も含め、クラスメイト全員が棗は好きだった。特に誰かと仲がいいというわけではなく、全員とそれなりに仲良くしていた。




「……それって逆に言うと、特とく別べつ友達になりたい人もいなかった、ということかしら？」

　そこまで聞いて綾乃が口を開く。うん、と棗はうなずいた。やっぱり綾乃には分かるんだと思った。

「わたし、小さい頃からそうだったの。高校に上がるまで『この人と友達になりたい』っていう風ふうに思ったことがなくて……もちろん一人でいるのは寂しいけど、周りにいる人とは大たい抵てい仲良くなれたから、それで満足してた」

　棗は言葉を切って、綾乃の顔を見つめる。

「わたし、おかしいと思う？」

　綾乃は眉まゆを寄せて考えこむ。唇くちびるに指を近づけて、キャンディの棒をくるりと回した。

「……わたしはおかしくないと思うわ。ちょっと違うけど、わたしも昔は誰かと友達になりたいなんて思わなかった……というより、友達ってなんなのか分からなかった。同じ年とし頃ごろの子供が周りにいなかったから」

「それって岸きし杜もりくんと知り合う前？」

「ど、どうして直人の話が出てくるのよ……まあ、そうね。それよりは前よ」

　幼い頃の綾乃を想そう像ぞうしようとして、彼女が自分の昔むかし話ばなしをほとんどしないことに気付いた。今の話からすると、なにか複雑な事情があるのかもしれない。

「それで、どうなったの？」

　綾乃は話の続きを促うながした。




　この学校では終業式の日に必ず大おお掃そう除じをすることになっていて、各クラスごとに割り当てが決まっている。長期の休みを目前にした生徒たちにとっては最低のイベントだった。どのクラスも手の抜き方に知ち恵えを絞しぼるのが伝でん統とうのようになっている。

　棗なつめたちのクラスが担当することになったのは、図書室の隣となりにある書しよ庫こだった。図書委員がきちんと管理している場所で、掃そう除じの必要があまりない──というより、やったところであまり変わらなかった。

　終業式の日、棗は夏風邪かぜで体調を崩していた。病院に寄ってから学校に着いてみると、もう式もホームルームも終わった後だった。とにかく、職員室に通知票ひようを受け取りに行かなければならない。校門をくぐったところで、クラスの女子の一人からメールが入った。一学期が無事終わった打ち上げで、全員で駅前のカラオケボックスに向かっているという。「元気だったらきてね」という誘いでメールは終わっていた。

　まだ大おお掃除が終わるはずのない時間だった。全員サボったんだ、とすぐに察しがついた。

　一学期が終わった日に面めん倒どうな掃除などしたいはずがない。割り当てられた場所もきちんと掃除をしなくてもいい書庫だ。誰かがサボろうと言い出して、みんなそれに乗ってしまったのだろう。良くも悪くもノリがいいクラスだった。

　多分、サボったことはバレるだろうし、そうなれば全員が夏休み中に呼び出される羽は目めになる。学校側がまともに大掃除をやらない生徒たちに腹を立て、厳きびしくチェックし始めていることを皆は知らないし、棗も伝える暇ひまがなかった。

　もし彼女がいつもどおり学校に来ていて、掃除を終わらせてから打ち上げに行こうと言っていたら、みんな快くそうしてくれただろう。

　ほんの少しの間、棗は迷っていた。通知票だけ受けとってこのまま帰ったとしても、彼女を責める人間はいない。大掃除はちゃんと他のみんながやってくれたと思っていました、まさかサボってたなんて。そう説明すれば、自分だけは呼び出しも免まぬがれるはずだ。処しよ方ほうされた薬をさっき飲んだけれど、微び熱ねつのせいで体が少しふらついている。

　それでも、彼女は書庫に向かって歩き出した。正直、気が付かなければ良かったと思った。それでも帰ってしまう気にはなれない。誰かのためというよりは、彼女自じ身しんの責任感の問題だった。

　書庫の扉とびらを開けた時、棗はぎょっとして立ちすくんだ。たった一人で掃除をしている男子生徒がいたからだ。

「岸きし杜もりくん、なにしてるの？」

　彼は顔を上げる。驚いたのは向こうも同じだったらしい。

「な、なにって……掃除だけど」

　掃除をしているのは見れば分かる。訊ききたかったのはそのことではなかった。

「どうしてみんなと一緒に帰らなかったの？」

「別に……なんていうか、やらないで帰るのもまずいかなって……」

　わたしと同じだ、と棗は思った。




「ん？　ちょっと待ちなさいよ。直なお人と、そんなこと言ってたの？」

　呆あきれ顔で綾あや乃のが口を挟む。

「あれって確か、お腹なかの調子が悪くてトイレに籠こもってるうちに、他の人たちが打ち上げ話で盛り上がって、置いてきぼりにされたって話じゃなかったかしら？　で、てっきりみんな大おお掃そう除じに行ったと思って書しよ庫こに行くと、誰もいなかったって……」

「うん。それは本人からも聞いた。でも、その後カラオケ屋にこないかってメールで誘われてたけど、結局掃除してたでしょ」

　そうね、としぶしぶ綾乃はうなずいた。




　棗なつめたちは掃除を始めた。直人が並んでいる書しよ架かから埃ほこりを落とし、棗が床を掃ふくだけだったが、それでも少人数でやるには広すぎる部屋だった。

「倉くら野のさんは……あの、行かないのか？」

　棚にたまった埃をブラシで落としながら、直人は目を合わせずにぼそぼそと話しかけてきた。そんなに緊きん張ちようしなくてもいいのに、と棗は可笑おかしくなった。

「打ち上げのこと？　具合もあまり良くないし、今日はパスかな」

「そ、そっか……」

「岸きし杜もりくんはこれが終わったら打ち上げ行くの？」

「うん……まあ、今さらって気もするけど」

　楽しんできてね、と笑顔で言おうとして、突然どくんと胸が震えた。




　わたしと一緒に帰ろうよ。




　なぜかそう言いたくなった。この不ぶ器き用ようなクラスメイトともっと色々な話をしてみたかった。彼がどういう人間で、なにを考えているのか知りたかった。

「岸杜くん、あの……」

　そこへ扉とびらが開いて、髪かみの長い女子生徒が姿を現した。

「あ、倉くら野のさん。休みじゃなかったの？」

　久く世ぜ綾乃が書庫の中に入ってくる。直人はちっと横を向いて舌した打うちをした。

「さっき学校に来たんだけど……久世さんは？」

「わたし？　気分がいいから、大掃除でもして帰ろうと思って」

　綾乃はにっこり笑った。この人も自分と同じように考えてここへ来たんだ、と棗は思った。突然、彼女は真顔に戻って直人に人差し指を突きつけた。

「そこ、手が止まってる！　きりきり働きなさい、怠なまけ者！」

「な、なんでお前が命令してんだよ」

「だって私、今日はちょっと命令したい気分だから……あ、でも他の人には命令しないから心配しなくても大だい丈じよう夫ぶよ」

「全ぜん然ぜん大丈夫じゃねえよ。なんだその勝かつ手てな気分」

　結局、三人は掃そう除じを終わらせて、校門前で別れた。棗なつめはそのまま家に帰り、直人はクラスの打ち上げに合流し、綾あや乃のは気の向くままにどこかへ去っていった。

　夏休みが始まってからも、棗は二人のことをずっと考えていた。

　生まれて初めて、棗は友達になりたいと願う相手ができた。それも、二人も。




「あれがきっかけだったなんて……絶対、直なお人とも憶おぼえてないわよ」

「別に言わなくてもいいかなって思ってたんだ。それに、あの時の気持ちってなんだか説明しにくくて」

　あれから一年近く経たつけれど、棗が二人に抱いた気持ちは今も変わらない。それを直人に言うのがむしろ遅すぎたと思う。

「……でも、ずいぶん時間がかかったのね。たかが友達って言うまで」

「うん……ちょっと、そうだね」

　伝えるのが遅くなったのは理由がある。直人がちっとも打ち解けないせいもあるが、それ以上に綾乃と直人の関係が気になっていた。

　間ま近ぢかで見ていると、二人は本当に多くの言葉を交わしている。異い性せいにまったく関心を示さない綾乃が、直人にだけは自分から話しかけているし、女の子に緊きん張ちようしまくりの直人も、綾乃とだけはごく自然に話をしている。

　あの終業式の日も、綾乃は直人が掃除していたことに驚いていなかった。彼女が根ね城じろにしている保健室の前の廊下から、書しよ庫この窓はよく見える。帰り際に直人が一人で掃除していることに気付いて、わざわざ手伝いに来たのかもしれない。

（綾乃は岸きし杜もりくんをどう思ってるんだろう）

　もし彼女が直人を意識しているとしたら、自分が入りこんで微び妙みような二人の関係を壊してしまいたくなかった。綾乃に直人のことを話すのもなんとなく避けてきた──今までは。

　その時、校舎の方からチャイムが響ひびいてきた。昼休みの終わる時間だ。棗はランチボックスを抱えて立ち上がる。

　しかし、綾乃はまだベンチに座っているままだった。

「綾乃、授業どうするの？」

　キャンディの棒を唇くちびるから抜いて、綾乃は手のひらでくにゃりと折り曲げた。

「わたし、今日はこのまま帰るわ……ちょっと考えたいこともあるし」

「……そう」

　なにを考えているのか、彼女は話そうとしない。ここにいるのが自分ではなく直人だったら、なにか話しているかもしれないと思った。

「分かった。それじゃ、また明日ね」

　棗なつめは綾あや乃のに背を向けて歩き出す。空を見上げると、さっきよりも雲が増えてきていた。
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　その日の放課後。

「次は……めんつゆ、か」

　直なお人とはずしりと重い買い物かごを提さげて、食品売り場を歩き回っている。彼は駅前にある「スーパーながた」に来ていた。五階建てのマンションの一階にあるスーパーで、このあたりでは食料品の値段の安さで有名だった。

（綾乃の奴やつ、どこ行ったんだろう）

　棚と棚の間を移動しながら考える。結局、学校では彼女に会えなかった。昼休みが終わって教室に戻ってきたのは棗一人で、綾乃はそのまま学校を出てしまったらしい。ひょっとするともう家にいるのかもしれない。

　調ちよう味み料りよう売り場の前で、かごを持つ手に挟んだメモを確認する。今朝けさ学校に行く前に水みず穂ほに渡された買い物リストで、小さな文字でびっしりと書きこんである。

　こんなリストにも水穂の几き帳ちよう面めんさは表われている。ただ品ひん目もくが書かれているだけではなく、「めんつゆ（三倍濃のう縮しゆく・かつおだし・一リットル）」といった具合に、要よう領りようの悪い兄でも間違えようのない解説付きだった。品ひん目もくの順番もきちんと配はい慮りよされ、、店内を効率よく回れるようになっている。最後の方にある電球（中国製・三個セット・六〇ワット）をかごに入れると、直人はレジの目の前に立っていた。

「……ん？」

　もう一つ買うものが残っていた気がする。もう一度メモに目を落とすと、買い物にまるで関係ない内容が最後に書かれていた。




　クゼーおばさんのお店（夜よる眠れないことを・相談しに・行って下さい）




「これは……」

　思わず声が出ていた。

（カウンセラーじゃない人のところに、相談しに行く）

　今朝の水穂の言葉が蘇よみがえった。「クゼーおばさん」は岸きし杜もり兄妹の相談に乗ってくれる数少ない知人で、彼女の「店」はスーパーのすぐそばにある。買い物帰りに寄れるようにという配慮らしい。すべて計算しつくされている。

（まったく）

　直なお人とは舌した打うちをして、レジのカウンターに買い物かごを置いた。

　精せい算さんを済ませて袋ふくろ詰づめをしている間も、「クゼーおばさん」のことを考えていた。子供の頃から苦にが手てな相手だったが、このメモを無視すれば水みず穂ほをまた心配させることになる。

「……一応、行くしかねえか」

　スーパーの自動ドアから外へ出たところで結論が出た。ぱんぱんに膨ふくらんだ半はん透とう明めいの袋を提さげて、直人は人通りの多い商店街の道路を渡った。路ろ地じに入って一つ角を曲がったところに、「マダム☆クゼー占うらないの館やかた」という木製の看かん板ばんがかかった小さな店がある。

　この駅前に古くからある占い師の店だった。彼女の占いはよく当たるという評判で、その世界ではちょっとした有名人らしい。彼女に占ってもらうために、都心から電車を乗り継いでやってくる客がいるほどだった。

　ドアをノックしようとした直人は、「瞑めい想そう中」のプレートがかかっていることに気付いた。レースのカーテンがかかった窓から中を覗のぞきこむと、狭い店内の中央に小さな黒こく檀たんのテーブルがあり、その向こうに派は手でなオレンジ色のドレスを着た大おお柄がらな女性が目を閉じて座っていた。

　ガラスを通じてかすかに規則正しいいびきが聞こえてくる。

（それは居い眠ねむりだろ……）

　年ねん齢れいはおそらく四十代。大おお柄がらなのは主に身長ではなく横よこ幅はばで、どこで売られているのか見けん当とうも付かない真しん紅くの杖つえが背後の壁に立てかけてある。パーマのかかった長い髪かみも、目め元もとを隠かくしているサングラスのレンズもドレスと同じくオレンジ色だ。目を閉じても残ざん像ぞうが残りそうだった。黒を基調にしたインテリアの中で、全身オレンジの巨きよ体たいがネオンサインのようにくっきりと浮かび上がっていた。

「クゼー」はただの変へん名めいで、外見はどう見ても日本人だ。子供の頃からそのベタな変名が気になって仕方がなかった。クゼーおばさん──本名・久く世ぜ虹にじ子こ。綾あや乃のの母はは親おやだった。




　短いまどろみの中で、久世虹子は過去の夢を見ていた。

　彼女は岸きし杜もり家けの庭にあったデッキチェアでのんびりと本を読んでいる。当時、岸杜家の人々は小高い丘の中ちゆう腹ふくにある一戸建てに住んでいた。休みの日になると、そこへ遊びに行くのが習慣になっていた。

　岸杜夫ふ妻さいは夕食の買い物に出かけている。今、この家に残っている大人おとなは彼女だけだった。

　芝しば生ふを踏む足音が近づいてくる。本からちらりと顔を上げると、五歳さいぐらいの少年が「だるまさんがころんだ」の最さい中ちゆうのように動きを止めた。しぐさは可愛かわいらしいが、明らかに虹子に怯おびえている。

　岸杜家の長男の直人だった。

「どうしたんだい」

　本の文章を追いながら尋たずねる。しばらくの間、直なお人とはもじもじと体を動かしていたが、やっとのことで口を開いた。

「おやつ、ちょうだい」

「さっきもらってたじゃないか」

　彼の両親が出がけにキャンディを渡すのを見ていた。虫むし歯ばになるので、一日に一つ以上食べさせないようにしているという話だった。

「……たべてない」

　虹にじ子こは顔を上げてぎゅっと目を細める。怒っていることを示す時のポーズだった。

「おばちゃんはね、噓うそをつく子は嫌いだよ」

　そう言いながら不ふ思し議ぎに思っていた。気が弱くても姑こ息そくな噓をつく子供ではない。

　直人は二、三歩後ずさりしたが、逃げ出そうとはしなかった。

「あ、あげちゃったから、たべなかった」

　今にも泣きそうな顔で言う。よく見ると、彼の後ろには同じぐらいの年とし頃ごろの女の子が立っている。彼女はもらったらしいキャンディを神しん妙みような顔つきでなめていた。




「そうかい。だったら、もう一つ上げなきゃいけないね」

　虹子はそうつぶやいてから、自分の声で目を覚ました。

　彼女は自分の店の椅い子すに腰掛けている。客が増える夕方に備えて休んでいるうちに、少しうたた寝をしてしまったらしい。ソファの中で身じろぎした途と端たん、自分の体の重さを意識した。

（ずいぶんと懐なつかしい夢だこと）

　あの日からもう十年以上経たっている。色々なことが変わってしまった。岸きし杜もり夫妻は二人とも他た界かいし、子供たちも大きくなり、彼女も年を取った。変わらないのはこの「占うらないの館やかた」ぐらいのものだ。テーブルの上の時計を見ると、そろそろ外のプレートを「営業中」に戻す時刻だった。

　顔を上げた虹子は、高校の制服を着た少年が窓の外に立っていることに気付いた。目が合った途と端たん、彼は天てん敵てきに出くわしたように動きを止める。

　入ってこいと手て招まねきすると、彼はおずおずとドアを開けた。

「……ど、どうも」

　と、軽く頭を下げる。

「こんにちは、直人」

　直人はバッグと買い物袋ぶくろをぶら下げたまま、居い心地ごこち悪そうにもぞもぞ体を動かす。そのしぐさはたった今夢で見た子供にそっくりで、虹子は思わず笑えみを浮かべた。




　虹子に勧められるまま、直人は彼女と向かい合って座った。

「今、ちょうど昔の夢を見ていてね」

　迫力のある低い声が耳に刺さった。女性の声だが、アルトというよりバリトンに近い。

「夢……ですか？」

　思わず聞き返した。昨日きのうから立て続けに見ている悪あく夢むのことを思い出した。

「あんたとうちの娘が初めて会った日の夢さ。憶おぼえてるかい？」

「え……まあ、少しだけ……」

　まだ小学生に上がる前だった。玄げん関かん先さきのタイルにしゃがんで、綾あや乃のと遊んだ記き憶おくがぼんやり残っている。知らない家に来て緊きん張ちようしていたのか、彼女は落ち着かない様よう子すだった。庭にいた虹子の方は自分の家にいるようにくつろいでいたと思う。

「ああ、そうだ。いいものがあった」

　彼女はテーブルの引き出しを探ると、小さな棒つきキャンディを差し出した。アップルマンゴー味。

「さあ、お上がり」

　直なお人とは礼を言って受け取り、困った末に制服のポケットの中にしまいこんだ。

「遠えん慮りよしないでここで食べていいんだよ。あんた、これが大好物だったろ」

　確かに幼よう稚ち園えんに通っていた頃、毎日のおやつはこれだった気がする。しかし、もう何年もこういうキャンディを食べていない。

「あの……すいませんけど、こういうのは最近あんまり……」

　虹にじ子こは不ふ思し議ぎそうにぱちぱちとまばたきをする。せわしなく動く付けまつげにぎょっとした。

「そうかい。それじゃ、お茶にしようかね」

　お茶も結けつ構こうです、と断る度ど胸きようはなかった。虹子はティーセットを取り出してポットにお湯を注そそぎ始めた。香りから察すると、直人の苦にが手てなハーブティーらしい。しかし、さすがに相手の好意を二度も断るわけに行かず、仕方なく自分の前に置かれたティーカップに口を付ける。とりあえず表情を変えないよう努力してみた。

「どうだい？　味は」

「……いや、いいです」

　正直な感想が微び妙みような言い回しに表われてしまう。

「ふうん……」

　突然、彼女はぎゅっと目を細めて直人の顔を見つめた。人と話す時の彼女の癖くせだった。考えを見み透すかされているようで、いつも落ち着かない気持ちになる。水みず穂ほを安心させるためにメモの指示に従ってみたが、この女性と話すのはやっぱり苦手だ。

「それで、なにしに来たんだい。なにかの相談？」

「ええ……あの……」

　相談しに来たんだと自分に言い聞かせてみたものの、なかなか言葉が出てこない。虹子は落ち着き払ってお茶を飲んでいたが、やがてかちりとカップを置いた。

「ちょっと右手を出してごらん」

　と、彼女は言った。

「あたしは占うらない師しだからね。なんの話でここへ来たのか、いちいち説明してもらう必要はないんだよ」

　しばらく迷ってから、直なお人とはおずおずと右手を差し出した。虹にじ子こはテーブルの端はしにあったライトの光を点つけ、手のひらに光を当ててじっと見つめる。そういえば、こんな風ふうに本格的に占ってもらうのは初めてだった。

「なるほど……どうやら、体の調子がおかしいようだね。昨日きのうはあまり寝てないんじゃないのかい？」

「は、はい」

　いきなりずばりと当てられた──もっとも、それほど驚くことではないかもしれない。水みず穂ほや綾あや乃のにも一目で寝ね不足を見抜かれた。

「あんたの悩みは不眠だ。そうだろう？　体の変調が手の方にも現れているよ。問題はどうして眠れないのかってことだけど……」

　虹子はくるりと直人の手をひっくり返し、五本の指をライトの電球に近づけた。爪つま先さきを確認してから、テーブルの上に静かに戻した。

「まさかと思うけど、夢に関係したことじゃないだろうね……？」

　思わず息を吞んだ。虹子の目がかすかに光った。

「やっぱり悪い夢を見てるんだね。不ふ眠みんはそのせいだ……」

「な、なんで分かるんですか？」

　悪あく夢むのことを知っているのは医師とカウンセラーだけだ。直人の驚きに構わず、虹子は話を続けた。

「あんたの悪夢には……はっきりしないところがあるね」

「あ、はい。目が覚めるといつもはっきり憶おぼえてなくて」

「そうだろうね。ひどくぼやけているというか……恐怖の感覚だけが残ってる感じかね？」

　直人がうなずくと、突とつ然ぜん右手が解放された。

「あの、どうしたらいいんですか？　色々やったけどダメだったんです」

　虹子は背中を椅い子すの背に預け、ティーカップの中身をゆっくりと傾ける。

「このあたりでやめておくよ……どうも占いで答えを出していい話じゃなさそうだ」

「そこまでは見通せないってことですか？」

　カップを置いた彼女の唇くちびるには苦く笑しようが浮かんでいた。

「残念だけど、あたしはなにも見通してない。占いってのは超ちよう能力じゃないからね。今、あたしが言ったことは全部ちょっとした話わ術じゆつの組み合わせだ」

「へっ？」

「実は水みず穂ほから今朝けさ電話が来てね。あんたがこのところあまり眠ってなくて、学校の帰りに相談しに来るはずだって言われてたんだよ」

　あ、と直なお人とは声を上げた。あの妹の几き帳ちよう面めんさを考えれば、事前に虹にじ子こに連絡するのは当たり前だ。今まで想そう像ぞうもしていない方がおかしい。

「で、でも、夢のことは水穂だって知らないはずなのに……」

「うん。そうだろうね。あの子もそんな話はしてなかった。夢のことは全部、あんたが今いま自分で喋しやべったんだよ」

「え……でも……」

　今の会話を思い返したが、喋る前に全部言い当てられていたと思う。

「あんたには特別に種たね明あかしをするけど……この店に入ってきた時、あたしが口にした夢って言葉に反応しただろう？　それが気になってたから、ちょっとカマをかけてみたのさ。『夢に関係したことじゃないだろうね？』ってね。これはよく使われるごまかしのテクニックで、あんたの答えがイエスでもノーでも外れたことにならないんだ。もしあんたが『夢なんか関係ない』って答えたら、『やっぱり関係なかったようだね』って話題を変えれば済む……後は普通に予想がつくことばっかりだよ。眠れないってことは悪い夢なんだろうし、夢ってのはどんなにはっきり憶おぼえてるつもりでも、どこか曖あい昧まいなところがあるもんだろ？」

　話を聞くうちに全身から力が抜けていった。

「だましたみたいで悪かったね。でも、わざわざここへ来たわりには話しにくそうだったからさ」

「いえ……」

　結局、悪あく夢むを見ずに済む方法があるわけではないらしい。そのことがショックだった。

「もうこれから言うことは占うらないじゃないけどね」

　と、虹子は言った。

「人間の心に残るのは、本当に大事にしてるものか、本当は遠ざけたいと思ってるものか、どっちかだと思うんだ。あんたにとっては確かに深しん刻こくな悩みなんだろうけど、その夢はあんたにとってなにか大事な意味があるんじゃないのか？」

「……原因を探れってことですか？」

「どう言えばいいのかね……これはただのあたしのカンだけど、その夢はなにかあんたに伝えたいことがあるんじゃないかね。まずはその意い図とを汲くんでやった方がいいような気がするんだよ」

　虹子は夢を生き物のように考えているようだった。そういえば、あの夢の中で襲おそいかかってくる者はなにか言っていた気がする。目が覚めるといつも忘れてしまうのだが。

「あと、あんたは機会があったら水穂の話も聞いてやるんだね。孝たか臣おみさんの事故のことで、あの子も色々抱かかえこんでる感じだからさ」

　虹にじ子この視線が直なお人との背後に動いている。振り向くと店の外には二、三人の客が待っていた。まだドアにかかっているプレートは「瞑めい想そう中ちゆう」だが、虹子が直人と話をしているので営業中だと思われているらしい。

「俺、そろそろ帰ります」

　直人は立ち上がって荷物を手に取った。結局なんの解決にもなっていない気もするが。来た時よりも少し気分が軽くなっているのは確かだった。

「その悪い夢を見たらまた来るといい。良かったらあたしも一緒に考えるよ」

「あ、はい。ありがとうございます」

　ドアノブに手をかけた直人は、虹子の方を振り向いた。

「……そういえば、綾あや乃ののそばで眠るとその夢を見ないんですけど……なにか思い当たることってありますか？」

　一いつ瞬しゆん、虹子の動きが止まった気がした。あるいはただの見み間ま違ちがいだったかもしれない。

「さあ、あたしにはよく分からないけど」

　彼女は低い声で言った。

「あの子のこともあんたにとって大事な意味があるのかもしれないね」
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　バスを降りた直人は、マンションに向かって歩き出した。久く世ぜ家けの前を通りかかると、門の奥にはクロスバイクが停めてある。もう綾乃は学校から帰ってきているらしい。つかの間ま足を止めて古い一いつ軒けん家やを見上げたが、ここから彼女の部屋は見えない。

　買い物袋ぶくろと通学用のバッグを持ち直して、直人は久世家から遠ざかっていった。

（あの子のこともあんたにとって大事な意味があるのかもしれないね）

　虹子の言葉が蘇よみがえった。分かったような分からないような言葉だったが、今いま思うと綾乃もお前にとって大事な存在のはずだとほのめかしたのではないだろうか。つまり、直人が心のどこかで綾乃に特別な感情を抱いていると──。

（いや待て待て……考えすぎだ）

　学校で永なが田たにあんな質問をされたせいか、今日はどうもそっちの方面に考えが向きがちだ。あの虹子が「ほのめかす」などというまどろっこしい真似まねをするはずがない。勝かつ手てな妄もう想そうを膨ふくらませているようで恥ずかしかった。

　今のような綾乃との関係がこの先ずっと続くわけではない。仲を疑われるのもせいぜい来年までだ。高校を卒業すれば、直人は彼女とまったく違う道に進むだろう。頭のデキがまるで違うのだから、たとえ嫌でもそうならざるを得ない。住むところは変わらないだろうが、きっと綾あや乃ののいない場所で新しい人間関係を作り──うまく行けば恋人もできたりする、はずだ。多分。そうなるといいのだが。

　もちろん、綾乃もどこかで──。

　歩きながら首をかしげた。綾乃が「新しい場所」で誰かと仲良くやっている姿をどうしても想そう像ぞうできない。友達はともかくとして、恋人など作れるのだろうか。中学でも高校でも自分以外の男子と話すところをほとんど見たことがない。

（大だい丈じよう夫ぶかな、あいつ）

　もちろん、こんなことを綾乃本ほん人にんには言えない。「自分を棚に上げるヒマがあったら……」と怒りに声を震わせる姿が頭に浮かぶ。それは百も承しよう知ちだが、今のままでは誰かと付き合ったとしても、まず長続きしないのではないだろうか。少なくとも相手の男は苦労を強いられるに違いない。

「ん……？」

　マンションのエントランスの近くで、直なお人とはふと立ち止まった。

「……なに考えてんだ、俺は」

　綾乃も一応は「友達」のはずだ。友達に恋人ができるのは悪いことではない。幸せになって欲しいのが普通だと思う。それなのに、どうして自分の知らない男と楽しそうにデートする彼女の姿を想像できないのだろう。

　まるでそう考えるのを避けているみたいに。誰とも付き合って欲しくないみたいに。

「そんなところに突っ立ってなにをぶつぶつ言ってるの？」

　もう少しで心しん臓ぞうが止まるところだった。エントランスのそばにある植木の囲いに、綾乃が腰掛けていた。

「あら、買い物も済ませてきたの……ってあなたすごく詰め方が下手へたね。卵をそんなところに入れているようじゃ、将来立りつ派ぱなコンビニのバイトになれないわよ？」

「コ、コンビニのバイトって……なんだよ……」

　我ながらいつもよりツッコミが遠えん慮りよがちだった。正面から綾乃を見ることができない。制服を着ていない彼女を見るのは久しぶりだ。上はキャミソールにカーディガンを羽は織おり、下はデニムのロングスカートとサンダルという、いかにも近所を散歩するような普段着ぎだが、首くび筋すじから胸元にかけての無む防備な白い肌はだについ目が行きそうになる。

「なによ。どうかしたの？」

　彼女は立ち上がって近づいてくる。不自然に目を逸そらす直人に戸と惑まどっているらしい。

　黙っているとますます意識してしまいそうで、慌あわてて話題を探した。

「お前、学校出てどこに行ってたんだよ」

「家に帰ったわよ。ちょっと考え事もしたかったし」

「な……じゃあ、今日は保健室で本ほん読んで倉くら野のとメシ食っただけか」

　倉野という名前を出した途と端たん、綾あや乃のの表情が微び妙みように曇った。

「……棗なつめ、なにか言ってた？」

「え？　なにって？」

「……ほら、例の友達の話とか」

「いや、別に。お前がどこにいるのかって訊きいたんだよ」

「それだけ？」

「それだけだよ。なんでそんなこと気にしてるんだ？」

「別に気にしてないわよ。なに言ってるの？」

　突然、彼女の声があからさまに不ふ機き嫌げんになる。よく分からないが、この話題は避けた方がよさそうだった。

「ところで、お前はここでなにやってるんだ？」

　分からないふりをしていたが、だいたい見けん当とうはついていた。マンションの前で直なお人とが帰ってくるのを待っていたのだろう。多分、午前中の保健室でできなかった話の続きのはずなのだが。

「ちょっと寄っただけよ。散歩の途中に」

　彼女は黙ってしまう。まだ話す決心がつかないらしい。ここまでためらうのも珍しい。そんなに大事なことなのだろうか。

「寄っただけって……本当にそれだけか？」

「それだけよ」

　沈ちん黙もくが流れた。これ以上話してもどうにもならない。

「そ、そっか。じゃあ、俺おれ行くわ」

　直人は仕方なく彼女のそばを通りすぎて、エントランスに設置された集合インターフォンに足早に近づいていった。彼女の様よう子すもおかしいが、今日は自分の方もいつもと違う。鍵かぎ穴あなに鍵を差しこもうとした時、後ろから声が聞こえてきた。

「直人！」

　荷物と鍵を手にしたまま振り返る。

「今日、あなたが保健室で見た夢のことだけど」

　と、彼女は言った。

「その赤い目の怪かい物ぶつに、牧まき野のさんはなにかされた？」

　いきなり出てきた名前に驚いた。やよいが夢に出てきたことは誰にも話していない。

「え？　うん……でも、なんでそれを」

「いいから答えて」

「……食い殺されてた」

　綾乃の顔色がわずかに変わった。

「あなたはなにもされなかったのよね？」

「うん……そうだけど。お前どうして……」

　その言葉を無視して、彼女は話を続けた。

「……その夢のどこかに扉とびらはあった？」

「扉？」

「ええ。どこかへ通じる扉よ」

　直なお人とは記き憶おくを探った。夢の中のあの教室には窓があったが、反対側には壁があるだけだった。

「なかったと思う」

「……そう」

　綾あや乃のがほっと息をつくのが分かった。

「あなたは今夜も同じ夢を見るかもしれないわ。もし、どこかに扉があっても絶対に開けないで。目が覚めたらわたしの携帯にかけて。何時でも構わない。今言ったことを絶対に守って。分かった？　分かったわね？」

　彼女は一気にまくし立てる。直人は迫力に押されて、訳も分からずうなずいた。

「分かったけど、それはどういう……」

「それじゃ、また明日」

　綾乃はくるりと踵きびすを返して、足早に立ち去った。直人はマンションのエントランスに立ったまま、どうしたらいいか分からずにその背中を見送った。




　棗なつめが病院の外科病びよう棟とうに着いた時、もう日は傾きかけていた。

　彼女は途中で買った花はな束たばを両手に抱えている。家に一いつ旦たん帰って私服に着替えてから、牧まき野のやよいの見み舞まいに来たのだった。行きたがっていたクラスメイトは他にも何人かいたが、いきなり大おお人数で押しかければ迷めい惑わくになるかもしれない。結局、クラス委員の棗が代表して行くことになった。

　やよいの病室は廊下の端はしにある一人部屋だった。ノックしようと手を挙げた瞬しゆん間かん、扉が開いて中年の医師が現れる。棗は道を空あけて、廊下を歩いていく医師を見送った。

（……やよいちゃん、大だい丈じよう夫ぶかな）

「ひょっとして、やよいの学校のお友達？」

　病室の中から声をかけられた。ベッドのそばに中年の女性が立っている。年ねん齢れい以外は体つきも顔立ちもやよいによく似ていて、一ひと目めで母親だと分かった。中へどうぞ、と誘われるまま入っていき、花束を手渡してあいさつと自己紹しよう介かいをした。

「あなたが倉くら野のさんね。やよいからお名前はよく聞いてるわ。いつもありがとうございます。うちの子が迷惑をかけてないといいんだけど……」

　やよいの母親は穏おだやかな声で言った。娘とは正せい反対のおっとりした性格らしい。

「いいえ。そんなことありません。やよいさん、すごくいい子ですよ」

　棗なつめは慌あわてて首を振る。やよいの母親はかすかに頰ほおを緩ませて、ベッドの上の娘を見下ろす。

「たった今、検査が終わったところなのよ」

　彼女は目を閉じて静かに横たわっている。やよいの周囲には医い療りよう機器らしいものはなにもない。点てん滴てきすら打っていなかった。

「よく眠っているでしょう？」

「……ええ、そうですね」

　あまりにも静かで、呼吸すらしていないように見える。

「あの、やよいさんの容よう態だいは……？」

　そう棗が尋たずねると、母親の表情が曇った。

「それが……病院の先生のお話では、体のどこにも異常はないそうなの。本当にただ眠っているだけで、いつ起きてもおかしくないっておっしゃってるんだけど……」

　ベッドサイドの時計を見ると、もう五時近かった。目を覚まさなくなってから六時間以上経たっている。その間、どんなに起こしても起きないのは、どう考えても「異常」だと思う。

「今朝けさは本当になんともなかったんだけど……学校ではどうだったかしら？」

「元気だったと思います。わたし、彼女が眠る少し前まで話してましたけど、別に変わったところもなくて……」

「……そう」

　ふと、やよいの母親は我に返ったように手の中にある花はな束たばを見下ろした。

「せっかくお花を頂いたのに、手に持ったままだったわね……水道まで行ってお花を活いけてきたいんだけど、少しの間あの子を見ていてくれないかしら？」

「はい。分かりました」

　彼女が出て行くと、途と端たんに病室が静かになった気がした。棗はベッドのそばの椅い子すに腰を下ろす。よくよく耳を澄すませなければ、やよいの息いき遣づかいを聞き取ることはできなかった。

（……ここに来れば、なにか分かると思ったんだけど）

　授業が始まる前、最後にやよいと話していたのは棗だった。彼女の様よう子すは普段と変わりなかった──ただ、後から振り返ると少し気になることがあった。

（この季節の授業ってホント眠くなるんだよね……家でもちゃんと寝てんのに、授業始まった瞬しゆん間かんにすぐ寝られるの。居い眠ねむり大会があったらあたしが世界チャンプだよ）

　そう言ってやよいは笑い声を上げる。確かに最さい近きん彼女は居眠りが多く、何日か前も職員室に呼び出されて説せつ教きようされたらしい。

（……そういえば最近さ、授業の夢見るんだ。夢の中ではちゃんと起きてて、ばりばりノート取ってるの。夢なんだからそんなことやんなくてもいいのにね）

　なんの授業なの？　と、棗は尋たずねる。

（それがよく分かんないの。っていうかほんとにあれ授業なのかな。先生の声ははっきり聞こえないし、他の生徒はほとんどいないし……それに、先生でも生徒でもない人が教室の中に入ってきちゃうし）

　どういう人？

（よく分かんないんだ。っていうか人なのかなあれ。全身灰はい色いろで、目だけが真まっ赤かなの）

　話を聞くうちに、棗なつめは不ふ思し議ぎな気持ちになっていた。というのも、昨日きのうの夜に棗もよく似た夢を見た気がするからだ。開いた窓から授業中の教室に入ってくる灰色の人ひと影かげの夢。

　やよいとはそれ以上詳しく話せなかった。駒こま江えが教室にやって来て、授業が始まってしまったからだ。

（あれはなんだったんだろう）

　あの夢に出てくる灰色のものは、去年、２─Ｅの教室から飛び降りたという「ヨミジ」さんを思わせる。二人が同じ夢を見ていることと、やよいが眠り続けていることにどんな関係があるのかは分からない。ただ、なにかおかしなことが起こり始めている気がする。

　早くやよいに目を覚まして欲しかった。そうなればすべてはただの思い過ごしで、なにもかも元どおりに──。

「ン……ンン……ンンンンン…………ンンンンンンンン…………」

　やよいの口元からかすかな声が洩もれ始めて、椅い子すから飛び上がりそうになった。

「やよいちゃん？」

　呼びかけたが相変わらず意識はなかった。苦痛で呻うめいているわけではなく、喉のどが震えているだけらしい。棗はもう一いち度ど椅子の上に腰を落ちつけた。

「……ンンンンン……ンンンンンンンンンンンンンンンンン！」

　突然、その声は尻しり上あがりに高く大きくなる。なにか得え体たいの知れないものが遠くから近づいてくるようだった。

（彼女の声じゃない）

　かすれた獣けもののような声。棗は枕まくら元もとにあるナースコールに手を伸ばす。とにかく誰かにここへ来て欲しかった。

　ボタンに指がかかる直前、彼女の全身が硬こう直ちよくした。

　やよいの唇くちびると唇の隙すき間まから、ぶよぶよした灰色のものがはみ出している。舌ではない。尖せん端たんに貝かい殻がらのような爪つめが見える。

　誰かの人差し指だ。その半はん透とう明めいの肌はだには見み覚おぼえがある。

　棗は目を閉じることもできなかった。口の中から生はえた指先は、鉤かぎの形に曲がってやよいの下あごをぐっと押し下げる。親おや鳥どりを待つ雛ひなのように、やよいの口が限界まで開いた。

「ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン!!」

　彼女の中に誰かがいる、と棗なつめは思った。これはその誰かの声なのだ。

　今すぐ逃げ出したかった──しかし、なにが起こっているか確かめたいという欲求には勝てなかった。

　ゆっくりと身を乗り出して、黒々とした口こう腔こうを覗のぞきこむ。

　Ｏの形に開いた血の気のない唇くちびるの奥で、赤い眼球がぎらぎらと光っていた。指で広げた穴から外の世界を眺ながめているかのようだった。

　突然、ぎゅっとその目が細められた。自分に焦点を合わせたのがはっきり分かった。

「あっ……」

　棗が悲鳴を上げようとした瞬しゆん間かん、赤い目はすっと沈みこむように見えなくなった。耳に突き刺さるようだったあの声も、あっという間に遠ざかって消えてしまう。後に残ったのはベッドで眠っているやよいだけだった。

（幻げん覚かく……？）

　できればそう思いたかった。足元から地震にも似た戦せん慄りつが駆け上がってくる。棗は耐えられなくなって病室の外へ駆け出した。花か瓶びんを手にしたやよいの母親とぶつかりそうになったが、挨あい拶さつする余よ裕ゆうもなかった。

　廊下の端はしにある扉とびらを開けて、非ひ常じよう階段をつむじ風のように駆け下りていく。頭の中では昼間聞いたやよいの言葉が繰り返し再生され続けている。
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（全身灰はい色いろで、目だけが真まっ赤かなの）

　今、見たものは夢で見たあの怪かい物ぶつだ──それがやよいの体の中にもいた。

　棗なつめはそう確信していた。まだどこからか赤い目に見られている気がする。その視線を振りきるように、棗は必死に走り続けた。
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　目を開けると直なお人とは薄暗い教室にいた。

（……あれ？）

　さっきまで自分の部屋のベッドに寝ころんで、綾あや乃のから受けた指示についてあれこれ考えていたはずだ。どうしてこんなところにいるのだろう。

　目の前にある机の上には、読めない文字が書きこまれたノートと教科書が投げ出されている。顔を上げると、黒板も同じような文字で埋め尽くされている。授業の内容も聞き取ることができなかった。

　また、あの夢だ。直人はにわかに緊きん張ちようし始める。前の時と同じように、彼は窓まど際ぎわの一番前まえの席に座っていた。

（もし、どこかに扉とびらがあっても絶対に開けないで）

　綾あや乃のの言葉を思い出して、彼は教室の中を見回す。窓の反対側の壁に扉とびらは見当たらない。ないものを開ける心配はなさそうだ。

　教室の様よう子すは昼間とだいぶ違っている。ほとんどの席が埋まっていて、クラスメイトたちは皆みな真剣にノートを取っている。教きよう壇だんにも今日は「教師」らしき者がいる。黒いマントのようなものを頭からすっぽりとかぶり、黒板に貼はりつくように立っている。ぎくしゃくと機械のような不自然な動きで、例の訳の分からない文字を書き続けている。もちろん、顔は見えない──あの怪かい物ぶつと同じく、顔などないかもしれない。

（なんでこんなに人が増えてるんだろう）

　そのことが直なお人とには引っかかっていた。大おお勢ぜいの生徒たちがここにいるのは危険な気がした。一いつ刻こくも早く夢から覚めて欲しかった。

「岸きし杜もりくん……」

　名前を呼ばれた。空席を一つ置いた隣となりに棗なつめが座っている。この夢の中で話しかけられるとは思ってもみなかった。

「……倉くら野の」

　直人が身を乗り出して話しかけようとした時、ぞくっと首くび筋すじの毛が逆立った。彼女が座っている机の横を、ぶよぶよした灰色の塊かたまりが移動していった。

　あの灰色の怪物だ。机のかげに隠かくれてすぐ見えなくなったが、この教室のどこかにいる。これは昼間の夢の続きなのだ。ぎし、と軋きしむような音が背後から聞こえて、直人は背後を振り向いた。

　窓まど際ぎわの一番後ろの席には体格のいい男子生徒が座っている。

「……永なが田た？」

　そこは現実の世界でも彼の席だった。

　背後に灰色の人ひと影かげがするりと立ち上がる。直人は目を疑った。怪物の輪りん郭かくは昼間よりも少しくっきりしている。あの時はかろうじて人間の形をしていることが分かる程度だったのに、今は頭から肩に流れる長い髪かみのシルエットもうっすら見える。

（女……？）

　親しい恋人に抱きつくように、怪物の両腕うでが永田に後ろから絡みついた。

「な、永田！」

　思わず立ち上がろうとした。しかし、昼間と同じく体の自由が利かない。結局ずるりと腰が滑り、机と机の間の床に膝ひざを突いただけだった。怪物は赤い目で直人を一いち瞥べつする。

　永田は頭を抱えこまれて、くぐもった悲鳴を上げながらもがいている。彼の耳のすぐ脇で、丸い穴のような怪物の口が大きく開いた。

「あ……」

　ごりっという嫌な音が耳を貫つらぬいた。噴ふき出した鮮せん血けつで上半身が赤く染まり、教室のあちこちから悲鳴が上がった。昨日きのうと同じ惨さん劇げきが目の前で繰り返される。皮も、肉も、骨も、内ない臓ぞうも、すべてが囓かじり取られ、吞みこまれ、彼の体は徐々に怪かい物ぶつの体内へと消えていく。

　直なお人とは床の上に這はいつくばったまま、ただ体を震わせて吐き気をこらえることしかできなかった。

（これ……夢だよな）

　現実の出来事ではないはずだ。しかし、そう言い聞かせたところで恐怖は消えない。今、感じている恐怖は本物だった。

　やがて「食事」の音が止んだ。

　怪物は永なが田たを完全に食い尽くしていた。その体はまた少し変化している。境さかい目めのはっきりしなかった手足はもう人間のそれにしか見えない。肌はだの色にもかすかな赤が混じっている。なにより変わったのが顔だった。目元と鼻はな筋すじと唇くちびるの凹おう凸とつが生まれ、髪かみと髪の隙すき間まから耳らしき盛り上がりも見える。徐々に完成へと近づいている粘ねん土ど像ぞうのようだった。

（……人間を食うたびに、人間に近づいてるんだ）

　怪物は教室の中を見回すと、灰色の肩をかすかに震わせ始める。たった今いま生まれたばかりの唇の端はしが大きく吊つり上がった。

　笑っているのだと思った。




　気が付くと夜が明けていた。ベッドに起き上った直人は、できるだけゆっくりと深い呼吸を繰り返す。枕まくら元もとの時計を見るとそろそろ起きる時間だった。あんなひどい夢だったのに、それなりに長い時間眠ねむっていたらしい。

　あの怪物は人間を食おうとしていた。直人もいつああなるか分からない──もし、夢の中で食い殺されたら一体どうなってしまうのだろう。

（……あ）

　突然、一つの考えが稲いな妻ずまのようにひらめいた。あの夢の中で食われた後、やよいは目を覚まさなくなった。

（食い殺されて、ああなったんだ）

　あの夢の中で食い殺された者は、現実の世界で目を覚まさなくなるのかもしれない。

「……永田」

　直人は転げ落ちるようにベッドから出ると、机の上の携帯を手に取って永田の番号にかけた。時間は朝の七時。今日は剣けん道どう部の朝あさ練れんがあるはずだから、いつもならとっくに起きて学校へ向かっているはずだ。

『ただいま、電話に出ることができません。発信音の後に、お名前と、ご用件を……』

　胸の中で不安が広がっていく。一体なにが起こっているのか分からない。少しでも情報が欲しかった。

（目が覚めたらわたしの携帯にかけて）

　ようやく綾あや乃のの指示を思い出す。彼女はあの悪あく夢むの中でなにが起こるか知っているようだった。

　窓のカーテンを開け放ちながら、彼女の携帯の番号にかけた。窓からは久く世ぜ家けを見下ろすことができる。小さな庭に面した二階の部屋が彼女の部屋だった。とっくに夜が明けているというのに、窓にかかったカーテンの隙すき間まからまだ明かりが洩もれている。

　ほとんど待つこともなく綾乃が電話に出た。

『どうだった？』

　と、いきなり尋たずねてくる。

「うん、同じ夢を見た……それで、お前に色々と訊ききたいことがあるんだけど」

　突然、綾乃の部屋のカーテンが開いた。携帯を手にした彼女はもう制服に着替え終えている。いつでも出られるように準備をして待っていたようだった。

『分かったわ。今すぐ行く』

　と、彼女は言った。




　直なお人とは制服に着替え、朝食も口にせずに外へ飛び出した。後ろから水みず穂ほがなにか話しかけてきた気もするが、耳を傾ける余よ裕ゆうはなかった。

　綾乃はマンションのエントランスの前で、クロスバイクと一緒に待っていた。彼女は非ひ常じよう階段の下まで直人を引っ張っていき、あたりに人がいないことを確認する。

　二人は踊り場の下で向かい合った。

「まず、あなたが見聞きしたことを全部話してくれる？　その後でわたしも話すわ」

　直人はうなずいて話し始める。

　数ヶ月前から内容を思い出せない悪あく夢むを見るようになったこと。綾乃の近くでは悪夢を見ないことに気付いて、彼女が保健室にいる時を狙ねらって行くようになったこと──。

「……やっぱりそうだったのね」

　そこまで話が進んだところで、綾乃がいきなり口を挟んだ。

「気が付いてたのか？」

「おかしいとは思ってたわよ……あなた今まで保健室なんかほとんど使ったことなかったじゃない。そのうち問いつめるつもりだったわ」

「……なんで今まで訊かなかったんだ？」

　あえて話さなかったのだが、ちゃんと訊かれたら答えていたと思う。

「それは……」

　一いつ瞬しゆん、綾乃は目を伏せた。

「どうでもいいことでしょう。それでどうなったの？」

　直なお人とは話を続けた。異い変へんが起こったのは昨日きのう。保健室で赤い目を持つ灰色の怪かい物ぶつの夢を見たことだ。怪物が夢の中で牧まき野のやよいを食い殺すと、現実のやよいは目を覚まさなくなった。昨さく晩ばんもその灰色の怪物は夢に現れ、今度は永なが田たを食い殺してしまった。怪物は人間を食うたびに人間の姿に近づいていく気がする──怪物の正体は分からないが、去年２─Ｅの教室から飛び降りた「ヨミジ」という少女かもしれない。

　夢の話をするうちに、綾あや乃のの表情は今までとは比べものにならないほど厳きびしいものに変わっていった。特に教室に大おお勢ぜいの生徒がいたことが気になっているらしい。直人が話し終わっても、しばらくの間あいだ彼女は唇くちびるを嚙かんだままうつむいていた。

「……綾乃？」

　おそるおそる話しかけると、突然ぎゅっと目を閉じて小さく舌した打うちをした。

「わたしがうかつだったわ」

「え？」

「その『目が覚めると思い出せない夢』は今のところは無視していいわ。問題はその『ヨミジ』の夢の方よ。沢たく山さんの生徒が夢の中にいたのは本当なのよね？」

「うん。そうだけど」

「まさか、そんなに多くの人間が巻きこまれているとは思わなかったわ……」

　直人は黙って綾乃の次の言葉を待つ。次は彼女が話す番だった。もちろん、なにが起ころうとしているのかを知りたかったが、もう一つどうしても綾乃に確かめたいことがあった。

（どうしてこいつはそんなことを知ってるんだ？）

　その「知識」を一体どこで手に入れたのだろう。

　しかし、話はいつまで経たっても始まらなかった。綾乃は階段の手すりのそばに停めてあったクロスバイクのスタンドを蹴けり上げる。

「それじゃ、すぐ学校へ行くわよ。あなたも早く自転車を出してきて」

「おい……ちょっと待て。お前の話はどうなったんだ？」

「今は状況を詳しく知る方が先よ。永田くんがどうなったのか確かめないといけないでしょう？」

　直人はぐっと詰まった。訊ききたいことは山ほどある。しかし、ここは綾乃に従うしかなかった。

「じゃあ、一つだけ教えてくれよ。あの夢に出てくるバケモンはなんなんだ？　お前は知ってるのか？」

　ほんの一いつ瞬しゆん、ためらうような沈ちん黙もくが流れた。

「ええ」

　綾乃は静かに首を振った。

「どういう存在かはよく知っているわ……その灰色の怪物は『夢ゆめ神がみ』と呼ばれている存在よ」

「ユメガミ……？」

　直なお人とは思わずつぶやいた。なぜか遠い昔に聞いた言葉のような気がする。

「なんだ、それ？」

「自らの意思を持ち、現実の世界を侵しん食しよくしようとする悪あく夢むのことよ」
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　自分より背の高い生徒たちの間をすり抜けるようにして、棗なつめは校舎の階段を駆かけ上がっている。今朝けさはいつもより少し早く学校に来ていた。どうしても確かめたいことがあったからだ。

　朝起きてからずっと、昨日きのうの夜見た夢のことを考えていた。永なが田たを食い殺したあの灰色の怪物を、棗はやよいの病室でも目にしていた。

（あれはただの夢なんかじゃない）

　三階の廊下に出た棗は、階段から一番近い２─Ｅの教室に入る。ほとんどのクラスメイトたちは登校してきていた。教きよう壇だんの前にある自分の席にスクールバッグを置くと、まず窓まど際ぎわの一番後ろにある永田の席を見た。この時間は剣けん道どう部ぶの朝あさ練れんが終わって、机に突つっ伏ぷして寝ていることが多いのだが、今朝は姿が見えなかった。

（永田くん、やっぱりいないんだ）

　棗は教室の真まん中なかあたりで固まっている女の子たちに近づいていった。椅い子すに座っている文芸部の伊丹いたみ香か奈なを中心に話をしている。クラスでは比ひ較かく的地じ味みなグループだが、クラスでの噂うわさ話はだいたい彼女たちから広まる。時々、永田の席の方を振り返りながらなにか囁ささやき合っている。ちょうど彼のことが話題になっているらしい。

　おはよ、と言いながら棗もその輪に加わった。

「ねえ、永田くんってまだ来てないのかな」

　そう言った途と端たん、他の四人が微び妙みように視線を合わせ始める。なんだろう、と不ふ思し議ぎに思っていると、

「あのさ、棗っちもいたよね。昨日の、夢で……」

　おずおずと香奈が話しかけてくる。棗は目を丸くした。

「確か、岸きし杜もりに話しかけてたでしょ」

「えっ。どうして……」

　知ってるの、という言葉を吞みこんだ。その場にいるクラスメイトたちを見回す。

「ひょっとして、みんなあの夢を見てたの？」

　沈ちん黙もくが答えだった。彼女たちもあの夢の中にいたのだ。

「さっきからみんなで話してたんだけど、なんかよく分からなくて。あれってどう考えても変だよね？　みんな同じ夢見てるなんて」

　棗なつめは黙っていた。ただ同じ夢を見たというだけではない。その中で互いに顔を合わせている。複数の人間の意識が一つの夢に引きずりこまれていた、と言った方が正しい。しかも、その夢の中には人間を食う怪かい物ぶつがいる。

「あれってやっぱり、『ヨミジ』だよね……？」

　誰ともなしにそうつぶやいた。口に出さないまでも、その名前は全員の頭の中にあったらしい。去年、この教室から飛び降りたという少女。

「なにかあたしたちに言いたいことがあるとか……」

「殺そうとしてたじゃん、でも」

「なんか恨うらみがあるんだよ。きっと」

　棗はぼんやり彼女たちの話を聞いていた。いつのまにか、夢の中に現れたのは「ヨミジ」の幽ゆう霊れいということになっている──棗にはなんとなくそうは思えなかった。恨みを抱えこんだ幽霊なら、それが消えれば「成じよう仏ぶつ」してくれるかもしれない。自分が目にしたあの怪物は、そんな生やさしいものではない気がする。

「……棗っちはどう思う？」

　いきなり香か奈なに話を振られて、棗は戸と惑まどった。

「わ、わたしにもよく分からないけど……」

　やよいの身に起こったことを彼女たちに伝える気にはなれなかった。ひょっとしたら、永なが田たの身にも同じことが起きているかもしれない。もし、あの夢が今夜も繰り返されれば、ここにいる五人もやよいのように──。

（五人……？）

　彼女ははっとして教室を見回した。夢の中にはもっと大おお勢ぜいの生徒たちがいた。他にもあの夢を見ている生徒がいるはずだ。

「悪いけどみんなちょっと聞いて！」

　教室の真まん中なかで棗は声を張り上げた。クラス委員の言葉に全員が話をやめて振り返る。心しん臓ぞうの鼓こ動どうを意識しながら、彼女は大きく息を吸いこんだ。

「昨日きのうの晩、『ヨミジ』さんの夢を見た人は、その場で手を挙げて！」

　戸と惑まどい気味の沈ちん黙もくが教室に満ちた。最初に棗本ほん人にんが高く手を挙げる。それにつられるように、教室のあちこちで生徒たちは力なく手を挙げていった。

　棗はぞっとした。手を下げたままの者は一人もいなくなっていた。

　クラスにいた全員があの夢を見ていたのだ。

「……棗」

　廊下の方から声をかけられる。振り向くと教室のドアの前に綾あや乃のと直なお人とが立っていた。急いで来たらしく、二人とも息を弾はずませている。

「ちょっと……話があるの」

　と、綾あや乃のが言った。




　直なお人とたちは廊下の突き当たりに集まって、小声で話している。もう予よ鈴れいが鳴った後で、歩いている生徒はほとんどいなくなっていた。

　直人は綾乃と一緒に棗なつめの話に耳を傾けている。病院で見たという赤い目のことや、昨日きのうの夢のこと──夢の中の教室で会ったのはやはり彼女だったらしい。このクラスの生徒たちは眠りに落ちるとあの夢に引きずりこまれてしまうのだ。夢の中にいる生徒たちは、現実の世界では「眠っている」ことになる。昼と夜で生徒の数に差があったのも当然の話だ。

「牧まき野のさんの中にいた怪かい物ぶつも、赤い目を持っていたのよね？」

　と、綾乃は尋たずねた。

「うん。あれがなんなのか、分からなかったけど」

「……そう」

　綾乃は自分からはほとんどなにも喋しやべろうとしなかった。夢ゆめ神がみという言葉もまったく口にしていない。棗も事情を知っている様よう子すの綾乃になにも尋ねようとしなかった。

「……直人は永なが田たくんの家を知ってるわよね？」

　綾乃の声にはっと我に返った。

「ん？　うん、知ってるよ」
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「わたしたちはこれから彼の家へ行って様よう子すを確かめてくるわ」

　と、彼女は棗なつめに向かって言った。

「その間、ちょっと棗に頼みたいことがあるんだけど、いいかしら？　多分、わたしや直なお人とではできそうもないの」

「いいよ。なんでも言って」

　ちらっと２─Ｅの教室を振り返ってから、綾あや乃のは小声で言った。

「最初に『ヨミジ』の夢を見た人間が誰なのか調べてくれる？　うちのクラスの中にいるはずよ。後は他のクラスにこの夢を見ている人間がいないかも確かめて欲しい」

　他のクラスにも知り合いの多い棗なら、確かに直人たちよりはうまくやるだろう。どうしてそんなことを知る必要があるのか見当もつかなかったが。

「分かった。任せて」

　棗はためらいもなくうなずいた。

「……お願いね」

「ちょっと待てよ。お願いはいいけど、理由とか少しは説明しろよ。今言ったことだって、倉くら野の一人で調べるんじゃ大変……」

　我が慢まんできなくなって直人は口を挟もうとする。

「岸きし杜もりくん、いいの」

　最後まで言い終える前に棗が遮さえぎった。

「説明しないのも説明のうちだよ……そうでしょ？」

　綾乃は黙ってうなずいた。どうやら直人には分からない意い思しの疎そ通つうがあるらしい。

　その時、本はん鈴れいのチャイムが鳴った。朝のホームルームの始まる時間だ。

「早く教室に入りなさい！」

　廊下の奥からチャイムに負けない声が響ひびいてきた。出席簿ぼを抱えた駒こま江えが直人たちの方へ歩いてくる。

「早く行って。後はわたしがどうにかするから」

　棗は綾乃に早口で言ってから、少しうるみがちの瞳ひとみで直人を見上げた。全身に緊きん張ちようが走った。

「岸杜くん、ありがとう……気をつけてね」

「あ、うん……分かっ……」

　最後まで言い終える前に、ブレザーの襟えりをがっしり摑つかまれた。

「グズグズしている暇ひまはないわ。行きましょう」

「こら、お前たち……」

　駒江の声を無視して綾乃は走り出した。彼女に引きずられながら、直人は階段を駆け下りていった。




　永なが田たは商店街にある古いマンションに住んでいた。建物の一階には昨日きのう直なお人とも買い物をしたスーパーながたがある。というより、マンション全体を永田家けが所有していて、スーパーも彼の両親が経営していた。両親とも朝早く下の「職場」に降りてしまうので、永田はいつも一人で起きているらしい。

　直人と綾あや乃のはスーパーの駐ちゆう輪りん場じように自転車を止めると、建物の裏に回りこんだ。そこにはマンション住民のための出入り口がある。短い階段を上がって、二人はマンションの共用通つう路ろに出る。その途と端たん、綾乃の足がぴたりと止まった。

「どうしたんだ？」

「……あなた、なにも感じない？」

　直人は共用通路を見渡した。スーパーの真ま上うえにあるせいか、決して静かとは言えない。搬はん入にゆう口に入っていくトラックのブザーがはっきり聞こえる。

「あのドアの向こうからだと思うわ」

　と、彼女は数メートル先のドアを指差す。

「……あそこが永田のうちだぞ」

「やっぱり、なにかあるみたいね」

　そう言って玄げん関かんの方へ歩き出した。二人は永田家のドアの前に立つ。心の準備をしようと直人が大きく息を吸いこんだ時、綾乃がにゅっと手を伸ばしていきなりインターフォンのボタンを押した。

「おい……」

　いくら待っても反応はなかった。

「出ないわね」

　綾乃の声も緊きん張ちようを帯びてくる。直人は慎しん重ちようにノブを回す──鍵かぎはかかっておらず、軋きしんだ音を立ててドアが開いた。きちんと片づけられた玄関には、靴やサンダルがきちんと並んでいる。その中に永田がいつも履はいている汚れたスニーカーも含まれていた。

　彼はマンションの中にいるらしかった。

「……ごめん下さい」

　と、おそるおそる声をかける。返ってくるのは沈ちん黙もくだけだった。

「入ってみましょう」

「勝かつ手てに入っちゃっていいのかな」

　スーパーでは永田の両親が働いている。まず呼びに行った方がいいのではないだろうか。

「万まんが一いち見つかっても、クラスメイトなんだから泥どろ棒ぼう扱あつかいされないわよ。それに、ご両親と一緒に入ってなにか起こったらどうするの」

　確かに彼女の言うとおりだった。綾乃の後に続いて、直人も玄関に入って靴を脱ぐ。どこかから携帯のバイブ音のようなものが聞こえてきた。

　二人は廊下の中ほどで立ち止まる。

「この中からだわ」

「ここ、永なが田たの部屋だぜ」

　綾あや乃のは一気にドアを開ける。部屋の中には脱いだ服や開きっぱなしのマンガが散さん乱らんしている。ブラインドの降りた窓の前にスチールベッドがあり、頭まで白いシーツにくるまった人間らしきものが見えた。音はそこから聞こえてくる。

「永田……」

　と、直なお人とは呼びかける。目の前まで近づいて、やっとその音が人間の声だと分かった。おそらく棗なつめがやよいの病室で聞いた声と同じものだろう。

　綾乃がためらいなくシーツをめくると、ぴたりと声は止んだ。

　色の褪あせたＴシャツを着た永田が胎たい児じのように横たわっている。色いろ黒ぐろの顔からは血の気が失せて、どこか青みを帯びて見えた。いきなり光を浴びたはずなのに、彼の体はぴくりとも動かなかった。

（まさか、死……）

「大だい丈じよう夫ぶ。息はしているわ」

　綾乃はベッドの脇に屈かがみこんで、永田のＴシャツの胸を指さした。目を凝こらすと、確かに規則正しく上下を繰り返している。直人は胸を撫なで下ろした。

「永田、眠ってるだけなんだよな……？」

　一いつ瞬しゆんの間を置いて、綾乃は首を振った。

「……見た目ではそうね。でも、正確には違うわ」

「え？」

「魂たましいを食われてしまったの。だから、このままでは目を覚まさない」

「魂を……食われた？」

「あなたも見たはずよ。魂と言っても、夢の中では現実の肉体と同じ姿すがた形かたちを持っているわ」

　直人は夢の中で目にした残ざん酷こくな死の瞬しゆん間かんをありありと思い出した。

「じゃあ、夢の中にいるのは、人間の魂なのか？」

「ええ」

　綾乃は低くつぶやいた。

「『夢ゆめ神がみ』は人間の魂を取りこむたびに力をつけていくの。現実に存在する者に近い姿になってきているはずよ」

　確かにあの「ヨミジ」は徐々に人間に似てきている。

　直人はぶるっと身み震ぶるいした。あの「捕ほ食しよく」は完全に人間の姿を得るまで続くということになる。これから先さき何人の生徒がやよいや永田のような目に遭あうのだろう。

「『夢神』の目的ってなんなんだ？」

　綾あや乃のは言葉を選ぶようにしばし宙をあおいだ。

「それは……」

　再び永なが田たの口からうなり声が上がり始めた。直なお人との全身が総そう毛け立だった。さっきよりもずっと大きな声だ。綾乃は慎しん重ちように手を伸ばして、永田の肩に手をかけようとする。

　指が触れる寸すん前ぜん、彼の体がくるりと仰あお向むけになった。大きく開いた口の中で赤い眼球が濡ぬれたように光っていた。

「うわっ」

　後ずさりしかけた直人の肘ひじをぐっと綾乃が摑つかんだ。

「大だい丈じよう夫ぶ。大したことはできないから」

　赤い目がぱちぱちとまばたきをする。明らかに自分たちを見ていた。やよいの体にも似たようなことが起こったと聞いている。逃げ出した棗なつめの気持ちが痛いほど分かった。

「なんだ……これ」

「『夢ゆめ神がみ』が一時的に悪あく夢むからの覗のぞき穴を開けただけよ……長い時間この通路を維い持じできないから、すぐに消えるわ」

　その言葉どおり、唇くちびるの向こうにあった赤い目は少しずつ薄れていく。

「……とびら……あらず……の……」

　途と切ぎれ途切れのしゃがれた声が遠ざかっていった。ぴたりと永田の口が閉じて、ただの静せい寂じやくが部屋の中に戻ってくる。

「なんか……言ってたな」

　扉とびら、という言葉以い外がいははっきり聞こえなかった。一体、なんだったのだろう。

「……完全にこっちの存在に気付いているようね」

　綾乃はかすかに眉まゆを寄せた。

「『夢神』はね、現実の世界に来ようとしているの」

　さっきの質問の答えだと分かるまで、しばらく時間がかかった。

「来るって……夢の中からか？」

「ええ」

　と、彼女は言った。

「そのために、人間の魂たましいを食っているの」
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　学校近くの飯いい見み川がわ沿ぞいの公園の前で、綾乃はいきなりクロスバイクを停めた。

「なっっっっ！」

　綾乃の後について堤てい防ぼうの上を走っていた直人は、慌あわててブレーキを握りしめた。激げき突とつを避けられたのはただの幸運だった。

「ちょっと休きゆう憩けいするわよ」

　ぐったりとハンドルにもたれている直なお人とを尻しり目めに、さっさとコンクリートの階段を降りていってしまう。

「……しょうがねえな」

　仕方なくその後を追う。ただの休憩でないことは分かっていた。

　二人がマンションを出たのは三十分ほど前だった。永なが田たは両親に付き添われて病院へ運ばれていった。二人は救きゆう急きゆう車しやを見送ってから、再び自転車に乗って学校へ戻ることにしたのだった。

「こっちよ」

　綾あや乃のはブランコの前にある柵さくに腰掛けている。呼ばれるままに直人は彼女の方へ近づいていった。公園と言っても河原かわらの狭い空あき地にいくつか遊具があるだけで、地面には柔らかい雑ざつ草そうが伸び放ほう題だいだった。当然、他には誰もいない。

「静かでしょう、ここ」

　と、彼女は言った。すぐそこに川はあるが、流れがゆるいせいかせせらぎも聞こえない。

「うん……こんなところ、あったんだな」

　誰からも忘れ去られているような場所だが、不ふ思し議ぎと気分が落ち着いた。

「わたし、たまにここへ来るのよ」

　なぜか自慢げに胸を反らせる。子供っぽいしぐさが妙みように可笑おかしかった。

「あ、そうだ。いいものを上げるわ」

　彼女はスカートのポケットから小さな棒つきのキャンディを取り出して、直人の手に載せる。バニラストロベリー味。

「はい、これ。ありがたく食べるのよ」

「……どうも」

　昨日きのうもこれとまったく同じことがあったような。虹にじ子こと綾乃の容よう姿しはまるで似ていないのだが、こういうところはやっぱり親子だなと思う。直人も今日は久しぶりに食べてみる気になった。包み紙を開けて一ひと口くちなめてみる。猛もう烈れつに甘い。

「……これ、今もよく食うのか？」

　彼女はもう一つキャンディを出して口の中に入れている。

「食後には必ず食べてるわ。わたし、これがないと駄だ目めなのよね」

「太るぞ、あんまり食ってると」

「大だい丈じよう夫ぶ。食事を減らしてるもの」

「どんだけ好きなんだよ」

　軽かる口くちを叩たたきながら直人は待っていた。些さ細さいなことを口にするのは、大事な話をする前の綾乃の癖くせだ。彼女の目はぼんやりと川かわ面もを眺ながめている。反対側の岸にも人ひと影かげはなかった。

「この現実の世界のすぐ近くには、夢の世界が寄り添うように存在しているの」

　突然、なんの前まえ触ぶれもなく話は始まった。

「夢の世界の成り立ちは現実の世界とは違っている。現実の世界は基本的に一つの空間でできているけど、夢の世界は根ね本もとに大きな空間があるだけで、後は無数の独立した小さな空間で構成されている……理解できる？」

　直なお人とは正直に首をかしげる。

「そうね。それじゃ、一本の大きな木を想そう像ぞうしてみて。今言った『大きな空間』が幹みきの部分。それぞれの『小さな空間』が枝に生なっている沢たく山さんの果か実じつ……これならどうかしら」

「……なんとか」

「人間の意識は眠りに落ちると、夢の世界に降りてくるの。その人間が抱えているイメージに反応して、『果実』の小さな空間が一つ生まれる。自分の生み出した空間にアクセスすることが、『夢を見る』ということなの。夢の世界は大きな木だと言ったけど、人間はそれに水をやっているようなものね。人間が夢を見れば見るほど、夢の世界は豊かに、深くなっていくから」

　一いつ旦たん言葉を切って、彼女は直人の反応を見守った。突とつ拍ぴよう子しもない話なのは確かだったが、かろうじて理解できている気がする。

「直人は悪あく夢むをどういうものだと思う？」

「そ、そうだな……」

　バニラの甘い匂においにむせながら考えこんだ。これなら答えられそうだった。このところ悪夢には深い縁えんがある。

「なにか怖いものに追いかけられたりとか、高いところから落ちたりとか、あと水に溺おぼれそうになったりとか……そういうもんだよな」

「そうね。それじゃ、今あなたが自分で言った悪夢の共通点って分かる？」

「え……」

　直人は腕を組んだ。自分が悪夢を見た時に感じたことを思い出そうとする。

「なんていうか……自分じゃどうにもならない感じだよな。逃げられないっていうか……」

「……珍しくなかなか鋭いわね」

　感心したように綾あや乃のは言った。珍しく、がなければもっと嬉うれしかったかもしれない。

「夢は人間が持っているイメージに反応して生まれると言ったわよね。つまり、夢を見ている人間に支配されているということなの。仮に一いつ瞬しゆんだけ不快なイメージにとらわれたとしても、すぐにそれを是ぜ正せいすることができる。そういう夢は悪夢にならないわ」

　なるほど、と直人は思った。

「それができないのが悪夢ってことか」

「ええ。自分が生み出したのに、自分では制せい御ぎよできない夢のこと。もともと、人間の心には色々な面があるでしょう？　悪あく夢むというのは、人間の心の制御できない部分がイメージとなって表われた状態、と言ってもいいと思うわ」

「じゃあ、夢ゆめ神がみっていうのは……？」

「制御できない夢がさらに暴走すると、イメージの核かくとなる部分が自分の意い思しを持ってしまうことがあるのよ。それが夢神と呼ばれている。今回の場合は『ヨミジ』が夢神ね。うちのクラスの誰かが、『ヨミジ』の出てくる夢を生み出したのがすべての始まりだと思う」

　綾あや乃のが棗なつめに頼んでいたことを思い出した──最初に『ヨミジ』の夢を見た人間が誰かを調べて欲しい。

「……最初にあの夢を見た奴やつが、あのバケモンの生みの親ってことか」

　夢など誰もが見る可能性がある。あの話をよく知っていれば、あの「ヨミジ」を作り出したのは直なお人とだったかもしれない。

（「生みの親」はどんな気持ちでいるんだろう）

　自殺者が出てしまった教室に怯おびえていたから「ヨミジ」の夢を見たのだろう。自分の夢が周囲に広がっていき、クラスメイトが次々と意識を失っていく今の状況が恐ろしくないはずがない。

　今の状況は「生みの親」にとっては巨大な悪夢のようなものかもしれない。起きていても眠っていても、恐ろしいことが起き続けるのだから。

「夢神は自分のいる夢の空間を制御しているけど、同時に閉じこめられているとも言えるの。かろうじて自分の生みの親の精神……魂たましいとつながっているだけ。だから、ほとんどの夢神は生みの親の人間を苦しめるだけで終わってしまう。でも、ごくまれに強い力を持った者が生まれることがある。彼らは『親』以外の人間まで、悪夢の中に引きずりこむことができるわ。彼らの目的は現実の側に来ることで、そのために人間の魂を取りこんでいるの」

　ふと、彼女の表情に暗い影が差した。直人と同じように、やよいや永なが田たのことを思い出したのだろう。

「夢神が現実の世界へ来るには、二つのものが必要なの。一つは『実じつ体たい』。夢の空間にあるものは現実の世界にあるものと違って、存在がとても不安定よ。そのままこちら側へ来ても、すぐにばらばらになってしまう……だから、はっきりとした体を持つ必要があるの」

「もう一つは？」

「悪夢と現実の世界をつなぐ『扉とびら』よ」

　昨日きのうから「扉」という言葉を何度か耳にしている。さっき永田の部屋に現れた「ヨミジ」も言っていたし、それに──。

「……昨日、お前も扉がどうとかって言ってたよな。夢の中で見ても開けるなとか。『扉』ってそれのことか？」

「そうよ。夢ゆめ神がみが力をつけるに従って、夢の世界そのものも現実の世界へと近づいていく。そして、それが限界を超えると、悪夢と現実をつなぐ『扉とびら』が現れてしまう……本ほん来らい存在しない、あってはならない『扉』だから、わたしたちは『あらずの扉』って呼んでいるわ」

「わたしたち」という表現に違い和わ感かんを覚えた。綾乃の他に誰のことを指しているのだろう。

「ただ、夢神に『あらずの扉』を開けることはできない。開けることができるのは資格を持った人間だけ。大たい抵ていはその夢神と深い関わりを持つ人間……夢神の『生みの親』よ」

「そっか……」

　直なお人とは納なつ得とくしかけて、ふと顔を上げた。

「あれ、待てよ。じゃあ、俺が『ヨミジ』の生みの親だって思ってるのか？」

「思ってるわけないじゃない……偶ぐう然ぜんにでも開けてしまうと大変なことになるから、一いち応おう注意を促うながしただけよ。あなたはうっかりしてるし」

「……」

　さすがにその説明を信じるほど素直ではなかった。この期ごに及んでもまだ夢神について話せないことがあるらしい。

（説明しないことも説明のうちだよ）

　棗なつめの言葉が頭をよぎった。不満だったが、今はそれ以上尋たずねないことにした。

「……もし、扉が開いて、夢神がこっちに出てきたらなにが起こるんだ？」

　口の中でころりとキャンディを転がして、綾あや乃のは話を続けた。

「夢神が現実の世界のものを口にすると、体の組そ成せいが変わってそれなしではいられなくなるの。人間の魂たましいを取りこんだ場合も同じで、際さい限げんなく魂を取りこもうとする……現実の世界では人間の魂は肉体と重なり合った状態になっていて、それだけを取りこむことはできない」

「え……だったら、食えないってことじゃ……」

　そこまで言いかけてぎょっとした。わざわざ魂だけを取り出す必要はない。

「体ごと食う、ってことか」

　綾乃は小さくうなずいた。

「……それに、人の魂を取りこむことで得られた『実じつ体たい』は不安定なの。それを維い持じし続けるためにも、人間を殺し続けるでしょうね。問題は夢神に対抗する手段がこの現実の世界にないってことなのよ。もともと実体を持たない夢神は、物理的に傷つけられても死なないわ」

　直人の顔から血の気が引いていった。今、起こっている異い変へんはまだほんの序じよの口くちに過ぎないのだ。夢神がこちら側へ来てしまったら、もっと恐ろしいことが起こる──。

「これからどうするんだ？」

「『親』になっている人間を見つけて、夢神と人間の繫つながりを断ちきるのよ。分かりやすく言うと、『親』がそれ以い上じよう悪あく夢むを見ないようにするの。扉を開ける人間がいなくなるから、夢神も現実の世界に出てこられなくなる。ただ、今回の場合、永なが田たくんたちの魂も解放しなければならないわ……被害を最小限に食い止めながらね」

「今言ったこと、方法はあるんだよな？」

「あるわ」

　彼女は自信たっぷりに言った。唇くちびるからキャンディの白い棒がタバコのように突き出ている。その微び妙みような動きを眺ながめながら、直なお人とはその唇が発する言葉を待ちかまえた──しかし、いつまで経たっても沈ちん黙もくが続くばかりだった。

「あの、それで？」

　我が慢まんしきれなくなって口を開いた。

「それでって？」

「だから、夢ゆめ神がみを止める方法だよ。その話をしてただろ」

「……今は話せない」

　彼女は唇をぎゅっと結んで横を向いた。

「はあ？　なんだそれ」

「話せないものは話せないのよ。わたしも完全に理由を理解しているわけじゃないし……」

　直人の頭にぴんと閃ひらめくものがあった。

「ってことは誰かに言われてるってことか？　俺には話すなって」

　彼女は黙っている。直人になにを話すか自分の判断で決めているわけではなかったらしい。ますます「誰か」のことが気になってくる。もう我慢の限界だった。

「お前にこういうことを教えたのは誰なんだ？　そいつが俺には秘密にしとけって言ったんだろ？」

「そいつなんて言っては駄だ目めよ」

　抑よく揚ようのない声で綾あや乃のは注意する。

「じゃあ、なんて呼ぶんだよ」

「お父とうさん」

「は？」

「あなたのお父さんなのよ、教えてくれたのは」

　直人は自分の耳を疑った。唇からぽとりとキャンディが落ちる。

「……お、俺の親父おやじ……？　なんで……」

「岸きし杜もりのおじさまは悪あく夢むにまつわることについて、とても詳しい人だった。わたしは子供の頃から色々教わってきたわ……まあ、弟で子しのようなものかしら。人の命がかかっているし、対たい処しよが難しいことだから、誰にでも話せるようなことじゃなかったの。わたしの母もなにも知らないはずよ」

「ちょ、ちょっと待てよ……なんだそれ」

　ふと、水みず穂ほが以前言っていたことを思い出した。死に際ぎわの孝たか臣おみが綾乃の名前を呼んだ気がすると。あの時は水みず穂ほもかなり取り乱していたので、てっきり混乱して聞き間違ったのだと思っていた。ひょっとしてあれは本当の話だったのかもしれない。自分の子供たちよりも「弟で子し」のことが気になっていて──。

「クゼーおばさんも知らないんだよな。なんでお前が教わってたんだ？」

「わたしはちょっと特別なの。だからよ」

「特別ってなんだよ」

「そ、それは……」

　綾あや乃のは言葉に詰まった──が、すぐにきっと顔を上げた。

「どうしてあなたにそんなこと話す必要があるのよ。関係ないじゃない」

　体の奥から得え体たいの知れない強い感情が湧わき上がってきた。

「俺の親父おやじの話だろ」

「どうしたのよ。一体、なにを怒っているの？」

　本当に彼女は戸と惑まどっているようだった。怒っている、と言われて初めて、自分が腹を立てていることに気付いた。しかし、怒っているのは綾乃ではなく孝たか臣おみに対してだった。

　無む口くちで大事なことをなかなか話さないが、一いち応おう家族として信頼されていると思っていた。「人の命がかかっている」ような大事なことを、どうして自分たちではなく近所の女の子に話しているのだろう。二人の子供のうち、どちらかにでも話そうと思わなかったのだろうか。そんなに自分の子供が信頼できなかったのだろうか。

「……俺に話すなって親父が言ったんだよな？」

「え……そうね。でも……」

「理由は？」

「だからさっきから話せないって……」

「話せって言ってるだろ！」

　綾乃の唇くちびるがへの字に曲がった。ついに戸惑いから怒りに感情が移行したらしい。

「う、うるさいわね！　あなたがぼんやりしてて頼りにならないから、わたしに話したんじゃないの？」

　ぶちっと頭の中でなにかが切れた。突然、直なお人とは向きを変えて歩き出す。

「ちょっと、どこに行くのよ」

　背後から足音が近づいてくる。腕を摑つかまれる気け配はいを察して、その前にくるりと振り返った。影がかかるほど近くに綾乃の顔があった。

「頼りにならない奴やつの助けなんかいらねえだろ。お前が一人でやれよ」

　綾乃の表情が凍りつく。直人は堤てい防ぼうの階段を駆け上がり、自転車に乗ってその場を離れた。




　もう、彼女は追ってこなかった。
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　三さん限げん目めが終わった後で、化学室を出た棗なつめは携帯を確認する。綾あや乃のからメールの返事は来ていなかった。

（どうしたんだろう）

　階段を降りながら彼女は首をかしげる。綾乃に頼まれた調べ物の途中経けい過かをメールで送ってからずいぶん経たつのだが、まだ返信がなかった。最後に綾乃から来たメールは、永なが田たが病院に運ばれたことと、これから学校に戻るつもりだということを伝える内容だった。まっすぐこちらに向かっていれば、とっくに着いている時間なのに。

（……考えててもしょうがないよね）

　今は自分ができることをするしかなかった。




　綾乃たちが学校を出た後、棗はまず他のクラスにいる知り合いにメールを送った。「ヨミジ」の夢を見た者がいないか確かめて欲しいと頼んだのだった。

　しかし、結局一人ひとりも見つからなかった。他の学年に調査範はん囲いを広げても結果は同じで、あの夢を見ているのはやはり２─Ｅのクラスの生徒だけらしかった。

　スムーズに行かなかったのは「誰が最初に『ヨミジ』の夢を見たのか」を調べる方だった。限られた時間でクラス全員に聞き回ったのだが、棗も含めてここ二、三日であの夢を見始めた者ばかりで、ほとんど違いはないようだった。ただ、いつから見始めたのかはっきり憶おぼえていない者も多く、正確な結果が得られたとはとても思えなかった。

　意い外がいな話を聞いたのはついさっき、化学の授業で隣となりの席に座った伊丹いたみ香か奈なからだった。

「一昨日おととい、保健室に行った時なんだけど」

　周囲に聞こえないように、彼女はひそひそ声で言った。

「保健の佐さ原はら先生になんとなくあの夢の話をしたのね。そしたら、『先週、あなたのクラスの子からそっくりな夢の話を聞いたわ』って。その時は全ぜん然ぜん気に留めてなかったんだけど……」

　先週ということは少なくとも四、五日前で、今まで聞いた中で一番早い。多分、最初にこの夢を見たのはその生徒だと思う。佐原に聞けばそれが誰か分かるかもしれない。

　棗は保健室へ向かうことにした。

　今、彼女は昇しよう降こう口ぐちにさしかかっている。グラウンドで体育の授業でもなければ、この時間に校舎を出入りする生徒はほとんどいない。静まりかえった靴くつ箱ばこの列を横よこ目めに通りすぎようとして、彼女はぎくりと足を止めた。

「……岸きし杜もりくん？」

　のろのろと上うわ履ばに履きかえていた直なお人とは、顔を上げて棗を見た。

「あ……倉くら野の……」

　なにかあったことは一目で分かった。いつもより表情が暗い──というより、珍しく怒っているようだった。

「綾乃はどうしたの？」

「……知らねえ。置いてきた」

　ぶっきらぼうに直なお人とは答えた。




　直人と棗なつめはなんとなく並んで廊下を歩き始めた。

「置いてきたってどういうこと？」

「その……さっき、ちょっとケンカした」

　まだあの怒りの勢いが残っているせいか、いつもより緊きん張ちようせずに棗と話せていた。

「どうしてケンカしたの？」

　彼女は静かな声で尋たずねてくる。うまく説明するのが難しかった。途中までは綾あや乃のではなく孝たか臣おみに腹を立てていた。それなのに、なぜか彼女とケンカになってしまった。

「なんか、あいつの隠かくしてることが多すぎてさ……全ぜん然ぜん説明しないわりに、好き勝かつ手てに色々言いうし……それで、ちょっと揉もめた」

　口に出してみるとひどく子供っぽい理由に思える。説明されるかどうかなど、気にすることはないのかもしれない──棗がそうしているように。

「どうして、倉野は説明されなくても大だい丈じよう夫ぶなんだ？」

「え、なにが？」

　棗はきょとんとした顔で直人を見上げてくる。

「だからほら……さっきあいつに色々調べて欲しいって頼まれた時、俺に言っただろ。『説明しないのも説明のうちだ』って……」

「あー、あれ」

　ははは、と彼女は照れ笑いを浮かべた。

「偉そうなこと言っちゃったけど、別に大した意味はなかったんだよね……」

「え？」

「綾乃がわたしを頼ることって滅めつ多たにないから、嬉うれしくなっちゃって。説明されなくてもあまり気にならなかったんだ。あ、でも、岸きし杜もりくんが『倉野に説明しろ』って言ってくれたのは嬉しかったよ」

「あ……別に、あれは……」

　直人は思わず目を逸そらした。

「まあ、岸杜くんが説明して欲しいって気持ちも分かるよ。だって、なにかあると綾乃は岸杜くん頼ってばっかりだしね」

　がくんと膝ひざが折れそうになった。怪け訝げんそうに棗なつめが振り返る。

「……どうしたの？」

「や、全然頼たよられてねえって……それだけは絶対ない」

　ついさっきも「ぼんやりして頼りない」と断言されたばかりだ。子供の頃から似たようなことばかり言われ続けている。

「でも、さっきだって岸きし杜もりくんと一緒に出かけてったでしょ。綾あや乃の、一緒に来て欲しかったんだと思うけど」

　襟えり首くびを摑つかまれたまま階段を降りていった自分の姿を思い出した。あれが「頼られている」うちに入るのだろうか。

「出かけてった……っていうか、無理やり引きずられてったって言わねえか……」

「でも、わたしにはああいう風ふうにしないよ」

「……ちゃんとした友達だからだろ？　普通に考えてあれはねえよ」

「そうかな、でも……」

　棗なつめは目を伏せる。上から見ると長いまつげがいっそう際きわ立だった。

「あんな風にできるの、ちょっとうらやましくなっちゃったよ……」

「え……？」

「な、なんでもない。ごめん、忘れて！」

　妙みように頰ほおを赤く染めながら、彼女は大きく両手を振る。一体なにがうらやましいのかよく分からないが、もっと分からないのはなにをそんなに照れているかだった。

　その時、ジャージに着替えた男子の集団が走ってきた。ジャージの色からすると一年生で、これから体育の授業でグラウンドに行くのだろう。騒そう々ぞうしい足音と大声が通りすぎる間、なんとなく二人とも黙ってしまった。

「わたし思ったんだけど、綾乃ってもともとはあんな風じゃなくて、もっとおとなしい子だったんじゃない？」

「え……そうだな……」

　直なお人とは記き憶おくの糸をたぐり寄せる。小学校に上がった頃はもう今と変わらなかった。学校でもちょっとした問題児じで、母親の虹にじ子こはちょくちょく学校に呼び出されていたと思う。

　ただ、もっと前──知り合った頃は、確かに話しかけられるまで黙ってもじもじと座っていた印いん象しようがある。そういう性格だったのか、初しよ対面で緊きん張ちようしていただけなのか、どちらなのかはよく分からない。

「確かにそんな感じだったかもな……でも、それがどうかしたのか？」

「うん……昨日きのう、昼休みにちょっとだけ小さい頃の話になってね。綾乃、昔は友達らしい友達がいなかったみたいなんだ。岸杜くんと知り合うことで、今みたいになれたんじゃないかなって……」

「……でも、俺にも色々隠かくしてるぞ」

「なにか事情があるんだよ」

　棗なつめはきっぱりと断だん言げんする。そうかな、と直なお人とは首をひねった。もしそうだったら、その「事情」を話してくれればいいのにと思う。だいたい綾あや乃のは昔から言葉が足りないのだ。さっきも話せない理由を教えてくれたら──いや、せめて話せないから訊きかないで欲しい、とだけ言ってくれていたら、あんな風ふうにケンカしなくても済んだかもしれない。

「……あれ、倉くら野のどうしたんだ？」

　彼女は階段の手前で歩みを止めていた。

「あ、まだ言ってなかったね。わたし、佐さ原はら先生に用事があって」

　棗は保健室のドアを指差した。中からかすかに音楽が聞こえてくる。聞き覚えはあるが曲名までは知らない。ずっと昔の外国の曲で、養よう護ご教きよう諭ゆの佐さ原はらの趣しゆ味みらしい。もちろん音楽をかけるのは、休んでいる生徒が一人もいない時に限られているが。

「うちのクラスで『ヨミジ』さんの夢を誰が最初に見たのか、佐原先生が知ってるかもしれないの……岸きし杜もりくんも一緒に来る？」

　もちろん、と答えると、棗はドアをノックした。

「どうぞ」

　おっとりした声が返ってくる。直人たちはドアを開けて中へ入った。




「岸杜くんは最近よく見るけど、倉野さんと保健室で話すなんて新しん鮮せんな感じ」

　佐原は紅茶の入ったカップを直人たちに手渡しながら言った。三人は佐原の机のそばで、椅い子すに腰掛けて向かい合っている。

「……いつも会うの、美術室でしたね」

　そういえば棗は美術部の部員で、佐原は副ふく顧こ問もんを務めている。

　年ねん齢れいは二十代の後半らしいが、ふっくらした童どう顔がんとショートの髪かみのせいかもう少し若く見える。人当たりが柔らかく聞き上じよう手ずで、生徒たちから悩み事の相談を受けることが多い。週に二回学校に来るスクールカウンセラーよりも、彼女の方が人気は高かった。

「それにしても珍しい組み合わせね……二人とも授業はどうしたの？」

　直人は思わず壁の時計を見る。そういえば、次の授業がそろそろ始まる時間だった。

「次は自習なんです」

　と、棗が答えた。

「あら、そうだったの」

　彼女の目元にうっすら笑いじわができた。

「それじゃ、ちょっとお茶を飲むぐらいなら大だい丈じよう夫ぶね。この紅茶、濃くないかしら？　初めて淹いれたから加か減げんがまだ分からなくて」

「あ……大だい丈じよう夫ぶです」

　と、直なお人とは答えた。話があって来たのは分かっているはずなのだが、「なにをしに来たの」とは尋たずねようとしない。話しやすい雰ふん囲い気きを作って、こちらが話し出すのを待っているらしい。仮か眠みん以外の用事でここに来たことはなかったが、相談しに来る生徒が多いのもうなずける。

「ちょっと先生にお訊ききしたいことがあって来たんですけど」

　と、棗なつめが切り出した。佐さ原はらは驚いたようにまばたきをする。

「え、わたしに？」

「うちのクラスの人たちが、最近『ヨミジ』さんの夢を見てるんですけど……」

　ヨミジという名前を出した途と端たん、佐原の表情が強こわ張ばった。なんだろう、と直人は思った。

「知ってるわ……校内で噂うわさになっているみたいね」

　彼女はゆっくりとカップを口に運んだ。少し動きがぎこちない気がする。

「一週間ぐらい前、『ヨミジ』さんの夢を見た人がここに来たはずなんですけど、それが誰だったのか教えていただけ……」

「どうしてそんなことを調べているの？」

　棗の言葉は硬い声で遮さえぎられた。

「それは……どうしてみんながこんな夢を見てるのか、原因が分かるかもと思って……」

「あなたたちが原因を調べる必要はないでしょう」

　ぴしゃりと佐原は言った。隣となりにいる棗の緊きん張ちようがありありと伝わってくる。突然態たい度どが変わったことに直人も驚いていた。暇ひまつぶしにここへ来る綾あや乃のにすら、こんな厳きびしい言い方をしたことはない。

「好こう奇き心しんで訊いているなら話せないわ」

「違います。それは……」

「それじゃ、どうして知りたがってるの？」

　棗はうつむいてしまう。美術部でも顔かお見み知しりの佐原にここまで強く拒きよ絶ぜつされるとは思っていなかったのだろう。

「……あの、本当に好奇心じゃないです」

　直人は気が付くと口を開いていた。

「なんていうか、最初にあの夢を見た奴やつが誰なのか分からないと、大変なことになるんです……牧まき野のみたいに眠ったまんま目を覚まさない奴がこの後も沢たく山さん出ると思う」

　夢ゆめ神がみを生んだ人間を見つけなければならないと綾乃は言っていた。そうしなければ、夢神がこちらに来てしまうかもしれないと。

「一体、なにを言ってるの？」

　佐原は面めん食くらったように聞き返す。しかし、そんなことは直人にもうまく説明できなかった。

「俺らもよく分かってないんです。綾乃に『最初に夢を見た奴』を調べてくれって言われたからそうしてるんで……」

　ちょっと岸きし杜もりくん、と棗なつめが袖そでを引っ張ったが、直人は耳を傾けなかった。自分の手の内を晒さらす以外、聞き出す方法を思いつかない。それに、この相手にはなぜか噓うそをつきたくなかった──直人自じ身しんが綾あや乃のから包み隠かくさず話を聞かせて欲しかったせいかもしれない。

「……このこと、久く世ぜさんが調べてるの？」

　直人はうなずいた。

「なんだか知らないけど、綾乃はこういうことに詳しくて……色いろ々いろ問題のある奴やつだけど、あいつの言うことはだいたい正しいんです。だから……」

　言ってしまった後で、それが生せい前ぜんの父がよく口にしていた言葉だと気付いた。あの子の言うことはだいたい正しいよ、と。父に同意してしまったようで、自分に腹が立った。

「久世さんを信頼しているのね」

「えっ？　いや、そんな。信頼なんて」

　してませんよ、と言う気にはどうしてもなれなかった。綾乃をひねくれているとか、ワガママだと思ったことはあっても、噓うそつきだと思ったことは一度もない。さっき河原かわらで夢ゆめ神がみについて説明された時も、彼女の話を疑おうとは一度も思わなかった──。

「してる……ような……かもしれないです」

　なぜか負けを認めた気分だった。袖そでを握っていた棗の指がすっと離れていった。

「……そうなの」

　佐さ原はらの表情がふっとゆるむ。どこか遠くを見るように目が細くなった。

「『ヨミジ』という名前の自殺した女の子なんて、本当はいないのよ」

「え？」

　直人と棗は同時に声を上げた。

「でも、わたしたちが入学した頃、そういう騒ぎはありましたよね……？」

　と、棗が言った。

「ええ。三階の教室から落ちて亡くなった女の子がいるのは本当よ。でも、自分から飛び降りたわけじゃない。放課後に一人で掃除をしている最さい中ちゆうに落ちてしまっただけ。警察も事故死しだと結論を出していたわ。だからマスコミも来なかったでしょう？　名みよう字じも与えるに美しい島と書いて『与よ美み島じま』。『ヨミジ』はただのあだ名よ」

　初めて聞いた時、直人は「黄泉よみ路じ」を連想した。多分、それを狙ねらったあだ名だったのだろう。そんな不ふ吉きつな名前で呼ばれていて、自殺でもないのに噂うわさを立てられた。ということは──。

「ひょっとして、いじめられてた人……だったんですか？」

　沈ちん黙もくが流れる。佐原がぐっと歯を食いしばったのが分かった。

「本人がどう思っていたか分からないけど……とにかく、徹てつ底てい的に孤立している子だったわ」

　と、彼女は言った。

「もうほとんどは卒業したけど、影えい響きよう力の強い女の子たちのグループがあったの。そのメンバーの一人と些さ細さいなトラブルを起こして、それ以来標ひよう的てきになってしまって……その子たちは注意深い分、やり方がとても陰いん湿しつだったわ。本人がやりたがらない役職に集団で推すい薦せんしたり、いたずらの濡ぬれ衣ぎぬを着せたり……特に恋愛の噂うわさがひどかったわね。男性の先生と付き合っている、という噂をあらかじめ流しておいて、後から当人がそれを言いふらしたことにしてしまうの。それを際さい限げんなく繰り返すのよ。四十歳さい以下の先生方には、だいたい一度は彼女が言い寄ったことになっていたんじゃないかしら」

　佐さ原はらは苦く笑しようを浮かべた。ひでえな、と直なお人とは思った。もし巧こう妙みようにやられたら、生徒たちは彼女を噓うそつきだと思うだろうし、教師の方も手をさしのべにくくなる。

「当然、誰も彼女のことを信じなくなるわよね。彼女は毅き然ぜんとしていたけど、二学期になったあたりから教室にいづらくなったみたいで、よくここへ来るようになったわ」

「あの……どんな人だったんですか」

「きれいな子だった。なにがあっても動じなくて、無む口くちで人を寄せ付けないところがあって……保健室に来ても、わたしとお喋しやべりするでもなく、ずっと窓まど際ぎわの椅い子すに座って本を読んでいたわ」

　聞いているうちにだんだんおかしな気分になってきた。なんだかよく知っている人間の話のようだ。直人の微び妙みような表情に気付いたのか、佐原は微笑ほほえんだ。

「似ているでしょう？　久く世ぜさんに」

「……そっすね」

「久世さんは与よ美み島じまさんと入れ替わるみたいにここへ来るようになったけど、初めて会った時はすごく驚いたわ。雰ふん囲い気きも似ているし……だから、最初は心配していたの。ひょっとしたら、与美島さんと同じような目に遭あってるんじゃないかって」

　それから、彼女は直人と棗なつめの顔を代わる代わる見た。

「でも、しばらくして取り越し苦労だって気付いたわ。久世さんにはあなたたちみたいな友達がいるって分かったから……彼女が学校の中でもうまくやって行けるのは、あなたたちの存在が大きいと思う」

　ふと、自分や棗がいない状態で、そういう厳きびしい状況に置かれている綾あや乃のを想そう像ぞうした──あいつだったらどうするだろう。いや、そもそもただ耐えている綾乃を想像できない。最初は黙っていても、そのうちなにかとんでもない方法で相手に反はん撃げきすると思う。

「その与美島さんなんですけど」

　と、直人は言った。

「なんで学校をやめなかったんですかね……じゃなかったら転校するとか」

「わたしも先生方がたに相談したり、一応は手を打ったんだけどうまく行かなくて……本人にはその選択肢しも勧すすめてみたわ。でも、彼女は頑がんとして受け入れなかった。なにがあろうとも、顔色一つ変えずに毎日学校に来ていたわ」

「……どうしてですか？」

　と、棗なつめが尋たずねた。

「分からないわ」

　佐さ原はらは静かに首を振った。

「どうしてもこの学校に居続けたい理由があったみたいだった。でも、最後までわたしには話してくれなかったわ……もし、それを聞くことができていたら、状況は変わっていたかもしれない。ひょっとしたらあんな事故も……」

　不意に痛みをこらえるようにぎゅっと目を閉じた。

「……どうも、わたしは人の悩みを聞くのが下手へたみたい」

　軽い口く調ちようがかえって悩みの深さを物語っているようで、直なお人とたちはなにも言えなかった。再び目を開けた時は、もういつもの彼女に戻っていた。

「さっきはきつい言い方をしてごめんなさい。どうしても『ヨミジ』の噂うわさは好きになれなくて……わたしの知っている与よ美み島じまさんとは全然違ちがう誰かの話だから。自殺するような人ではなかったし、顔も知らない後こう輩はいを夢の中で怖がらせる人でもなかった……芯しんが強くてプライドの高い人だったわ」

　直人は黙って耳を傾けていた──確かにその与美島という少女とあの夢ゆめ神がみはまるで違っていると思う。しかし、あの怪かい物ぶつもなんらかの意い思しを持っているのは確かだ。一体、なにを考えてなにをしようとしているのだろう。

「……あなたたちがなにを調べているか、わたしには分からない。でも、あなたたちが久く世ぜさんを信用しているように、わたしもあなたたちを信じることにするわ」

　佐原はそこで一いつ旦たん言葉を切った。

「先週、ここで夢の話をしていったのは牧まき野のさんよ」

「えっ……？」

　夢神は最初に彼女の魂たましいを食っている──現実の世界へ出るには、夢神の「親」の協力が必要だったはずだ。

「でも、彼女は自分がその夢を見たとは話していなかったわ。部活へ行く前にちょっと立ち寄って、『そういえばついさっき聞いたんですけど』って、その夢の内容を話してくれただけ」

　思わず棗と顔を見合わせた。ということは「最初に『ヨミジ』の夢を見た者」は他にいるのだ。

「それ、いつでしたか？」

　棗は身を乗り出して尋ねた。一いつ瞬しゆん、佐原は空中に視線を向ける。

「確か……金曜日の放課後だったわ」

　と、彼女は答えた。
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「金曜日の放課後に牧まき野のが会った奴やつ……ってかなり限られるよな」

　保健室を出た後、階段を上りながら直なお人とは言った。

「でも……あの日は帰りのホームルームが終わってすぐ、やよいちゃん教室を出て行っちゃった気がする。なにか用事があるって言ってたような……」

　棗なつめは歩きながら首をかしげる。どうしてもその用事を思い出せないらしい。

「……後でみんなにも聞いてみるよ」

　二人は三階の教室に戻るところだった。今は自習の時間になっている。話も聞きやすいはずだ。

　あんな風ふうに正直に尋たずねたのは、さっき綾あや乃のと言い合った時のことが頭にあったからだ。

（綾乃の奴やつ、どうしてるんだろう）

　結局、彼女のことがずっと気になっていた。一人でやれと言ってしまったが、本気で手を引きたいと思っているわけではなかった。もともと仕方なく綾乃を手伝っているわけではない。自分から進んでそうしているのだ。

　それに、さっき保健室でも認めてしまった──自分は綾乃を信用しているらしい。彼女のすることはだいたい正しい、と。




　三階へ上がり、２─Ｅの教室に近づくにつれてざわめきが大きくなってきた。かなり大声で話しているらしい。後ろのドアを開けて中へ入ろうとした時、

「……話を聞きなさい」

　いきなり綾乃の声が聞こえてくる。二人はぎょっとして立ち止まり、ドアの隙すき間まから中を覗のぞきこむ。

　綾乃が教きよう卓たくに両手をついて立っていた。いつのまにか学校に戻っていたらしい。

「あいつ、なにやってるんだ？」

「……なんだろうね」

　棗も首をかしげている。黒板には赤いチョークで大きく「寝るな」と書き殴なぐってある。

「今夜は家に帰ってもなるべく眠らないようにして」

　彼女は教室を見回しながら言った。

「眠ると牧野さんや永なが田たくんみたいになるわよ」

　生徒たちの間にざわめきが広がる。さっき公園で「被害を最小限に食い止める」と言っていた。クラスメイトたちに注意を促うながそうとしているのだ。

「ちょっと待って。永田にもなにかあったのか？」

　真まん中なかあたりの席に座っていた山やま中なかが言う。そういえば、と直なお人とは思った。ここにいる生徒のほとんどは、やよいがここから運ばれていったところしか見ていない。夢ゆめ神がみに食われた人間がどうなるのか、よく分かっていないのだ。

「彼も病院にいて、眠り続けているわ。牧まき野のさんと同じよ」

　不安げなざわめきがさらに広がった。

「それ、なにかの病気なのか？」

　山中も声を張り上げた。このクラスでは永なが田たと誰よりも仲がいい。多分、今日もずっと心配していたのだろう。

「病気じゃないわ。でも、場合によってはこのまま目を覚まさないかもしれない……」

「あの……病気じゃないとすると、なんなの？」

　おそるおそる香か奈なが尋たずねる。

「それは……」

　綾あや乃のは言葉に詰まる。そこへ山中がさらに質問を重ねた。

「分かってることがあるなら、全ぜん部ぶ説明してくれないか？　目を覚まさないっていうのは本当なんだよな？」

「……本当よ」

　彼女は疲れたような声で言った。さっき直人と話している時に比べると、どことなく受け答えに精せい彩さいがない。
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「でも、全部は説明できない。とにかく言うことを聞いて」

　教室に白けたような沈ちん黙もくが広がった。

「あの、そんなこと言われても困るんだけど」

　香か奈なが少し強い口く調ちようで言った。しかし綾あや乃のにしては珍しく、言い返されても黙ったままだった。おかしいな、と直なお人とは思った。いつもだったら強ごう引いんでもなんでも、ぴしゃりと言い返しているはずだ。

　いつもより迫力に欠ける綾乃に安心したのか、皆は口くち々ぐちに不満を洩もらし始める。いきなり徹てつ夜やしろってなんなんだよ。説明してって言われてるのになんでしないの。眠ると目が覚めないって意味分かんねえ。永なが田たくんが病院にいるってなんで知ってるの……。

「……うるさい」

　突然、地を這はうような低い声で綾乃はつぶやいた。それでも不満の声が収まらない。彼女は無言のまま、底そこ光びかりのする鋭い目でクラスの中をゆっくりと見渡していった。一人一人と目を合わせているらしい。眼がん光こうに気け圧おされて話し声は少しずつ止んでいき、ついには咳せき一つ聞こえないほど静まりかえった。

「……説明しろしろしろって何度言えば気が済むの」

　吐き捨てるように綾乃は言った。そんなに何度も言ってたっけ、と直人は首をひねった。

「なにも知らないくせに文句ばかり言って。説明するのは簡単なのよ。いつでもできるわよ。でも、説明されればそれで満足なの？　どんなことを聞かされても後こう悔かいしない自信があるの？　責任を受け入れる覚かく悟ごができているの？」

　抑よく揚ようのない声が教室の中を流れていく。直人はドアのそばに立ったまま、身動き一つせずにそれに耳を傾けていた。これは、ひょっとして──。

「わたしが好きで黙っていると思っているの？　どうして説明しなかったか、ちゃんと言ったじゃない。『話すな』って言われてたって。どうして分かってくれないの……？」

　皆が困こん惑わくしたように互いに視線を合わせ始める。その言葉は途中から彼らに向けられたものではなくなっていた。

（……俺に言いたかったことなんだ）

　直人の胸がずきりと痛んだ。

　隣となりにいた棗なつめが静かに動く気け配はいがする。ドアに手をかけて教室に入ろうとしていた。綾乃に助け船を出すつもりらしい。

「倉くら野の、ちょっと」

　小声で棗を止めた。これだけは他人に任せてはいけない気がする。直人は自分がドアを開けて教室に入る。途と端たんに皆の視線が集まってきた。遅刻してきたようで居い心地ごこちが悪い。

　綾乃は教きよう壇だんの上で棒ぼう立だちになっていた。まさか今の話を聞かれているとは思わなかったのだろう。両目を大きく見開いたまま、耳まで真まっ赤かになっていた。

「な、なにしに来たのよ」

　それでも文句を言うだけの気の強さは残っていた。直なお人とはそれに答えずに、教室の真まん中なかあたりに視線を据すえた。

「山やま中なか」

　山中は無言で直人と視線を合わせた。

「話さなくて悪かったけど、俺さっき綾あや乃のと一緒に永なが田たんちに様よう子す見みに行ったんだ。あいつ、俺らの目の前で病院に運ばれてったよ」

　それから、直人は他の生徒たちも見回した。

「話の意味がよく分かんなかったと思うけど、綾乃が言ってることは全部ホントなんだ……夢の中であの『ヨミジ』に食われた奴やつは目を覚まさない。俺は夢の中で二人が殺されるのを見てる。食われた奴がどうなるのか知りたかったら、病院へ永田たちを見に行ってくればいいと思う」

　教室の中は相変わらず静かだった。自分の話を全員が信じたわけではないだろう。それでも少しでもあの夢ゆめ神がみを警けい戒かいしてくれればいいと思った。

　自分にできることと言えばこれぐらいしかないのだ。




　直人が話し終わると、綾乃は教きよう壇だんを降りてぷいっと教室から出て行ってしまった。途と端たんに教室のあちこちでひそひそ話が始まった。棗なつめは女子の輪に交じって話をしている。金曜にやよいが話した相手が誰なのか訊きいているのだろう。

　直人は山中を初めとする何人かに永田の容よう態だいを訊きかれた。話が一いち段だん落らくしたところで、綾乃を捜しに教室を出た。なんとなくあまり遠くへ行っていない予感がする──案あんの定じよう、廊下の端はしにある空あき教室のドアが細めに開いていた。いつもは鍵かぎがかかっているのに。

　中を覗のぞきこむと、教壇の縁ふちに腰を下ろしている長い髪かみの後ろ姿を見つけた。教室に足を踏み入れた途端、埃ほこりの臭においが鼻をくすぐる。足音は聞こえているはずだが、綾乃はこちらを見ようとしない。彼女の背中はいつもより華きや奢しやに見えた。

「……こんなところの鍵、持ってるのか」

　彼女の傍かたわらには銀色のリングに通された鍵かぎ束たばが投げ出してあった。綾乃が校内の様々な場所の合い鍵を勝かつ手てに作っているという噂うわさは知っている──いや、校内だけではないかもしれない。明らかにコインロッカーのキーとしか思えないものや、中ちゆう世せいの牢ろう屋やでも開け閉めするような古めかしい鍵までそこに含まれている。本当に持っていて大だい丈じよう夫ぶなのか心配になるものばかりだった。

「……なんなのよ、さっきの……」

　彼女の声は淡たん々たんとしていて、責めるような調子はなかった。

「一人でやれって行ったくせに」

「お前、俺が頼りないって言っただろ」

　と、直なお人とは言った。

「あれ、なんか親父おやじに言われてるような気がしてさ。俺になにも大事なことを喋しやべらなかったのも、そう思われてたせいなんだなって……」

「わたし、そんなこと言ってないわよ。馬鹿じゃないの」

「……そうだな」

　好きで黙っているわけではないとさっき言っていた。よほどの理由があるのだろう。棗なつめも言っていたとおり「説明しないことも説明のうち」だ。

　もうしばらく彼女のすることに付き合おうと思った。

「次にわたしを無視して帰ったら瞬しゆん殺さつするわよ」

「分かった……けど、瞬殺はやめろ」

「そう。じゃあ、じわじわと殺……」

「かえって怖いわ。他に言い方はねえのかよ」

　突然、綾あや乃のは立ち上がって、くるりと直人の方に向きを変えた。

「……もう少しわたしを信用して」

　彼女は体温が感じられるほどすぐそばにいた。緊きん張ちようしながらうなずくと、ふん、と鼻を鳴らして満足そうに笑った。なぜかその笑顔がまぶしく見えて、思わず一歩引いて視線を逸そらしてしまう。教きよう壇だんの上にはまだ鍵かぎ束たばが落ちたままだった。

「お、お前、ちゃんと持ってろよ」

　直人は鍵束を拾い上げて、彼女の右手の上に載せる。わずかに指先が触れた──と、思った瞬しゆん間かん、鍵束ごと直人の手がぎゅっと握りしめられた。細く白い指が直人の手の甲こうに触れる。子供の頃、遊んでいる拍子に何度も握ったことのある手だった。

「ど、どうしたんだ？」

「なんでもないわ。ちょっと黙ってて」

　彼女はうつむいたまま、いつもの声で答えた。

「なんでもないっておい……ちょっとその、手を……」

　放せよ、という言葉は途中でどこかへ消えてしまう。彼女の手は冷たく、まるで誰かに握り返されるのを待っているような気がした。

「綾乃……？」

　なんだかよく分からないが、一いち応おう握り返した方がいいんだろうか、と思い始めたその時、

「あ、ここにいたんだ」

　ドアの方から声が聞こえる。綾乃はぱっと手を離して、直人の肩かた越ごしに廊下の方を見た。

「あら、棗」

　何事もなかったかのように綾あや乃のは言った。棗なつめが教室に入ってくるところだった。




「……結局、誰が牧まき野のさんに夢の話をしたのか分からなかったのね？」

　と、綾乃が言った。棗は自分がクラスメイトたちから聞いた結果を話しているところだった。

「うん……保健室に行くまでの間、誰もやよいちゃんと話してないの。帰りのホームルームが終わって、彼女が教室から出て行った後は誰も見てないって。保健室に行く前になにか用事があったそうだけど、それもみんな聞いてないって言うし……」

「教室を出る前……は、誰かと話さなかったのか？」

　直なお人とが尋たずねると、なぜか彼女は困ったような表情になった。

「話した人はいると言えばいるんだけど……なんか、色いろ々いろ考えると、やよいちゃんが放課後教室で話した人っていうのは、わたしだけ……みたいなんだ……」

　そういえば、やよいから「用事がある」ことを聞いていたのは棗だった。直人の視線に気付くと、棗は青くなって胸元をかき合わせた。

「違うよ！　わたしじゃないからね……」

「そ、そんなこと思ってねえよ。倉くら野のが俺らにそんな隠かくし事するわけねえし……」

　慌あわてて否定しながら、直人は不ふ思し議ぎな気持ちになった。つい昨日きのうまでは棗とこんな風ふうに親しく口は利けなかった。いつのまにか彼女とも「友達」らしくなっている。

「……考えられることは二つしかないわね」

　綾乃が口を開いた。

「まだわたしたちが知らないところに、あの夢を見ている人間がいるか……あるいは誰かが噓うそをついているかよ」

「でも、他のクラスではあの『ヨミジ』さんの夢を見ている人はいないみたい。それに、あの夢にうちのクラス以外の人が出てきそうにもないよね。夢の中の場所はうちの教室だけみたいだし」

　綾乃は棗にまだ「夢ゆめ神がみ」の話をしていない。時期を見ているのか、あるいは直人以い外がいには話さないことに決めているのかもしれない。そのことにもなにか理由があるのだろう。

「ってことは、噓をついている人間がいるってことか」

　直人の言葉に、棗はすかさず口を開いた。

「でも、そんなことを隠す理由ってあるかな？　もしわたしが最初にあの夢を見てるんだったら、他の人に話したくなると思うんだよね。それに、その人もやよいちゃんには普通に話しているわけでしょ？」

「そうだよな……」

　直人も首をかしげる。

「この状況だと、『最初に夢を見た人間』は今日きよう中じゆうに見つからないかもしれないわね」

　綾あや乃のは沈んだ声で言う。三人は互いの顔を見合わせた。

「そうだね……」

　このまま学校が終わって夜になれば、また夢ゆめ神がみに魂たましいを食われる者が出てしまうかもしれない。

「……わたしたちも眠らない方がいいんだよね？」

　棗なつめが綾乃に尋たずねる。

「もちろんそうよ」

　彼女は深くうなずいてから、いきなり直なお人との腕を摑つかんだ。

「ちゃんと聞いてるの？　あなたも絶対寝ねちゃダメなのよ？」

「分かってるよ……」

　微び妙みような言い方になったのは、別のことが気になっていたからだ。今まで一度も頭に浮かばなかったのが不ふ思し議ぎなぐらいだった。

「綾乃はこの『ヨミジ』の夢を見てないんだよな？」

　一いつ瞬しゆん、彼女の顔からすっと表情が消えたような気がした。

「……見てないわ」

「なんで見てないんだ？」

「わたしはほとんど夢を見ない。生まれつきそういう特別な体質なのよ」

　綾乃は直人の顔を見ながら、特別、という言葉に力をこめた。

（わたしはちょっと特別なの）

　どうして綾乃だけが孝たか臣おみの「弟で子し」に選ばれたのか尋ねた時、彼女はそう答えていた。そういうことだったんだ、と直人は思った。悪あく夢むを見なければ、夢神に食われる心配はない。




　　　　　　　　　６




　結局、直人たちは「ヨミジ」の夢を最初に見た「親」を見つけられなかった。表面上はいつもと同じ一日で、２─Ｅの生徒たちは授業を受けて自分の家へ帰っていった。しかし、これから自分たちがどうなるのか、誰もが不安を抱いていたはずだ。

「……『親』のことで少し気になっていることがあるの」

　学校から帰る途中、二人きりになってから綾乃は言った。

「人間の持っている恐怖や不安のイメージに反応して悪夢は生まれる……自分たちの教室で、亡くなった人がいるのは不ぶ気き味みかもしれないけど、それだけで悪夢を見るほどの強い恐怖を抱くかしら。わたしたち、その女の子と同じクラスだったわけじゃないのよ」

　直人はうなずいた。確かに自分だったらあまり気にしない気がする。そこまでの強い感情を抱くことがあるとしたら──。

「……与よ美み島じまって人のことを前から知っていた、とか」

「そうね。でも、もともと彼女に面めん識しきがあるなら、もう一つ不ふ思し議ぎなことがあるわ。どうしてその時ではなく、一年も経たった今になって悪あく夢むを見るようになったか、よ」

　最近になってから悪夢を見ざるを得ないなにかが起こったということかもしれない。その可能性についてあれこれ話し合ったが、納なつ得とくの行くような結けつ論ろんは出なかった。

「……とにかく、早いうちに『親』を見つけて今の状況を終わらせる必要があるわ」

　と、綾あや乃のは言った。人間は眠らなければ生きていけない。たとえ今夜は起きていられたとしても、次の日は分からない。夢ゆめ神がみの方が圧倒的に有利だった。

　具体的にどうやって「親」から悪夢を引き離すつもりなのか、綾乃は相変わらず説明しようとしない。今夜は眠るなと直なお人とに繰り返すだけだった。

「棗なつめは大だい丈じよう夫ぶそうだけど、あなたは眠りそうで心配だわ。なにか手を打った方がいいと思う」

　またなにか突とつ拍ぴよう子しもないことを言い出しそうで、直人の方が心配になった。しかし、その後彼女は自分の家に帰って行っただけだった。自分の言ったことを忘れてしまったらしい。心配して損した、と直人は思った。




「……お兄にいちゃん」

　考えこんでいた直人は妹の声で我に返った。

「おかわり、もういいの？」

　直人たちはダイニングキッチンのテーブルで夕食を囲んでいた。今日のおかずは豚ぶたのしょうが焼きとポテトサラダで、水みず穂ほはもうとっくに食べ終えている。直人だけが空っぽの茶ちや碗わんと箸はしを手にぼんやりしていた。

「あ、うん……ごちそうさま」

「お粗そ末まつさまでした」

　か細い声でそう言った途と端たん、水穂は素早く動き始めた。残り物を冷蔵庫にしまい、茶碗や皿の類たぐいをシンクに移し、テーブルを拭ふき、自分もなにか手伝おうと直人が腰を浮かしかけた時には、もう目の前で食後の日本茶が湯ゆ気げを立てていた。

　洗い物をする妹の後ろ姿を見ながら、直人は仕方なく出された茶を飲み始めた。

「……今朝けさ、どうして早く出たの？」

　ふと、思い出したように水穂が言った。今朝は食事もせずに家を飛び出してしまった。本当に色々とありすぎた一日だった。

「あ、今朝はちょっと綾乃の奴やつと……」

　うっかり口を滑らせてからしまったと思った。振り返った水穂の目が、眼鏡めがねの奥で冷たく光っている。

「あんな人と、仲良くしてる人は、うちには入れません……」

　水穂の前で綾乃の話は禁きん句くだった。おとなしいこの妹にしては珍しく他人を毛け嫌ぎらいしている。

「え……ちょっと。そこまでしなくても……」

　直なお人とが控ひかえ目に抗こう議ぎすると、彼女は大きく目を見開いた。

「まさか……あんな人と、おつきあいを……」

「してねえって。変なこと考えんなよ」

　綾あや乃のは水みず穂ほの中ではいつも「あんな人」だった。直人が「あんな人」と仲良くしすぎていないか、いつも気にしていた。

　それでも水みず穂ほは「あんな人」の母親の虹にじ子こにはよくなついている。直人たちの母親が早くに他た界かいしたせいだろう。本人は認めないだろうが、綾乃が孝たか臣おみになついていたことと似たようなものだと思う。

（結局、そういうところは似てるんだよな）

　だから余よ計けいに反発したくなるのだろう。もっとも綾乃の方はそういう水穂の態度を気に留めておらず、どちらかというとからかって楽しんでいる感じだった。そうなると苦労するのは間に入っている人間だ。

（親父おやじもこういう風ふうに思ったことがあんのかな）

　直人は熱い茶を一ひと口くち飲んでため息をつく。昼間話はなしを聞いた限りでは、綾乃は「弟で子し」という位置づけだったらしい。実の娘とは違う接し方をしていたはずだが、そんなことは外から見て分かるわけではない。

（……え？）

　湯ゆ吞のみを持つ手が止まった。突然、頭の中で様々なことが繫つながり始める。

　綾乃の話では、孝臣は悪あく夢むについて様々な知識を持っていたらしい。事故に遭あった時、父は寝ね不足だったようだと警察は言っていた。もし直人が見ているような悪夢が原因だとしたら。父の死が悪夢と繫がっているとしたら。死に際に綾乃のことを口にしたのも、綾乃が「弟子」だったからかもしれない──。

「……水穂」

「なに？」

「父とうさんが病院で息を引き取った時だけど……綾乃の名前を呼んでた、って言ってたよな？」

　沈ちん黙もく。しばらくの間、水音だけがキッチンに響ひびいた。

「聞き違い……だと思う」

　小さな声で水穂は言った。しかし、必ずしもそう思っていないことを今の沈黙が物語っている。本当にそう言ったと思いたくないというのが正直なところだろう。

「うん……聞き違いでも別にいいんだけど、その時とき親父が他になんて言ってたか憶おぼえてるか？　もし他のことでなにか思い出せることがあったら、なんでも……」

「赤い、目」

　直人のみぞおちがすっと冷たくなった。

「今、なんて……？」

「あの時、急に起きて……赤い目、って言ってた」

　突然、直なお人とは夢の中で人間に食らいついている夢ゆめ神がみを思い出す。あの怪かい物ぶつの目も赤かった。

　昨日きのう、保健室であの夢の話をした時、彼女は真まっ先さきに怪物が「赤い目」を持っているかどうか尋たずねてきた。放課後にマンションの前で話した時も言っていた──その赤い目の怪物になにもされなかったのよね？

（……あいつ、知ってたんだ）

　孝たか臣おみの死は「赤い目」が出てくる悪あく夢むとなにか関係があるのだ。

　その時、ジャージのポケットの中で携帯が震えた。画面を開くと綾あや乃のからメールが来ている。件けん名めいはなし。本文も一行だけ。




『うちに来て』




　なにかあったのかもしれない。直人はテーブルに手を付いて立ち上がった。

「……どうしたの？」

　いつのまにか水みず穂ほは洗い物をやめて、こちらを振り返っている。

「ちょっと今から綾乃の家に行ってくる」

「……」

「だから付き合ってねえって……学校の用だよ」

　直人はそう言ってごまかした。多分、夢神に関係したことだろう。「赤い目」のことも訊きかなければならないと思った。




　それからしばらく後、直人は久く世ぜ家けの玄げん関かんに立っていた。半なかば蔦つたに埋もれた壁からチャイムを探し出したが、鳴らしても人の動く気け配はいがない。

「鍵かぎはかかってないから入っておいで！」

　家の中から虹にじ子このよく通る声が聞こえてきて、直人はドアを開けて中に入った。

「おじゃまします……」

　家の前は毎まい朝あさ通っているが、中に入るのは数年ぶりだった。以い前ぜん来た時とちっとも変わっていない。吹き抜けの玄関ホールを薄暗い照明がぼんやりと照らしている。古い土つち壁かべと木の床からは独特の湿った匂においが漂っていた。

　直人は靴を脱いで軋きしんだ床に足を載せる。

「おや、こんばんは」

　開いたドアの向こうからあいさつされる。ホールの隣となりには久世家の居間があり、すりきれた革かわ張ばりのソファで虹子がくつろいでいた。巨きよ体たいを包んでいるのはごく普通のパジャマとガウンだったが、どちらも昼間着きている服と同じように、目の痛くなるような派は手でなオレンジ色だった。膝ひざの上には黒いぶちの飼い猫が座っている。

「……こんばんは」

「今日はうちに泊まるんだってね」

「ええっ？」

　いきなりそう言われて耳を疑った。そんな話はこれっぽっちも聞いていない。

「おや、違うのかい？　こないだのテストであんたが学年ビリになって、明日の追つい試しでまともな点数を取れないと退学になるもんだから、今夜は綾あや乃のの部屋で猛もう勉強するって聞いたんだけどね……」

　あまりにも無む茶ちや苦く茶ちやな作り話に目まいがしてきた。どうやら綾乃が「なにか手を打った」結果がこれらしい。今晩、直なお人とが眠らないように見張るつもりなのだろう。

「……しかし、あんたは決して勉強のできる方じゃないとは思ってたけど、そこまで大変なことになってるとは思わなかったよ……孝たか臣おみさんが聞いたらさぞ怒るんじゃないかねえ……」

　虹にじ子こは呆あきれ果てたようにため息をつく。ため息をつきたいのは直人の方だったが、そうするわけにもいかず、

「す、すいません……」

　仕方なく頭を下げた。作り話にしてももう少し当たり障さわりのないものにして欲しかった。

「まあ、あんたも正しよう念ねん場ばだろうけど、うちの子も今日はすごく元気ってわけじゃないからさ。あんまり無理はさせないでおくれよ。ああ見えても女の子だしね」

「……あいつ、具合でも悪いんですか？」

　ほとんど一日中一いつ緒しよにいたが、まったく気が付かなかった。

「なんか昨日きのうはよく寝てないみたいだよ。帰ってきてからもあくびしてばっかりだし」

「そうですか……」

「目が赤いもんだから、最初はあんたに泣かされたのかと思ったよ」

　虹子はくすくす笑う。さっきまで「赤い目」のことを考えていた直人には笑えなかった。

「ん？　どうかしたのかい？」

　この人は孝臣の死に夢ゆめ神がみが絡んでいることを知っているのだろうか──多た分ぶん知らない、はずだ。綾乃は虹子が夢神についてなにも聞かされていないと言っていた。綾乃が選ばれたのは、「夢を見ない」という特別な体質のせいなのだと。

「普段、おばさんは夢を見ますよね……？」

「なんだい。薮やぶから棒ぼうに……見るに決まってるだろ。夢を見ない人間なんていないさ」

　やっぱり綾乃だけの「体質」らしい──ふと、直人は違い和わ感かんを覚えた。どうも虹子は綾乃の体質のことを知らないようだ。長なが年ねん暮らしていて気付かないということがあるだろうか。もしそうだとしても、母親ですら知らないことを、どうやって他人の孝臣が知ったのだろう。

「あら、直なお人と？」

　後ろから声が聞こえる。振り向くと廊下の奥の方から、長なが袖そでのＴシャツを着た綾あや乃のが歩いてくる。風ふ呂ろから上がったばかりらしく、しっとりと濡ぬれた髪かみが光っていた。見み慣なれない姿につい目が離せなくなった。

「思ったより早く来たのね。そんなところでなにしてるの？」

「……風呂に入ってたのか」

　緊きん張ちようのせいか、つい当たり前のことを言ってしまう。綾乃は不ふ審しんそうに眉まゆを寄せる。

「わたしもお風呂ぐらい入るわよ。なにか変かしら」

「……いや、別に」

　綾乃は直人の肩かた越ごしに居間を覗のぞきこんだ。密着した体からはボディソープの香りのする湯ゆ気げが立ち上ってきて、直人の頭に血が上りそうになった。本人が全ぜん然ぜん意識していないのがいっそう困る。

「ああ、あたしが直人を呼び止めたんだよ」

　虹にじ子こが綾乃に向かって言った。

「戸と締じまりなんかはあたしがやっとくから、自分の部屋に行っていいよ。あんたたちは忙しいんだろ」

「ええ……ごめんなさい。母かあさん」

　さすがの綾乃もこの母親の前ではおとなしい。彼女は直人の袖そでをぐいと引っ張った。

「それじゃ、わたしの部屋に行くわよ」

「あ、うん」

　綾乃の後について、直人は階段を上がっていった。
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　綾乃の部屋は庭を見下ろす南向きの洋室で、隅すみ々ずみまできちんと整理されていた。ベッドとクローゼットとパソコンデスクの他には、分ぶ厚あつい本の詰まった大きな本ほん棚だながいくつも並んでいる。女の子の部屋というよりは研究者の部屋のようだった。

「こんなだったっけ、お前の部屋……ってか、パソコンなんか持ってるんだ」

　以前、使っていたのは本棚のついた学習机づくえで、ベッドのそばにはぬいぐるみも並んでいたはずだ。

「昔と同じわけないじゃない。あなたが最後にここへ来たのは、小学生の頃なのよ」

　綾乃はベッドに腰掛けて、バスタオルで髪を拭ふいている。直人はどこに座るべきか迷った。いくらなんでもベッドはまずい。しばらく迷ってから、パソコンデスクの前にあった椅い子すを引き出して座った。身長が違うから当たり前だが、自分の部屋の椅子よりも腰の位置が低い。ひどく落ち着かない気分だった。

「俺を呼んだのって、居い眠ねむりしないように見張るためなんだよな？」

「そうよ」

「……このまま、朝までなにするんだ？」

「別に。夜は特にすることもないし。こうしているだけよ」

　綾あや乃のは平然とバスタオルを動かし続けている。完全にリラックスしていた。直なお人とは複雑な気持ちだった。同年代の男と一緒に一ひと晩ばん過ごすことの意味を考えていたら、ここまで無む警けい戒かいにはなれないと思う。

　もっとも、意識されたら叩たたき出されるだけの話だ。それはそれであまり嬉うれしくない──。

（……ちょっと待てよ）

　意識しているのは綾乃ではなく自分の方ではないのか。ずっとただの幼おさななじみのつもりだった。今まで付き合っているのかと訊きかれるたびに、条件反はん射しやのように違うと答えてきた。しかし、一度でも真剣に自分の気持ちを探ったことがあっただろうか。

「どうしたの？　なんだかすごく苦しそうね」

　綾乃は首をかしげながら直人の様よう子すを窺うかがっていた。

「別に。なんでもねえよ」

「でも、真剣な顔だったわよ？　なんだか……」

　綾乃ははっと息を吞んで、少し気まずそうに目を伏せる。まさか、考えてることが分かったんだろうか、と思いかけた時、

「……トイレなら一階よ。遠えん慮りよしないで行っていいわ」

「別に腹は痛くねえよ……」

　どうやら全ぜん然ぜん分かっていないらしい。直人は頭に浮かんだことを強ごう引いんに振り払った。今の自分にはどうでもいい話だ。もっと他に考えなければならないことがある。

「倉くら野のとか、この部屋に来るのか？」

　直人は話題を変えるつもりで言った。

「ええ。でも、最近ここへ来るのは棗なつめぐらいかしら。わたし、この部屋にあまり人を入れないことにしてるから」

「へ、へえ……」

　またどう受けとっていいか分からないことを言う。心の平静を保つために、意味もなく間ま近ぢかな本の背せ表紙をじっと見つめた。ホメロスの『オデュッセイア』。内容は全然知らない。そこへ綾乃がもう一言付け加えた。

「あなたのお父とうさん……岸きし杜もりのおじさまもよく来てたわ」

　椅い子すに座っていた直人の背せ筋すじがぴしっと固まる。どんな風ふうに父の話を切り出すか、この家へ来るまでずっと考えていた。綾乃は髪かみを拭ふく手を止めて直人をまじまじと見つめている。

「な、なによ」

「『ヨミジ』が俺の親父おやじを殺したのか？」

　綾あや乃のは息を吞んで、一いつ瞬しゆん視線を外した。

「……いきなりなにを言ってるの」

　いつのまにかタオルの動きが止まっている。明らかに動どう揺ようしていた。

「『ヨミジ』が現れたのはつい最近でしょう。あなたのお父とうさんが亡くなったのは一年も前のことじゃない」

「……夢ゆめ神がみに殺されたってことは否定しないのか？」

　綾乃はぐっと唇くちびるを嚙かんだ。

「お前、ずっと夢神に『赤い目』があるかどうかを気にしてたよな。さっき水みず穂ほが言ってたんだ。親父は死ぬ直前に『赤い目』って言葉を口にしてたって……なにか知ってるんだろ？」

　直なお人とは正面から彼女の顔を見つめた。黙ってその視線を受けとめていた綾乃は、やがてふっと力なく息をついた。

「岸きし杜もりのおじさまが亡くなる少し前、この部屋に来て話したの……自分が『赤い目』の夢神に狙ねらわれているかもしれないって。具体的になにが起こっているのか教えてはくれなかったけど、とても危険な夢神だからなるべく関わらないようにしなさいって。わたしはずっと注意していたわ。あなたやわたしの周りにそういう夢神が現れたりしないか……」

「それが『ヨミジ』だったってことか」

「よく分からないわ。だから、あなたにも話さなかったの。今も言ったけど、岸杜のおじさまが亡くなったのは一年も前でしょう。おじさまの事故のことはわたしも少し調べたけど、夢神が絡んでいるように見えるところはなかった。本当に事故が原因で亡くなったのかもしれないわ。『赤い目』の夢神のことで、悩んでいたのは確かだと思うけど」

　もう直人にも分かってきていた。綾乃は父を「悪あく夢むに詳しい人」と言っていたが、そんな単純なことで片付く話だとは思えない。

「狙われてたってことは、親父は夢神を敵に回してたってことだよな……ってことは、敵に回すようなことをやってたんじゃないのか？　誰かに頼まれて、夢神を倒してたとか」

　父はなにか「副ふく業ぎよう」を持っている様よう子すで、土日になると一人で出かけていた。会社勤づとめの傍かたわら、夢神退たい治じをやっていたのではないだろうか。いや、むしろそちらの方が本業だったのかもしれない。

　綾乃はふっと微笑ほほえんだ。どこまで当たっているのか分からないが、間違いではないらしい。

「前にも話したと思うけど、夢神を倒すことはできないわよ……この現実の世界ではね」

「でも、止める方法はあるって言ってたよな？」

「……殺すことができないものを、止めるにはどうしたらいいと思う？」

　なぜ自分の方が質問されているのか分からなかったが、直人は一いち応おう考えてみた。

「まあ……動けなくするとか、閉じこめるとか」

「そうね。でも、その場合はどうやって動きを止めて、どこに閉じこめるのか、ということが問題になるわよ」

　そんなことを言われても分かるはずがない。彼女はその続きを口にしようとしなかった。

「まだそれも話せない……ってことか？」

　その質問にも答えはなかった。もうその口元から笑えみは消えている。彼を見る目はどこか疲れたような憂うれいを帯びていた。

「もうすぐ分かるわ。多分」

　ふと、直なお人とは直ちよつ観かんした。綾あや乃のはただ答えを隠かくしているのではなく、彼にも答えを考えさせようとしている。多分、そのこと自体に意味があるのだ。

「直人」

「ん？」

「もし本当のことを全ぜん部ぶ知っても、あなただけは今のまま変わらないで欲しい」

　ささやくような声で綾乃は言った。

「それがわたしの望みよ……」

「……う、うん。それは分かったけど」

　と、直人は言った。その意味を理解していたわけではない。その答えを望まれていると思っただけだ。ただ、答えたからには本当にそうするつもりだった──少なくとも、「あらゆる意味で今と変われ」と言われるよりはずっと簡単なはずだ。
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　その程度の軽い気持ちだった。

「もうすぐ分かるって、それってだいたいいつ頃……」

　顔を上げた直なお人とは絶ぜつ句くした。綾あや乃のはベッドに腰掛けたまま、がっくりと頭を前に垂らしている。

「綾乃？」

　呼びかけても返事はない。直人は椅い子すから離れてベッドに駆け寄った。細い肩に触れようとした途と端たん、彼女はベッドの上にどさりと倒れこむ。

「お前どうしたん……」

　唇くちびるから規き則そく正しい寝ね息いきが洩もれている。思わず膝ひざから力が抜けた。そういえば、さっき虹にじ子こも綾乃は寝ね不足だと言っていた。直人を監かん視しするつもりで、ここに呼んだはずなのに。

「……お前が寝てどうすんだよ」

　たたき起こそうかと思ったが、結局やめてしまった。起きていることぐらい一人でできるはずだ。なるべく起こさないようにベッドの真まん中なかへ移動させ、その上から毛布をかける。彼女の体は温かく柔らかで、重ね着したＴシャツがめくれ上がりそうになるたびに手が震えて困った。風ふ呂ろ上がりの女の子は下着をつけるんだっけ、という不ふ埒らちな想そう像ぞうがちらっと頭をよぎったが、深く考えないことにしてなんとか乗りきった。

　再びもとの椅子に戻った時にはしばらく動けないほど疲れていた。

　一人で過ごす夜の時間は本当に長かった。最後に時計を振り返った時は、夜中の一時を回っていたと思う。直人は椅子に座ったままベッドの方を窺うかがう。綾乃は寝返り一つ打たずにぐっすり眠っている。一体、自分はなにをしているんだろうと思った。

　妹の水みず穂ほには一応連れん絡らくを入れていたが、久く世ぜ家けで一ひと晩ばん過ごすと告げた瞬しゆん間かんに電話を切られた。明日、帰ったら色々と文句を言われる気がする。それだけならともかく、マンションに入れるのだろうか。家に入れないと脅おどされた気も──。

　その時、ふと我に返った。




　いつの間にか、直人は教室の中にいた。
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　机の上には例によって教科書とノートが広げられている。

「あれ……？　俺……」

　ぶつぶつと口の中でつぶやく。認めたくなかったが、なにが起こったのかすぐに分かった。

　綾あや乃のの部屋でぼんやりしているうちにうとうとしてしまったらしい。その途と端たん、悪あく夢むに引きずりこまれてしまったのだ。

　直なお人とは目の前のノートを見下ろす。なにが書かれているか分からないのは同じだが、昨日きのうと違ってところどころに赤いペンで小さな丸まる印じるしが入っている。指で触れてみると、妙みようにべとついたインクで書かれている。

（……違う）

　それは血だった。どこからか血が飛んできたのだ。

　教室の雰ふん囲い気きはこの前と明らかに違っていた。もう授業の声など聞こえない。なによりもあたり一面にむせかえるような臓ぞう物もつの臭においが立ちこめていた。

　直人はおそるおそる顔を上げる。

「う……」

　口からうめき声が上がった。教きよう壇だんには誰もいない。水気のある果物を投げつけたような、放射状じようの赤い染しみが黒板にできている。そこから床に向かって太い血の筋が流れていた。教きよう卓たくに隠かくれて見えないが、教壇になにかが落ちているのは間違いない。それがなんなのか、絶対に確かめたくないと思った。

　ぶち……ぶち……

　背後の方でかすかに不ぶ気き味みな音が聞こえた。骨付き肉を筋ごと引きちぎるような音。全身から冷たい汗がどっと噴ふき出した。自分以い外がいの誰かがこの教室にいる。

　突然、視し界かいの端はしからなにかが音もなく飛んできた。直人の頰ほおをすり抜けて、机のノートの上にぼとりと落ちる。

「わあああっっ!?」

　直人は叫び声を上げた。目の前に人間の手首が転がっていた。たった今ちぎり取られたばかりらしく、付け根からはまだ泡あわの混じった血が溢あふれている。血の気を失いつつある指先も天てん井じようを向いたままびくびくと痙けい攣れんしていた。人差し指の爪つめにはまだ花はな柄がらのネイルチップが貼はりついている。女の子の手首だった。

（これもうちのクラスの誰かなんだ）

　こみ上げる吐き気と戦いながら直なお人とは思った。この手の持ち主も、いつも自分と同じ教室にいるのだ。せめてなにが起こっているのか、確かめなければならないと思った。

　直人は歯を食いしばりながらゆっくりと振り返る。

　背せ筋すじにひときわ大きな震えが走った。両手で口を覆おおって悲鳴と嘔おう吐とを同時に耐える。

　教室の様よう相そうは昨日きのうと一変していた。薄暗かった室内は明るくなり、隅すみ々ずみまではっきりと見通すことができる。直人が座っている一角を除いて、机や椅い子すは教室の両側に乱らん暴ぼうに積み上げられ、中央にぽっかりと広い空間が生まれている。

　あの灰色の怪かい物ぶつはどこにも見当たらなかった。しかし、壁といい天てん井じようといい、目につくあらゆる場所がホースでぶちまけたように赤く染まり、ぽたぽたと滴しずくを落としている。足元はどろりとした血液で完全に覆われ、床とは呼べない代しろ物ものと化している。そのあちこちに形すらはっきりしない人じん体たいの部ぶ位いが散さん乱らんしていた。この地じ獄ごく絵え図ずができあがるまで、何人の人間が必要だったのか想そう像ぞうするのも恐ろしい。

（警けい告こく、したのに……）

　直人は歯は軋ぎしりする。しかし一晩の間、ほんの一いつ瞬しゆんでも眠らずにいるのが容易ではないことも分かっていた。警告した自分自身がここにいるのだから。あの怪物は眠りに落ちた者を片かたっ端ぱしから食っているらしい。教室には直人以い外がいに生きている人間は一人も──。

「……あれ？」

　ふと、積み上げられた机の山の手前で、動いているものに気付いた。直人は目を凝こらす。

　そこには生きた人間がいた。髪かみの長い女子生徒がうずくまって体を震わせている。頭から血をかぶり、手も足も赤黒く固まりかけた血で覆われているせいか、床との見分けがつきにくい。

　直人はほっと胸を撫なで下ろした。まだあの怪物に殺されていない人間がいたのだ。しかし、彼女はわずかに頭を動かして左右を窺うかがい、うつむいたままゆっくりと体を起こし始める。

　心しん臓ぞうが跳ね上がりそうになった。あいつに見つかったらどうするつもりなのだろう。

「お、おい……動くなって」

　注意しても彼女は動きを止めなかった。完全にその場に立ち上がってしまう。

「あいつに見つか……」

　直人は言葉の続きを吞みこんだ。少女が右手に持っているものに気付いたからだ。最初は彼女が誰かと握手をしているように見えた。しかし、相手の体はどこにもない。途中でちぎられた右手首をぶら下げているだけだった。

　そもそもこの少女が立ち上がれること自体おかしい。男の直人もこの悪あく夢むの中ではまともに動けないというのに。

　血の池の真まん中なかに立った彼女は初めて顔を上げた。長い前まえ髪がみの下には卵たまご形がたの顔、一ひと重えまぶたの目、薄い唇くちびる──美人と言ってもいい顔立ちだったが、まぶたの奥の眼球はらんらんと赤く光っていた。

「……ヨミジ」

　姿だけは完全に人間のそれへと変化していた。一いつ瞬しゆん、夢ゆめ神がみは蛇へびのように大きく口を開けて、持っていた人間の手首をごくりと嚥えん下げした。

「ヨミジ」は直なお人とを凝ぎよう視ししていた。次の獲え物ものを彼に定めたらしい。足を引きずるようにして、ゆっくりと彼に向かって近づいてくる。

　直人の歯がかちかちと鳴り始めた──食われる、と思った。永なが田たや牧まき野のを初めとする大おお勢ぜいのクラスメイトたちのように。

　机に手を突いて立ち上がろうとする。体の動きが自由にならない。それでも歯を食いしばり、両膝ひざに渾こん身しんの力をこめた。気が付くと奇き跡せき的に二本の足でその場に立っていた。

「あ……」

　しかし、あと一歩の距離にまで「ヨミジ」は近づいてきていた。彼女の指や毛け先さきからはぽたぽたと誰かの血が落ちている。もう逃げようがない。せめて顔だけは背けようとした瞬しゆん間かん、彼女は目の前を通りすぎて教きよう壇だんへと向かった。

「え？」

　その行き先に視線を移した直人は驚いた。黒板の血の跡が残っていたあたりに、複雑な浮き彫りの装そう飾しよくが施ほどこされた白い扉とびらが現れていた。さっきまでそんなものはなかったのに。

（……扉？）

　直人は綾あや乃のの言葉を思い出した──悪夢と現実をつなぐ扉。

　これがおそらく「あらずの扉」なのだ。もしあれが開いてしまえば、この夢神は現実の世界へと出て行ってしまう。彼女は白い扉の前に立ち、ノブを摑つかんでゆっくりと回した。しかし扉は開かない。直人は胸を撫なで下ろした。資格を持つ人間でなければ「あらずの扉」を開けられないと綾乃は言っていた。それは大たい抵ていの場合、悪夢を生んだ人間だと。

　つまり今はまだ扉が開くことはないということだ。ここにいる人間は直人だけなのだから。

　突然、くるりと「ヨミジ」は振り返った。濡ぬれたような赤い目が直人を見つめている。

「とびらの、たみ」

　自動の音声ガイドのような、無む機き質しつで抑よく揚ようのない女の声が唇から流れてきた。

　自分に向かって言っていると気付くまでしばらく時間がかかった。

「……俺？」

「とびらを、あけなさい」

　直人はぽかんと口を開けることしかできなかった。一体なにを言っているのだろう。この夢の「生みの親」ではない自分にそんなことができるはずがない。

　突然、ぎくしゃくとした動きで夢神は直人に近づいてきた。血の臭においのする息がぶわっと直人の顔にかかる。次の瞬しゆん間かん、「ヨミジ」の両手が直なお人との首にかかり、ゆっくりと力がこめられていった。

「とびらの、たみ」

　同じ言葉をまったく同じ調子で繰り返した。

「とびらを、あけなさい」

　首の血管が絞め上げられ、内側から頭が弾はじけ飛びそうな感覚に陥おちいる。少しずつ意識が遠のいていった。

「とびらを、あけなさい、とびらを、あけなさい、とびらを、あけなさい、とびらを、あけなさい、とびらを、あけなさい、とびらを、あけなさい、とびらを、あけなさい、とびらを、あけなさい、とびらを、あけなさい……」

　壊れた機械のようにその言葉を繰り返す。直人の首の骨ががきっと鳴った。奇き妙みようなほど冷静に確信した。このままでは殺される。

「綾あや乃の……」

　彼が最後に口にしたのは、幼なじみの名前だった。どこかで彼女が自分を呼んでいるような気がした。




「直人！　直人！　直人！」

　がたがたと肩を激しく揺さぶられている。まるで地震に遭あっているようだった。目を開けると、すぐ真ま上うえに綾乃の顔がある。直人は彼女の部屋の床に横たわっているらしい。

「……今、何時だ？」

　窓の外は明るくなっている。突然、視し界かいから綾乃が消えたと思うと、顔のすぐ前に目覚まし時計が突きつけられる。時間は朝五時を回ったあたり。思ったよりもずっと長く眠っていたらしい。

「お前、自分が先に寝るなよな……」

　べたりと床に座りこんでいる綾乃に向かって言った。

「わ、悪かったわよ」

　そう言って横を向いてしまう。ふと、時計を持っている手が小こ刻きざみに震えていることに気付く。彼女の顔色は真まっ青さおだった。相当動どう揺ようしているらしい。それ以上文句を言う気にはなれなかった。

「まあ、お前が起こしてくれたから助かったんだけど」

　そう言いながら直人は体を起こす。綾乃はまだ彼の方を見ようとしない。直人はあの夢ゆめ神がみの姿を思い出した。単なる偶然だろうが、長い髪かみや顔の輪りん郭かくはどこか綾乃を思わせるところがあった。

「……綾乃」

「な、なに？」

「夢の中に『あらずの扉とびら』が出てきてた」

　綾あや乃のは大きく目を見開いた。

「……何色の扉？」

「白い扉だった」

　色が重要なんだろうか、思いながら答えると、綾乃の顔が強こわ張ばった。彼女は爪つま先さきを立てて立ち上がり、直なお人とになにか言おうとする。

「ちょっと待ってくれ。一つだけ訊ききたいことがあるんだよ」

　直人はその言葉を遮さえぎって言った。

「なにを言っているの。今は時間が……」

「『扉の民たみ』ってなんなんだ？　夢ゆめ神がみが俺のことをそう呼んでた」

　綾乃の表情がさらに緊きん張ちようを帯びた。やはり、その言葉にはなにか大事な意味があるらしい。しばらく彼女はうつむいたままなにか考えていたが、

「説明すると長くなるわ。とにかく出ましょう」

「出ましょうって……どこへ行くんだよ？」

「学校よ」

　と、綾乃は答えた。




　　　　　　　　　２




　倉くら野の棗なつめが学校に着いたのは、警けい備び員が校舎の鍵かぎを開けてすぐだった。校舎の中には人の気け配はいがしない。どの部活でも朝あさ練れんは始まっていない時間だった。ひょっとすると、今日最さい初しよに登校したのは自分かもしれないと思った。

　靴くつ箱ばこの前で上うわ履ばきに履きかえながら、棗は小さくあくびをする。昨日きのうの夜は綾乃たちの忠ちゆう告こくに従って一いつ睡すいもしなかった。徹てつ夜やをするのはこれが初めてで、頭に膜まくがかかったようにぼんやりしている。

（みんな、大だい丈じよう夫ぶかな）

　クラス全員が徹夜したとはとても思えない。また昨日のように目を覚まさない者が出るような気がする。

　彼女は誰もいない廊下を歩き出した。今日きよう早く学校へ来たのは、人ひと気けのない場所で考えたいことがあったからだ。

　あの悪あく夢むをクラスで最初に見たのは一いつ体たい誰なのか。

　棗は保健室の前を通りすぎる。金曜日の放課後、やよいはどこかで「用事」を済ませてからここへ寄った。おそらく「用事」は誰かと会うことで、その時に夢の話を聞いたのだろう。

　教室から出て行くやよいの後ろ姿を思い出す。彼女は放課後になって、すぐに出て行った。

（……考え方が少し違ってたかも）

　今まではやよいが放課後にどこへ行って誰と会う可能性があるかを考えていた。しかし、彼女の「用事」は明らかにその前から決まっていたものだ。ヒントがあるとしたら、金曜日のもっと早い時間帯たいということになる。

　階段を上がりながら記き憶おくを探る。あの日のやよいには特に変わったところはなかった。思い出せるのは頻ひん繁ぱんに居い眠ねむりをしていたことぐらいだ。授業中だけではなく、朝と午後のホームルームでも眠り続けていた。

　いや、そんなことに大した意味はなさそうだ。現にやよいはその次の週はあまり眠らなくなっていた──。

　棗なつめは足を止める。いつのまにか２─Ｅの教室の前まで来ていた。

　週が変わっても眠いことに変わりはなかったはずだ。本人もあの授業の前にそう言っていたと思う。それなのに、どうしてあまり眠らないようになっていたのだろう。

　突然、棗の頭に一つの考えが閃ひらめいた。

（……ひょっとして、あの人が）

　やよいに話したのが「あの人」だとしたら、今まで分からなかったのも無理はない。根本的なところで間違っていたのだ。誰もいない教室に入りながら携帯を取り出す。一いつ刻こくも早く綾あや乃のに連絡しようと思った。

「……え？」

　キーを押していた指が止まる。教室は昨日きのう帰った時とほとんど変わりはなかった。ただ一つだけ、黒板の据すえ付けられた壁に奇き妙みようなものが出現していた。

「なに、これ……」

　黒板の中央の部分とその下の壁が無む造ぞう作さに切り取られ、かわりに大きな白い扉とびらが嵌はめこまれている。もちろん、昨日までこんなものはなかった。

　棗はおそるおそる扉の方へ近づいていった。複雑な浮き彫りを施ほどこされた重じゆう厚こうなデザインで、どこかの国の宮きゆう殿でんにでもありそうな代しろ物ものだった。この場所にはまったくそぐわない。

（この向こうに、なにがあるんだろう）

　大おお振ぶりなドアノブを見下ろす。しかし、手に取って動かしたいとはなぜか思わなかった。

　ふと、自分のスカートに鍵かぎ穴あなの形をした赤い光が当たっていることに気付く。ドアノブの下にある大きな鍵穴から光が射さしこんでいた。

　しばらく迷った末に、しゃがみこんでその穴に目を近づけていった。鍵穴は棗の指先ほどの大きさがある。扉の向こうを見るには十分だった。

　最初に見えたのは、ぬめぬめと光こう沢たくを放つ赤い宝石だった。それが鍵穴を塞ふさいでいる。どういうことなんだろう、と思った瞬しゆん間かん、その「宝石」がまばたきをした。

「あっ」

　棗なつめは後ろに手をついて後あと戻もどりをする。宝石ではなく眼球だ。昨日きのう、やよいの病室で見た怪かい物ぶつのものに違いない。あいつがこの扉とびらの向こうにいる。

　その時、まだ手に持ったままだった携帯が鳴り始めた。画面を見下ろすとかけてきたのは綾あや乃のだった。

『おはよう、棗。今どこにいるの？』

　いつもと変わりない友達の声にほっとした。

「今……学校の教室」

　震える声で彼女は言った。電話の向こうで綾乃は黙りこむ。近くから歩行者信しん号ごうの誘ゆう導どう音おんが聞こえる。多分、学校に向かう途中で、信号待まちの時間に電話をくれたのだろう。直なお人とも一緒にいるのかもしれない。

『……なにか変わったことは起こってない？』

　棗は白い扉を振り返った。彼女はこのことを言っていると思った。だからこんなに早く学校へ向かってきているのだ。

「教室の中に……白い扉ができてる」

『そこから離れて。今すぐに』

　間かん髪はつ入いれずに彼女は厳きびしい声で言った。

「うん。分かった」

　棗は携帯を手にしたまま廊下へ出る。一いつ瞬しゆん、周囲に自分以い外がいの誰かの気け配はいを感じた。しかし、廊下の前後を見渡しても誰の姿もない。ただの思い過ごしのようだった。

『今すぐ行くから。誰が来てもその教室には入れないで』

　そう言い残して綾乃は通話を終えようとする。信号が青に変わったらしい。棗は慌あわてて携帯に向かって話しかけた。

「待って綾乃……わたし、最初に誰がこの悪あく夢むを見たのか、分かった気がする」

　携帯の向こうでブレーキの軋きしむ音が聞こえた。

『……誰だったの？』

「うん。それが……」

　いきなり隣となりの教室のドアが開き、人ひと影かげが音もなく飛び出してきた。棗の全身が凍りつく。電話をかけていなければあるいは逃げられたかもしれない。しかしほんの一瞬、綾乃に名前を告げるべきか迷ってしまった。

　棗の手から携帯が弾はじき飛ばされる。廊下を転がっていく携帯の後を追おうと身を屈かがめた時、黒い影が彼女の背中に覆おおいかぶさってきた。




　直人は綾乃の後について、人ひと気けのない昇しよう降こう口ぐちに駆けこんだ。靴くつ箱ばこから上うわ履ばきを取り出そうとすると、彼女の声が飛んできた。

「なにしてるのよ！　そんなものどうだっていいでしょう？」

　綾あや乃のは靴のまま廊下に上がっている。確かに彼女の言うとおりだった。直なお人とは階段へ向かう綾乃を全力で追った。

　棗なつめからの電話が突とつ然ぜん切れてから、もう五分ほど経たってしまっている。例の悪あく夢むを生んだ人間のことを話そうとしていた矢や先さきだった。その後は何度かけ直しても通じない。口には出さなかったが、二人とも嫌な予感がしていた。

　階段を上がりきる直前、突然綾乃は足を止める。直人はその背中にもう少しでぶつかりそうになった。

「どうしたんだよ」

　綾乃はなにかを拾い上げている。肩かた越ごしに覗のぞきこむと、彼女の手の上に壊れた携帯が載っている。そのデザインには見み覚おぼえがあった。

（倉くら野ののだ）

　直人たちは階段から廊下に飛び出して左右を見回す。しかし、持ち主の姿はどこにもない。そのまま２─Ｅの教室に向かい、後ろのドアから中を覗きこんだ。

「あれを見て」

　視線を追った直人はぎょっとした。夢で見た時とまったく同じ場所に、そっくりの白い扉とびらが出現していた。

「な、なんであれがこっち側にもあるんだよ？」

「扉は二つの場所を繫つなぐものよ」

　綾乃は諭さとすように言った。

「片側だけしかない扉なんて、あるはずがないでしょう？」

「……ってことは、もう現実とあの悪夢の世界は繫がったってことか」

　ちらりと直人を見てから、彼女はまた「あらずの扉」に視線を戻した。

「そうよ。後は扉を開けさえすれば、夢ゆめ神がみはこちらへ出てこられるわ」

　綾乃は教きよう壇だんへと近づいていき、扉の前にしゃがみこむ。しばらくの間、ドアノブの下にある鍵かぎ穴あなに目を押しつけていたが、やがて直人に場所を譲ゆずった。

「あなたも見て」

　言われるとおりに扉の向こうを覗きこむ。向こうにも教室はあるが、こちら側とはまったく違う。血と臓ぞう物もつと骨で彩いろどられた悪夢の世界そのものだった。

「あそこがあなたたちが最近見みている悪夢の世界なのよね？」

　直人は黙ってうなずいた。さっきと違って教きよう卓たくもなくなっていて、教室の中央を占めている赤黒い池がはっきりと見えた。

「……あ」

　直なお人とは声を上げた。血の池の中心に横たわる棗なつめの姿が見える。

「倉くら野の……？」

　心しん臓ぞうが早はや鐘がねを打ち始める。

「な、なんであんなところに……」

「あそこにいるのは彼女の魂たましいよ。誰かが気き絶ぜつさせたんだわ」

　綾あや乃のは低い声で言った。必死に怒りを抑えているようだった。思わず立ち上がって周囲を見回した。さっきまで彼女はこの教室にいたはずだ。

「多分、体の方はわたしたちが来る前に別の場所に運んでいったのよ……わたしたちが彼女を起こしたりしないように」

「誰がそんなこと……」

「決まってるでしょう？　あの悪あく夢むを生んだ人間よ。わたしたちに正体を知られるのを恐れているんだわ……棗の魂を夢ゆめ神がみに食わせて、口くち封ふうじをするつもりなのよ」

「で、でも、俺たちはその人間を助けようとしてるだろ？　なんで夢神に協力するような真似まねなんかするんだよ？」

「わたしにも分からないわよ。悪夢からの解放よりも優先しなければならないなんて……」

　綾乃は唇くちびるを嚙かんで考えこんでいる。直人は鍵かぎ穴あなに唇を近づけて叫んだ。

「倉野！　倉野！」

　しかし、彼女はかすかに身じろぎしただけだった。聞こえたところで、あの中では体の自由が利かないのだ。

「くそ……」

　膝ひざの上で拳こぶしを握りしめた。もし「ヨミジ」が現れたら、彼女は自分の目の前で頭から食われるのだ──永なが田たや牧まき野のたちと同じように。

　どくん、と心しん臓ぞうが強く脈みやく打うった。痛みに似た感覚が走り、左胸むねの上をしっかり押さえる。

（……イヤだ）

　これ以上、魂を食われる人間を見たくない。彼の鼓こ動どうは徐々に高まっていく。それを防げるなら、できることはなんでもする。直人は綾乃の方を振り向く。

「倉野を助け出すにはどうすればいいんだ？」

「棗の体を見つけて、起こすのが一番簡かん単たんよ。でも、多分その時間はないわ」

「じゃあ、どうするんだよ。他になんか方法ないのか？」

　綾乃は一いつ瞬しゆん言い淀よどんだ。

「……一つだけあるわ。ただ、『ヨミジ』の夢を見ていないわたしは一緒に行けないけど」

「どんな方法なんだ？」

　直人は焦じれて言った。今にもあの夢神が現れて、棗の魂を食ってしまうかもしれない。

　しかし、綾乃はきちんと膝を揃そろえ、改まって座り直した。そして、至し近きん距離から直人の顔を見上げる。

「……一人で助けに行くことになるわよ」

　綾あや乃のはかすれた声でつぶやいた。

「構わない」

「危険を厭いとうつもりはないかしら？」

「ない」

　きっぱりと答える。つい数日か前なら、とてもこんな風ふうには考えられなかった。この事件が始まってから、自分たちが助かる方法を知りたいと思っていた。しかし、自分が誰かを助けようと決意していたわけではなかった。自分にそんなことはできないと思っていたからだ。

「苦痛を自らのものとする覚かく悟ごがある？」

「……ある」

　ふと、彼は気付いた。これはただの確認ではない。なにかの決まりに基づいた問もん答どう──ある種の儀ぎ式しきなのだ。

「あなたが望むものはなに？」

　突然、質問が抽ちゆう象しよう的てきになった。しかし、直なお人とが戸と惑まどったのは一いつ瞬しゆんだった。彼は心に浮かぶ答えをそのまま口にした。

「……力」

「その力はどこから来るものなの？」

「俺自じ身しん……いや、俺の中にある深い場所」

「その深い場所に名前をつけて」

　一瞬、直人は目を閉じた。本当に彼自身の深い場所──記き憶おくの底にあるどこかから、答えが浮かび上がってきた。

「……〈王おう国こく〉」

　その答えを聞いて、綾乃の表情が硬くなった。どうやらそれが一いち番ばん重要な答えだったらしい。

「〈王国〉とあなたを繫つなぐものはなに？」

「扉とびら」

「扉を開けるために必要なものは？」

「……鍵かぎ」

　沈ちん黙もくが流れる。問もん答どうの意味は彼自じ身しんにもよく分かっていなかった。自分が言葉を口にしたというよりは、自分の中から言葉を引きずり出された気分だった。

「これであなたは資し格かくを得たわ」

「……資格？」

「すべてを知る資格よ」

　綾乃はスカートのポケットからリングに繫がれた鍵かぎ束たばを取り出した。その中から黒い大きな鍵かぎを外し、直なお人とに手渡した。骨こつ董とう品ひん屋やから見つけてきたような古びた鍵で、小こ振ぶりの刃は物ものほどの長さがある。表面には波のような美しい模も様ようが浮かび上がっている。

　右手に載せて眺ながめているうちに鍵の表面が熱くなり、模様がゆらりとざわめく。まるで生きているようで、驚きのあまり取り落とすところだった。

「それは〈王おう国こく〉の鍵、モーフィアス」

　と、綾あや乃のは囁ささやきかけてきた。

「扉とびらの民たみ……〈王国〉の番ばん人にんの証あかしよ」

　昨日きのうの夜、夢の中で「ヨミジ」にもそう呼びかけられた。

「扉の……民……？」

「現実と夢の世界を繫つなぐ、あらゆる扉を管理する一いち族ぞく。あなたはその一族の末まつ裔えいなのよ」
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「扉の民は現実と夢の境きよう界かいで暮らしてきたそうよ」

　と、綾乃は言った。

「彼らの使命は意志を持った悪あく意い……夢ゆめ神がみの現実への侵しん犯ぱんを監かん視しし続けること。あなたのお父とうさんもそうだった」

　直人は手の中の鍵を見下ろした。孝たか臣おみの話が出た途と端たん、わずかに熱を帯びた気がした。

「その鍵はもともと岸きし杜もりのおじさまが使っていたものよ。おじさまが亡くなる少し前、わたしに預けたの。もし必要な時が来たら、手続きを踏んであなたに渡すように頼まれたわ。今あなたにした質問も、おじさまから全部教おそわったのよ。扉の民が〈王国〉の鍵を次の世代に伝える時の儀ぎ式しきなの」

「今まで話さなかったのも、親父おやじの指し示じだって言ってたよな」

　彼女は目を伏せた。

「この鍵を扱うには資し格かくが必要なのよ。誰かに与えられたからではなく、自分からこの鍵の持つ力を求めなければならない……さっきのあなたみたいに」

　確かに最初からすべて聞かされていたら、混乱して尻しりごみするか、言われるままに鍵を受けとっていただろう。きちんと考えて結けつ論ろんを出せたか自信はない。

「あなたに最さい低てい限げんの情報を与えながら、あなたが自分で選択するのを待つ……それがわたしが岸杜のおじさまから頼まれていたことだった。同時にあなたの安全も、できるだけ確保しなければならなかった。あなたが『番人』にならなければ、他の人たちを助けることもできなくなる。うまくやれたとは思わないけど、わたしも苦労していたの」

「そうか……」

　今は説明しない、と繰り返していた意味がようやく分かった。彼女の都つ合ごうではなく、直人の側の問題だったのだ。

「そういや、昨日きのう空あき教室でこの鍵かぎを拾った時、なんか様よう子すが変だったけど、あれは……」

「あの時はこの鍵があなたに反応するか確かめたの。今までもたまに握らせて様子を見ていたのよ。あなたが保健室で寝ている時とか」

　と、いうことは手を握ろうとしたわけではなかったのだ。誤ご解かいしなくて良かったと胸を撫なで下ろした。

「この鍵……モーフィアスにはどういう力があるんだ？」

「この鍵があれば、あらゆる『あらずの扉とびら』を開けることができるわ。悪あく夢むを生んだ人間でなくてもね。そして、夢ゆめ神がみそのものを封ふう印いんすることにも使える。今まで夢神が取りこんだ魂たましいを解放できるし、それに……」

　突然、なにかの気け配はいを感じたように口をつぐんだ。彼女は鍵かぎ穴あなに飛びついて小さく舌した打うちをした。

「……まずいわね」

　綾あや乃のの手が伸びてきて、直なお人とはぐいと顔を引き寄せられた。彼女と並んで鍵穴の向こうの世界を覗のぞきこむ。棗なつめは床の中央に横たわったままだ。しかし、教室の隅すみに全身を赤く染めた少女が出現していた。

「……『ヨミジ』」

　直人はうめいた。

「助けに行く気はある？」

「当たり前だろ！」

　これ以上、犠ぎ牲せい者を増やしたくない。自分たちの友達が目の前で食い殺されるところなど見たくはなかった。

「……分かったわ」

　と、綾乃は言った。

「でも、まだあなたはその鍵を使いこなせないと思う。夢神と戦うのは無理よ」

「とりあえず、倉くら野のを助けて戻ってくればいいだろ」

　直人は鍵を握りしめて、目の前の白い扉を見上げる。綾乃はこのモーフィアスですべての「あらずの扉」を開けられると言っていた。棗はすぐそこにいる。ほんの少しここを開けて、彼女を助けてすぐに戻ってくれば──。

「……まさかと思うけど、この白い扉を開けようとしているわけじゃないわよね？」

「駄だ目めなのか？」

「当たり前でしょう!?」

　綾乃は激しく首を振った。

「なんのために扉を開けないようにしていると思っているの？　一度この扉が開いたら、あの夢ゆめ神がみがその隙すきを見逃すはずがないわ。間違いなくこちら側へ出てきてしまう。ひょっとすると、それを狙ねらっているのかもしれない。あなたたちは別の方法でこちら側の世界へ帰ってくるしかないのよ」

「……別の方法？」

「『あらずの扉とびら』には二種類あるの……白い扉と、黒い扉。モーフィアスを使って黒い扉を開けられるはずよ。その扉の先へ逃げれば、あの夢神も決して追ってこないわ」

「追ってこないって……どこへ繫つながってるんだ、それ」

　一いつ瞬しゆん、綾あや乃のの目に不安が走るのを直なお人とは見逃さなかった。なんとなく嫌な予感がする。

「白い扉は現実に繫がっているけど、黒い扉は反対に夢の世界の一番深ふかいところに繫がっているの。鍵かぎの持ち主なら、多分その場所を経けい由ゆして現実の世界に戻ってこられるわ」

「多分って……ホントに大だい丈じよう夫ぶ……」

　口に出してから、その言葉に意味がないことを悟さとった。危険を冒おかさなければ、棗なつめを助けることはできない。これはそういう行為なのだ。一〇〇パーセントなどない。

「……分かった。とにかくやってみる」

　鍵かぎ穴あなの向こうで、ゆらゆらと「ヨミジ」が棗の方へ動き始める。これ以上、一いつ刻こくの猶ゆう予よもない。

「ん？　待てよ。この扉を開けないでどうやってあっち側へ行くんだよ？」

　綾乃は立ち上がると、静かに両手を組み合わせる。

「……しっかりその鍵を握っていて。落とすと夢の中に持ちこめなくなるわよ」

　畜ちく生しようそういうことか、と直人は悟った。彼女はその両手を振り上げながら、彼の背後に回りこむ。直人は鍵を握る右手に力をこめながら目を閉じた。

「行くわよ！」

　分かった、と答える間もなかった。後頭部に鈍い衝しよう撃げきを感じ、直人の意識は急速に遠ざかっていった。




　目を開けると血まみれの床にうずくまっている。そこは窓まど際ぎわの彼の席があったあたりだった。右手の中にはちゃんと黒い鍵の感かん触しよくがある。どうやら夢の中に持ちこめたらしい。

　直人は顔を上げる。目の前にはたった今いま見ていた光景の続きがあった。教室の真まん中なかに倒れている棗に向かって、「ヨミジ」が血まみれの腕を伸ばしながら近づいていく。

（……倉くら野の）

　彼女を助けなければ。そう思った瞬しゆん間かん、右手のモーフィアスから全身にかすかな震えが広がっていき、すっと体が軽くなった。信じられない思いだった。今までこの悪あく夢むの中では、まったく体の自由が利かなかったのに。

　爪つま先さきでどろりとした床を蹴けり、棗に駆け寄って動けない彼女を抱き上げる。そして、大きく飛び退のいて「ヨミジ」の方を振り返る。少女の姿をした夢神は立ち止まり、ぎしりと首を動かして直なお人とたちを見つめた。赤い目がぎらりと光った。

「岸きし杜もり……くん……」

　棗なつめは直人の腕の中でつぶやいた。顔は血に染まっているが、どこにも怪け我がはしていないらしい。直人は胸を撫なで下ろした。

「とびらの、たみ」

　無む機き質しつな女の声が聞こえた。昨日きのうの夜とまったく変わらないトーンだが、声だけはずっと大きい。直人の背せ筋すじに悪お寒かんが走った。

「とびらを、あけなさい、とびらを、あけなさい、とびらを、あけなさい、とびらを、あけなさい……」

　夢ゆめ神がみは腕を振り上げて直人の方へ迫ってきた。思ったよりも早い動きに、一いつ瞬しゆん直人は棒ぼう立だちになった。右手が風かぜ切きり音とともに振り下ろされる。棗を抱えたままかろうじて横に飛んだ。避けられたと思った瞬しゆん間かん、がりっと嫌な音が聞こえて、右の二にの腕うでに灼やけつくような痛みが走る。

「う……」

「岸杜くん！」

　棗が腕の中で身じろぎする。右の袖そでが裂けて赤く染まり始める。肉がえぐり取られたせいか、指先の方から力が抜けていく。直人は鍵かぎを落とさないように、右手に握っていた鍵をいったん口にくわえた。

　彼は壁に背中を押しつけて立つ。コンクリートを汚していた粘ねばりけのある血液が、背中を冷たく濡ぬらす。一いつ刻こくも早くここから出て行きたかった。

　夢神は窓の方へゆっくりと向きを変える。両手の爪つめがまるで猛もう禽きん類るいのそれのように鉤かぎ型がたに長く伸びている。怪我をしたのはあの爪のせいだ。人間ではないのだと改めて思い知らされた。

　横へ移動しながら、目だけを動かして教室の中を探る。モーフィアスを使って黒い扉とびらを開ける、と綾あや乃のは言っていた。ということは、どこかにその「扉」があるはずだ。しかし、赤い洪こう水ずいに洗い流されたようなこの教室で、どこになにがあるか見分けるのは容易ではなかった。

　突然、金属の軋きしむ音が響ひびき渡る。血でぬめった床の上を、横よこ倒だおしになった教きよう卓たくが二人めがけて滑すべってくる。「ヨミジ」の仕し業わざだった。大きく横へ飛ぼうとしたが、積み上げられた机の山に阻はばまれた。スチール製の側そく板ばんが彼の膝ひざの下に直ちよく撃げきした。

「……いっ」

　激げき痛つうで頭の中が真まっ白しろになる。直人と棗はどっとその場に倒れた。膝の痛みをこらえながら起き上がろうとしたが、重りをくくりつけられているように体が重い。今の衝しよう撃げきで鍵がどこかに飛んでしまっていた。

（あ……）

　慌あわててあたりの血だまりをかき回すようにして鍵を探した。誰かの髪かみの毛や骨の欠片かけららしき異い物ぶつが指に触れて。胃の奥で痛みに似た吐き気が渦うずを巻く。彼らの方に「ヨミジ」の足音が近づいてくる。恐怖で全身が強こわ張ばりそうになった。

「……岸きし杜もりくん」

　すぐ隣となりに倒れている棗なつめが、彼の無事な左腕を摑つかんだ。

「あそこ……」

　彼女は直なお人とのすぐそばにある壁を指さした。モーフィアスの尖せん端たんが垂直に突き刺さっている。どうして硬いコンクリートにこんなものが刺さるのか、不ふ審しんに思いながら鍵かぎを摑んだ。しかし、黒い鍵は抜けるどころかさらにずぶりと壁の中に食いこんでいく。

（えっ？）

　思わず目を見開く。黒い鍵が脈みやく動どうしていた。その動きに呼こ応おうするかのように、鍵の周囲に鍵かぎ穴あなが出現し、大きな長方形のスペースが壁の奥から盛り上がってくる。気が付くと目の前に一枚の黒い扉とびらが出現していた。大きさも表面に施ほどこされた装そう飾しよくも、教きよう壇だんの方にある白い扉にそっくりだった。

（……扉を見つけるんじゃなかったんだ）

　直人はドアノブに手を回しながら思った。

（モーフィアスの力で扉を作り出すってことだったのか）

　扉を持ち上げるように細めに開く。その向こうにあるのは白はく濁だくした霧きりだった。誰かの息い吹ぶきのような生なま温あたたかく湿った風がごっと吹き出してくる。

　棗の体を抱きかかえながら、本当にこの奥へ入っていいものか迷った。ここにいる「ヨミジ」とは別の意味でおぞましいものに出会いかねない気がする──。

　視し界かいの端はしに血に汚れた素す足あしが映って、直人は我に返った。少女の姿をした夢ゆめ神がみが、真ま横よこから腕を突き出してくるところだった。

　もはやなにかを考える余よ裕ゆうはなかった。直人は鍵穴に差しこまれたままだったモーフィアスを引き抜くと、扉をさらに大きく開いて、盾たてのように「ヨミジ」の攻撃を防いだ。がつっと衝しよう撃げきが伝わって、扉が大きく震えた。

　直人は棗の体を抱えこんだまま、扉の向こうの空間へと一気に滑りこんでいった。
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　直人たちは真まっ白しろな空間にどすんと着地した。

「……つっ」

　教きよう卓たくをぶつけられた足に痛みが走る。しかし、触れてみても骨に異常はなさそうだった。動けないほどの怪け我がではないだろう。

「倉くら野の？」

　起き上がって声をかけたが、返事はかえってこない。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

　棗なつめは苦しげに目を閉じている。さっきまでとは違って、喋しやべることも難しいようだった。

（夢の世界の一番深い場所、か）

　モーフィアスを持つ番ばん人にん以外の人間はさらに体の自由を奪われるのかもしれない。直なお人とは時間をかけて立ち上がり、周囲を見回した。

　彼らは濃い霧きりのかかったような白い世界にいる。自分の視し力りよくを疑いたくなるほど視し界かいが悪かった。

　綾あや乃のはここを経けい由ゆすれば現実の世界へ戻れると言っていた。自分で出口を探す必要があるのか、それとも待っていれば勝かつ手てに目が覚めるのか、どちらなのかは分からない。とにかく、ここに留まっているよりは移動した方がよさそうだった。

　直人は棗を背負うと、足を引きずりながら歩き出した。

　今のところ、近くに誰かがいる気け配はいはない。背を屈かがめて地面の近くを見つめる。彼らのいる場所は道の上らしい。前後のどちらを向いても、なにがあるのかはっきり分からない──。

「え……？」

　鳩尾みぞおちがすっと冷たくなった気がした。自分の心しん臓ぞうの鼓こ動どうがはっきりと聞き取れる。

　この場所を知っている。眠っている間、ここへ何度も来たことがある。

「……あの夢だ」

　突然、彼は確信した。ここは数ヶ月前から彼を悩ませている、あの悪あく夢むの中なのだ。

「どういうことだよ」

　震える声で独り言を口にした。どうして自分の見ている悪夢が「夢の世界で一番深い場所」なのだろう。

　その時、前方になにか巨大な山のようなものが見えてきた。ひょっとするとあそこへ行けばこの夢から出られるのかもしれない。直人は足の痛みをこらえて、なるべく早く進んでいった。

　近づくにつれてそれは霧の中から姿を現してくる。さらに進むうちに、山の稜りよう線せんに見えたものが直線の組み合わせから成っていることに気付く。それは山などではなく、何者かの手で造り上げられた建造物だった。水平に延びた屋根と垂直に突き上げられた尖せん塔とう。そして、周囲をぐるりと取り囲む高い壁。

　それは城だった。まるで、どこかの王が住んでいるかのような──。

「〈王おう国こく〉……」

　直人は低くつぶやいた──俺の中にある深い場所。

　あれはこの場所のことではないのだろうか。綾乃も直人が〈王国〉の番人だと言っていた。しかし彼かれ一人が生み出したものにしては、この「夢」の空間はあまりにも巨大すぎる。それに、本当に自分が「番人」なら、どうしてここの夢が自分を苦しめているのだろう。

　その時、直なお人とはひたひたと足音を忍ばせて、誰かが追ってきていることに気付いた。気け配はいは一つや二つではない。刺すような敵意を感じた。

（まずい）

　痛みも忘れて城へ向かって走り出した。城はますます鮮せん明めいに見えるようになり、そびえ立つ城じよう壁へきの高さもはっきりと分かるようになってきた。望みは薄いが、あそこまで行き着ければ助かるかもしれない。

　足元の地面に自分を追う者たちの影が長く伸びていた。無数の足音が地じ鳴なりのように響ひびいてくる。すぐ後ろまで彼らは迫ってきていた。

　彼の目にアーチ型の城じよう門もんがはっきりと見えてくる。しかし、残り十歩ほどの距離まで来た時、足を取られて地面に転がった。無事な方の右みぎ足首に、何者かの牙きばが食いこんでいる。棗なつめが地面に直接ぶつからないようにするのが精せい一いつ杯ぱいだった。

　直人は彼女の小こ柄がらな体を隠かくすように覆おおいかぶさる。標ひよう的てきが自分であることは分かっていたが、万まんが一いち彼女に危き害がいが及ばないとも限らない。

　突然、周囲で無数の歯が一いつ斉せいに鳴った。




　かち、かち、かち。




　それが合図であるかのように、周囲にいる者たちが襲おそいかかってきた。手や足や首や背中に牙らしきものが食いこみ、あちこちから温かい血が溢あふれ出す。目がくらむような激げき痛つうに苛さいなまれて、直人の口から絶ぜつ叫きようが流れ出た。もはや棗を守っているというよりは、痛みをこらえるためにしがみついているだけだった。

（こいつらは……）

　頭の片かた隅すみでぼんやり思った。その気になれば一いつ瞬しゆんで自分を殺せるはずだ。そうしないのはそのつもりがないからだ。これはただ苦痛を与えることだけを目的とした行為──拷問なのだ。

　ふと我に返ると、直人の体からはすべての牙が離れていた。彼は荒い息をしながら、脈みやく打うつような鈍どん痛つうに耐える。「拷ごう問もん」は明らかに途中で中ちゆう断だんされていた。いくつもの息いき遣づかいが彼を取り囲んでいる。いつでもまた襲いかかれるというように。

　誰かの足音が聞こえてくる。直人はゆっくりと顔を上げて、かすんだ目を細める。

　いつのまにか城門が開いていた。

　城の中から一体の夢ゆめ神がみがこちらへ近づいてくる。黒いマントのような服ですっぽりと全身を覆おおっている。なんの徴しるしもなかったが、この城の主あるじだと思った。

「拷問」を止めたのも、この主に違いない。

　夢神は直人の前で立ち止まり、いきなり髪かみを摑つかんで彼の頭を持ち上げる。

「……違う娘か」

　かすれた男の声だった。どうやら、直なお人との下にいる棗なつめの顔を確認したようだった。

　初しよ対面ではないと思った。以前にもこの声を耳にしたことがある。

「だ、誰だ……？」

　やっとのことで声を振り絞しぼる。助けは乞こわなかった。そんなことは無む駄だだと分かっていたからだ。

「まだ、忘れているのか」

　相手の声には蔑さげすみがこもっている。なにをだろう、と直人は思った──一体、なにを忘れているんだろう。

「……思い出せ」

　大きな両手がゆっくりと伸びてきて、直人の頭をがっしりと摑つかまえた。夢ゆめ神がみは視し界かいの外から、念を押すように囁ささやきかけてきた。

「今こそ……すべてを思い出せ」

　頭の中にずぶりと夢神の指がめりこんでくる。途と端たんに〈王おう国こく〉の風景が残ざん像ぞうのように揺らぎ、ぐるぐると回り始めた。頭の中を直接かき回されている気分だった。

　直人の意識は急速に遠ざかっていった。




　果てしなく続くかと思われた極ごく彩さい色しきの回転は、なんの前まえ触ぶれもなく終わった。
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　直なお人とは芝しば生ふを敷き詰めた小さな庭に立っている。目の前には古い二階建ての家がある。振り向くと低い柵さくの向こうに見み慣なれた飯いい見み市しの風景が広がっていた。

　この高台の家のことなら、なんでもよく知っている。

（……俺の家だ）

　マンションの方ではない。十年ほど前まで住んでいた、高台にある古い一戸建てだ。まだ直人たちにも両親が揃そろっていた頃だった

　どうやらここは直人の記き憶おくの中らしい。おそらく夢の一種だ。

　庭に面した掃はき出し窓に近づいていく。その奥は和室になっている。二つ並べた座ざ布ぶ団とんの上で、髪かみの毛を二つ結びにした二、三歳さいの女の子が大だいの字じで寝ていた。かけてもらったはずのタオルケットは足元に跳ね飛ばされている。

（……水みず穂ほだ）

　そういえば、子供の頃はよく昼ひる寝ねの後で具合を悪くしていた気がする。寝ね相ぞうに原因があったのかもしれない。

　家の中は静まりかえっていて、なんの物音も聞こえない──お袋ふくろはどこにいるんだろう。

「それ、おいしい？」

　玄げん関かんの方から声が聞こえる。直人は窓から離れて玄関の方へ向かった。玄関前まえのタイルの上で、五歳ぐらいの少年がしゃがんでいる。いかにも頼りなさそうな顔つきだった。喋しやべっていない時も微び妙みように口元が開いている。

（俺だ……）

　思わずため息をつきそうになる。客きやつ観かん的に言って今の自分とかなり似ている。その正面には襟えりつきの黒いワンピースを着た、髪かみの長い少女がスカートを広げて座っている。こちらも外見の方は今と重なる部分が多い。

（綾あや乃の）

　着ている服からすると初めて会った日らしい。整った顔立ちと薄い髪の色と喪も服ふくのようなワンピース──まるで人形のようだった。

　綾乃は小さな棒つきのキャンディを口に入れて転がしている。少し落ち着かない様よう子すで、時々あたりをきょろきょろ見回している。

「おいしい？　それ」

　幼い直人は真ま顔がおで尋たずねている。

「……って二回訊きくようなことか？」

　思わず口に出してしまったが、子供たちは無む反応だった。これは単なる過去の出来事の再現で、彼らにとって今の直人は存在していないらしい。

　幼い綾乃は一いつ瞬しゆんだけキャンディを口から離した。

「おいしいです……」

　はにかみながら小声でつぶやいて、彼女はうつむいてしまう。

「あの、ありがとう……ございます」

　この日のことは多少憶おぼえていたつもりだったが、こうして間ま近ぢかで見ると衝しよう撃げき的だった。綾あや乃のの性格はこの頃と今ではまったく違う。もし、こういう内気でおとなしい性格のまま成長してくれていたら──。

（……なんか会話が続きそうもねえな）

　案あん外がい、楽しくなさそうな気がするのはなぜだろう。

　幼い直なお人とは玄げん関かん先さきに沢たく山さんの遊び道具を広げていた。ほとんどはがらくたに近いものばかりだったが、父のオイルライターや母の琥こ珀はくのブローチといったものも混ざっている。この頃、両親の持ち物を勝かつ手てに持ち出しては叱しかられていた。

　肩かた越ごしに覗のぞきこんでいた直人の口元から笑えみが消えた。今はもう叱られることは絶対にない。ここにある両親のものは、みんな形かた見みになってしまった。

　熱いものが胸にこみ上げてきて、直人は玄関に背を向けた。

「なんなんだよ、一体……」

　この夢は〈王おう国こく〉にいたあの夢ゆめ神がみが見せているものだ。思い出せ、とあの夢神は言っていた。なにを思い出せと言うのだろう。

　庭の方に戻りかけた直人は、玄関前まえの駐車スペースに車が停まっていないことに気付く。

（……そうだ。親父おやじとお袋ふくろは出かけてたんだ）

　確か夕食の買い物だったはずだ。もちろん、子供たちだけを置いていったわけではない。

「んんんん─────っと！」

　庭の隅すみに置かれたデッキチェアから、女の声が聞こえてきた。どうやら伸びをしたらしい。直人は芝しば生ふを踏んで近づいていき、デッキチェアの前に回って声の主ぬしを覗のぞきこむ。

　ダークグリーンのワンピースを着た女が文庫本ぼんをめくっている。薄い色のサングラスと金色に染そめた髪かみ。顔に浮いたそばかすのせいで童どう顔がんに見えるが、おそらく三十代だろう。細ほそ身みのきれいな女性だった。

（ク、クゼーおばさん……だよな……？）

　今と違って化け粧しようっ気けがまったくないし、着ている服の色も落ち着いている。なによりも体重が違う──ただ、他人の家でくつろげる神経の太さは今と変わりないようだった。

　前後のことをはっきり憶おぼえていないが、この日は綾乃と二人で岸きし杜もり家けに遊びに来たのだろう。直人は玄関先で遊んでいる綾乃と虹にじ子こを見比べる。瘦やせていてもいなくても顔の似ていない親子だ。

　その時、過去の直人がデッキチェアの方へおっかなびっくりで歩いてくる。虹子は一いつ瞬しゆんだけ顔を上げて、笑いをこらえつつまた読書に戻る。

「どうしたんだい」

　虹にじ子この言葉に過去の直なお人とは足を止めた。しばらくの間、もじもじと体を動かしていたが、やっとのことで口を開いた。

「おやつ、ちょうだい」

「さっきもらってたじゃないか」

「……たべてない」

　直人はようやく思い出した。この時、母からもらったキャンディを綾あや乃のにあげてしまったのだ。しつこく味を訊きいていたのも未み練れんがあったからだ。結局自じ分ぶんの分が欲しくなって、こうしてねだりに来たというわけだ。

「おばちゃんはね、噓うそをつく子は嫌いだよ」

　虹子は目を細める。おなじみの癖くせだが、よく見ると眉み間けんにあまり力がこもっていない。本気で怒ってはいない──もちろん、当時の直人は分かっていなかった。

　彼は泣きそうな顔つきになって逃げようとする。そこへキャンディを口にくわえた綾乃が近づいてきた。やっぱりあれが欲しい、と思い直したらしく、がちがちに震えながら虹子の方へ向き直った。

「あ、あげちゃったから、たべなかった」

　虹子は綾乃が立っていることに気付く。なぜか不ふ思し議ぎなものでも見るようにぎゅっと目を細めた。

　ふと、直人は違い和わ感かんを覚えた。どうして同じ年とし頃ごろの子供が二人いるのに、大人おとなたちは一人分しかおやつを用意しなかったのだろう。この頃、母はあのキャンディを買いだめしていたはずなのに。

「そうかい。だったら、もう一つ上げなきゃいけないね」

　虹子は口元に笑えみを浮かべて本を閉じる。デッキチェアから降りると、綾乃の前に屈かがみこんだ。なぜか怯おびえたように綾乃は一歩下がる──母親相あい手てにどうしたんだろう、と直人は首をかしげた。

　特に気にした様よう子すもなく、虹子は綾乃に近づいてぽんぽんと軽く頭を叩たたく

　そして、笑顔のままで言った。




「ところで、あんたはどこの子なんだい？」




「え……？」

　直人は凍りついたように動けなくなった。頭の中が真まっ白しろになる。目の前でなにが起こっているのか、理解することもできなかった。

　綾乃はその問いに答えようとしない。ふむ、と虹子は立ち上がって、幼い直人に顔を向けた。

「直人は知ってるんだろ？　どこから来たんだい、この子」

　彼は困ったような顔でしばらく考えこんでいたが、やがてゆっくりと首を振った。

「……わかんない」




　　　　　　　　　５




　目を開けると天てん井じようの蛍けい光こう灯とうが見える。直なお人とは教きよう壇だんの「あらずの扉とびら」のそばに横たわっていた。どうやら現実の教室に戻ってきたらしい。視し界かいの外から綾あや乃のが覗のぞきこんでくる。

「あら、起きたのね」

　彼女は口元に笑えみを浮かべている。目をそらしながら体を起こした。今、目にしたものの衝しよう撃げきが大きすぎて、どんな風ふうに彼女と接したらいいか分からなかった。彼女について大たい抵ていのことを知っているつもりだった。しかし、夢での会話が本当にあったことだとしたら、綾乃は虹にじ子この娘ではないことになる──一体、どういうことなんだろう。

「棗なつめはどうなったの？」

　直人ははっとした。そういえば、自分だけあの過去の記き憶おくの中に飛ばされた後、棗がどうなったのか分からない。

「よく……分かんねえ。〈王おう国こく〉には一緒に入ったけど、途中で俺はちょっと……」

　そう言うと、綾乃はむしろ安心したようだった。

「一緒に入ったなら大だい丈じよう夫ぶよ。普通の人間が〈王国〉へ迷いこんでも、危き害がいを受けることはまずないはずよ」

「そっか……なら、いいんだけど……」

　立ち上がって教室の時計を見る。色々なことが起こった気がしていたが、眠りに落ちてからほんの三十分ほどしか経たっていなかった。

「……まだ、誰もいないんだな」

　教室の中にいるのは二人だけだった。普段ならそろそろ登校してくる生徒がいてもおかしくないのだが。

「ああ、そのことなら……」

　その時、教室のドアががちゃがちゃと音を立てて動いた。あれ、と戸と惑まどったような声が聞こえる。鍵かぎが閉まっているらしい。

「ねえ、中に誰かいるの？」

　同じクラスの沢さわ村むら笑しよう子この声だった。

「いるけど、鍵は開けられないわよ」

　綾乃は落ち着き払って答えた。

「え？　今の久く世ぜさん？　そこでなにしてんの」

「答える必要はないわ」

「あの、あたし、これから朝あさ練れんで忘れ物取とりに来たんだけど……」

　笑しよう子こはおずおずと言った。彼女は女子バスケ部に在ざい籍せきしている。学校に来たということは徹てつ夜やしたはずだが、ちゃんと部活に出るつもりらしい。そのことに直なお人とは感心した。

「教室に入りたかったら、棗なつめを捜してきて。校内のどこかにいるはずよ。もし連れてこられたら入れてあげてもいいわ」

　え、と直人は小さく声を上げた。どういう条件なんだそれは。当然、笑子も同じ疑問を持ったらしく、

「え、ええっ……それってどういう……」

「うるさい！　早くしなさい！」

　いきなり綾あや乃のは一いつ喝かつする。窓ガラスがびりっと震えた気がした。一いつ瞬しゆんの静せい寂じやくの後で、笑子の足音が回れ右をして遠ざかっていった。ホントに行くのかよ、と直人は驚いた。

「……ひょっとして、今まで来た奴やつにも同じこと言ってたのか？」

「ええ。今ので三人目よ」

　彼女はこともなげに答えた。

「今、ここに人を入れるわけに行かないもの。本当に捜してくれるかどうか分からないけど、もし棗を見つけ出してくれれば一いつ石せき二にち鳥ようでしょう？」

　直人は「あらずの扉とびら」を振り返る。確かに誰があの悪あく夢むを生み、棗を襲おそったのか分からない状況では、このクラスの生徒を近づけるわけにいかない。あの悪夢を生んだ者が、この扉を開けてしまうかもしれない。

「……〈王おう国こく〉でなにかあったのね」

　綾乃が静かな声で言った。

「え……」

　いきなり言われて、動どう揺ようを隠かくすことができなかった。

「黒い扉の先が〈王国〉だということもちゃんと知っているみたいだし……あの場所で誰かに会ったの？」

「うん……まあ……」

　と、言葉を濁にごす。色々なことが一気に起こりすぎた。知りたいことは山ほどある。

「あの〈王国〉ってなんなんだ？　俺が『番ばん人にん』ってことは、俺が作った夢ってことか？」

「違うわ」

　綾乃は首を振った。

「あれは扉の民たみが代だい々だい受け継いできた夢よ。夢の世界の一番底そこにある、夢の中の夢。今はあなたが『番人』だからあなたの夢でもあるけど、人間が作り上げたわけじゃない」

「じゃあ、あそこにいた連れん中ちゆうはなんなんだよ。あいつらも夢ゆめ神がみなんだろ？」

　答えを言う前に、綾乃は直人の目をじっと覗のぞきこむ。それを知るに相応ふさわしいか確かめているようだった。

「〈王おう国こく〉のもともとの住民たちは、扉とびらの民たみによって罰ばつせられた夢ゆめ神がみたちよ。あそこは夢神たちを閉じこめておく空間……流る刑けい地ちのような場所なの」

　夢神を殺せない、と綾あや乃のが言っていたことを思い出した。だとすると、閉じこめておく場所が必要になる──それがあの〈王国〉なのだ。襲おそいかかってきた無数の牙きばを思い出して、直なお人とは体を震わせた。

「じゃあ、あそこにいるのはみんな人間の悪あく夢むから生まれた奴やつってことか……？」

「いいえ。最初はそういう夢神たちしかいなかったけど、集まるにつれて秩ちつ序じよが生まれて、社会ができて……子し孫そんも残すようになったのよ。現実の世界でも、流刑地から出発した共同体はいくつもあるでしょう？　今はあの世界で生まれた王が統とう治ちする世界になっているわ。だから、〈王国〉なの」

　直人はあの城の主あるじを思い浮かべていた。きっと彼が「王」なのだと思った。

「じゃ、俺は〈王国〉で嫌われてるってことか」

　彼は苦にが笑わらいを浮かべた。あの「王」も直人を憎にくんでいる様よう子すだった。

「あそこの夢を見るたびに、拷ごう問もんを受けてるみたいなもんだし」

「……拷問じゃないわ」

　綾乃は首を振った。

「それは罰なのよ」

「罰？　なんの？」

　思わず聞き返した。

「以前、あなたは罪を犯した。だから〈王国〉があなたに悪夢を見せているの」

　まったく意味が分からなかった。あの悪夢を見始めたのはつい数ヶ月前で、その時までは夢神になど関わったことがない。あんなひどい悪夢を見せられる理由などないはずだ。

「なんだよそれ……俺がなにやったって言うんだよ？」

　一いつ瞬しゆん、彼女の表情が凍りついた。なにか途と方ほうもない失しつ言げんをしたような気がした。

「そうよね。そう思うわよね……」

　目を伏せて小さくつぶやく。さっきの夢で見た綾乃を思わせるしぐさだった。

「あの……」

　直人が口を開いた時、複数の足音が教室の後ろのドアに近づいてきた。

「おい、久く世ぜ！」

　どんどんどんとドアを叩たたかれる。担任の駒こま江えの声だった。

「今すぐここを開けろ。一体なにをやってるんだお前たちは」

　直人たちは顔を見合わせた。

　廊下からはかすかに笑しよう子この声も聞こえてくる。多分、棗なつめを捜しになど行かずにまっすぐ職員室へ行ったのだろう。考えてみれば当たり前の行動だ。

「……まずいわね」

　と、綾あや乃のはつぶやいた。

「開けなければ勝かつ手てに入るぞ」

　駒こま江えの声が聞こえる。そうか、と直なお人とも思った。教師なら自由に教室の鍵かぎを使える。こちらが鍵を閉めてもなんの意味もない。

「待って、先生」

　綾乃は教きよう壇だんを降りて、後ろのドアに近づいていく。

「ここには人の命に関わるような危険なものがあるんです。他の人には見せられません。先生一人ひとりで来て下さい」

　沈ちん黙もくが流れる。ドアの向こうで思し案あんをめぐらせているようだった。

「命に関わるって……お前たちは大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　心配そうな声に直なお人とははっとした。駒江は決して話の分からない人間ではない。

「今のところは大丈夫です」

「……分かった。それじゃ、まずは俺一人で入って確認する。それでいいか？」

「はい」

　廊下からひそひそ声が聞こえる。駒江が笑しよう子こに一いつ旦たん離れろと言っているらしい。一人分ぶんの足音が遠とおざかっていく。

　鍵の回る音とともにドアが開き、背の高い駒江が教室に入ってきた。後ろ手にドアを閉めながら周囲を見回したが、白い扉とびらを見た途と端たんにぎょっと立ちすくんだ。

「な……なんだ、これは」

「夢の世界と繫つながっている扉で、中には人殺しの怪かい物ぶつがいるんです」

　綾乃が乱暴きわまりない要よう約やくで説明する。当然、駒江には分からなかったらしく、

「な、なにを言ってるんだ、お前は……？」

　ふと、直人は違い和わ感かんを覚えた。今の会話でなにかに引っかかっている。一体なんだろう。

「鍵かぎ穴あなから中を見て判断して下さい。少なくとも誰がいるのか分かりますから」

　駒江は教きよう壇だんに上がり、直人のすぐそばに立って白い扉を見つめる。

「ここを見ればいいのか？」

　鍵穴を指さすと、綾乃がうなずく。彼は中ちゆう腰ごしになって向こうの世界を覗のぞきこもうとする。

「先生」

　直人は言った。駒江は今いま存在に気付いたように顔を上げた。

「あのー、俺もいるって誰か言ってました？」

「ん？　なんの話だ？」

「いや、なんでこの教室に綾乃以い外がいの人間がいるのが分かったんだろうって。さっき『お前たち』って言ったじゃないですか」

　駒こま江えが廊下にいる間、直なお人とは一言も喋しやべらなかった。外からこの教室は見えない。

「……沢さわ村むらが言ってたんだよ」

　そうなんだ、と直人は納なつ得とくしたが、今度は綾あや乃のが口を開いた。

「直人は沢村さんとも話していません」

　しん、と教室が静かになった。直人は駒江と綾乃の顔を見比べる。軽い気持ちで言っただけだったが、話の雲くも行ゆきがあやしくなっていた。

「いや、確かに言ってたと思うが」

　綾乃は教きよう壇だんの方へじりっと足を進めた。

「金曜日の放課後、牧まき野のさんと話をしましたか？」

「金曜日？　さあ、どうだったかな……」

　腕組みをして首をかしげる──ほとんど自然な反応に見えた。ただ、綾乃の目を見ようとしていない。

「一体、久く世ぜはなにが言いたいんだ？」

「……先生が『ヨミジ』の夢を最初に見たんですかって訊きいてるんです」

　その声に全員がドアの方を振り返った。ハンカチで額ひたいを押さえた棗なつめが立っていた。おそらく頭を殴なぐられたのだろう。汚れた場所に放っておかれたのか、制服は埃ほこりまみれだった。目を覚まして自じ力りきでここまで来たらしい。

「お前……どうしてここに……」

　駒江は眼鏡めがねの奥で目を丸くしていた。棗は構わずに教室に入ってくる。

「さっきは痛かったです、先生」

　彼女は冷たい声で言った。

「金曜日の放課後、先生がやよいちゃんを呼び出して注意したんですよね？　あんまり居い眠ねむりが多かったから……その時、自分が見ている夢の話もしたんでしょ？」

　あ、と直人は声を上げた。今まで生徒だけがあの夢を見ていると思いこんでいた。あの悪あく夢むには生徒以い外がいにももう一人登場する人物がいた──黒板の前で授業をしていたあの教師だ。

　駒江は無言のまま立っている。棗の言っていることを認めたも同然だった。

　直人はぽかんと口を開けて、実じつ直ちよくそうな横よこ顔がおを眺ながめていた。駒江が棗を襲おそったことがまだ信じられない。担任になってからまだ一ヶ月だが、彼は熱心で面めん倒どう見みがよく、クラスの生徒たちにも評判がよかった。やよいが意識を失った時も、保健室まで彼女を背負って来たのは駒江だった。

「どうして、悪夢を見ていることを隠かくすんですか？」

　綾乃は静かな声で言った。

「わたしたちなら、先生を悪夢から解放できるんですよ」

　間ま近ぢかにいた直人は、駒江が息を吞むのをはっきり聞いた。額からは脂あぶら汗あせを流している。まるで綾あや乃のを恐れているかのように。

「お前は……そんなことが、できるのか」

　うめくように彼は言った。綾乃がさらに一歩前に出る──駒こま江えは後ずさりをした。

「お前は、やっぱりそうなんだな」

「先生……？」

　と、綾乃は声をかけた。突然、その言葉に反応したかのように、白い扉とびらの向こうから無む機き質しつな女の声が聞こえてきた。

「せんせい、せんせい、せんせい、せんせい、せんせい、せんせい、せんせい、せんせい、せんせい、せんせい、せんせい、せんせい……」

　駒江は弾はじかれたように扉から体を離す。蒼そう白はくになった顔面を両手で覆おおった。

「ヨミジ」の呼びかけは止まらない──いや、いつのまにか文句が少し変わっていた。

「せんせい、だいすき、せんせい、だいすき、せんせい、だいすき、せんせい、だいすき、せんせい、だいすき、せんせい、だいすき、せんせい」

「やめろ！」

　こらえきれなくなったように駒江は絶ぜつ叫きようした。すると、噓うそのようにその声は途と切ぎれた。彼の荒い息いき遣づかいだけが教室に響ひびく。

（今のは……）

　扉の向こうにある悪あく夢むは駒江の持つイメージから生まれたものだ。この「ヨミジ」も彼の内面を反映しているはずだ。明らかに駒江は死んだ少女に特別な感情を抱いている。

「与よ美み島じまって女の子と……付き合ってたんですか？」

　直なお人との質問にも彼は答えなかった。佐さ原はらから聞いた話を思い出す。与美島という生徒には「どうしてもこの学校に居い続つづけたい理由」があったらしい。それが駒江だったのかもしれない。それなら他人に話さなかったのも納なつ得とくが行く。

「それだけでは隠かくす理由にはならないわ」

　綾乃は教きよう卓たくのすぐそばで立ち止まり、冷たい声で言った。

「その女の子は、この教室に一人でいる時に落ちて亡くなったのよね？」

　駒江の目は大きく見開かれ、体の震えがいっそうひどくなる。

「……先生が殺したんでしょう？　その生徒を」




　　　　　　　　　６




　駒江克かつ巳みは「よい教師」であるつもりだった。

　必ずしも「人気がある」教師ではない。

　生徒が学校にいる限りは、授業や生徒指し導どうは厳きびしく行う。彼らの話は不ふ平へい不満の類たぐいでもきちんと聞き、対応にもなるべく手を抜かない。うるさく口を出せばある程度煙けむたがられるのは分かっていたが、同時に大たい半はんの生徒がそれを受け入れることも分かっていた。

　ほとんどの生徒は注意すれば話を聞くものだ。最近の奴やつらは、という愚ぐ痴ちもこぼさないことに決めていた。それを口にしたところでなにも事態は変わらない。怠たい惰だな人間のすることだと思っていた。

　教師になってから十年以上過すぎていたが、信しん念ねんを覆くつがえされるようなことは起こらなかった。彼は自分に満足していた。




　最初のうち、与よ美み島じま千ち鶴づるはその年に教えていた百人以上もの生徒たちの一人にすぎなかった。成績はいいが、無む口くちで協調性に欠ける。教師の言うことを聞かない。距離を置いて接するのが一番いいタイプだった。

　千鶴を意識するようになったのは、自分と彼女が付き合っているという噂うわさが立ったせいだった。千鶴と教師が噂になるのはそれが初めてではなかった。入学以い来らい、もっと若い教師たちとの噂が何度も立っていた。

　彼女がこっそり噂を流して、周囲の反応を楽しんでいるという話も聞いた。教師たちも噓うそだと分かっていながら、千鶴が美人だったせいかまんざらでもない様よう子すだった。駒こま江えはそんな噂を流して喜ぶ人間も、流されて喜ぶ人間も理解できなかった。

　それだけだったら、ただの噂が流れただけで済んでいただろう。

　すべてが変わってしまったのは、千鶴が駒江を訪ねてきたせいだった。今までどんな噂が立とうと反応を示さなかった彼女が、自分はなにも知らないこと、どうせすぐに消える噂だということをむきになって説明していった。

「全部デタラメですから、先生も忘れて下さい」

　怒ったように言い残して、彼女は去っていった。

　彼女が説明しにこなければならなかったのは、自分だけには誤ご解かいされたくなかったからだ。それが分からないほど駒江は鈍どん感かんな人間ではなかった。

　千鶴は駒江に恋をしていた。




　千鶴にまつわる噂は、一部の者たちが悪意で流していた。そのことに気付いた時、駒江はすでに彼女と二人きりで会うようになっていた。

　どうして千鶴を受け入れてしまったのか、駒江自身にもうまく説明できない。人間関係に不ぶ器き用ような彼女が、自分にだけ見せた好意が愛いとおしかったのかもしれない。今まで生徒に恋れん愛あい感情を持ったことなどなかった。このままこっそりと関係を続ければいいのか、それとも一いつ旦たん距離を置くべきなのか、それを判断することすらできなかった。

　問題を先送りするうちに、彼女を取り巻く状況はどんどん悪くなっていった。教室で授業を受けることも難しくなり、保健室にいることが多くなった。養よう護ご教きよう諭ゆの佐さ原はらを初めとして、一部の教師も彼女への嫌がらせを問題視しし始めた。

　駒こま江えはただ傍ぼう観かんしているだけだった。彼は千ち鶴づるの担任ではない。出しゃばれば彼女との関係が知られてしまいそうで恐ろしかった。

　そういう彼の態度を、千鶴は一言も責めなかった。

「わたしはいいです。別に辛つらくありませんから」

　淡たん々たんと千鶴は言っていた。

「先生のこと、大好きですから」

　なぜか駒江はぞっとした。彼女が本当にどのようなことでも、その一言で耐えきってしまいそうだったからだ。駒江にはその覚かく悟ごはない。いつのまにか心しん底そこ疲れきっていた。

　千鶴が二年生になっても状況はあまり変わらなかった。彼女を追い詰めていたグループの大半は三年生で、まだ学校に残っていた。一学期が始まってから一ヶ月もしないうちに、一番恐おそれていたことが現実になり始めた。

　駒江と千鶴の関係が再び噂うわさになり始めた。出で所どころは例のグループではないようだった。誰かが自分たちが会っているところを見てしまったのかもしれない。ほとんどの人間はまだ本気にしてはいないが、見方を変えるのも時間の問題だった。

　あの日の放課後、駒江は校内を見回っていた。校舎の施設点てん検けんで部ぶ活かつ動どうはなく、校内にはほとんど生徒は残っていなかった。２─Ｅの教室まで来た時も、千鶴がまだ掃そう除じをしているとは思ってもみなかった。掃除の時間はとっくに終わっていたからだ。

「……どうしたんだ？」

　教室に入っていった駒江は、雑ぞう巾きんで窓を拭ふいている千鶴に声をかけた。

「掃除です」

　ぶっきらぼうな答えが返ってくる。彼女一人ひとりを残して、他の者は帰ってしまったらしい。

　窓ガラスは黒いペンでびっしりと落書きされている。そのせいで掃除に時間がかかっているようだった。よく見ると落書きの内容は、今まで彼女と噂になった教師たちの名前だった。

　これも嫌がらせの一種なのだ。

　ふと、駒江克かつ巳みという名前が特に大きく書かれていることに気付いた。

「……大だい丈じよう夫ぶですから」

　彼の視線に気付いたのか、千鶴は静かにつぶやいた。

「わたし、絶対に転校なんかしない」

　一部の落書きはご丁てい寧ねいにガラスの外側から書きこまれている。なるべく彼女を苦労させるつもりなのだろう。千鶴は窓から身を乗り出して、雑巾を動かし始めた。

　その姿を駒江はうつろな目で眺ながめていた。彼女が転校する必要はない。しかし、関係が露ろ呈ていすれば自分は学校を追われる。教師を続けることはできなくなるはずだ。

　体が震え始めた。どこかで自分は間違ってしまった──一体どうすればいいのだろう。

　顔を上げると、窓まど枠わくに腰掛けている千ち鶴づると目が合った。よく晴れた青空を背負って、彼女はにっこりと微笑ほほえむ。胸を抉えぐられるような笑顔だった。

　彼女は美しかった。

「先生、大好き」

　その瞬しゆん間かん、頭が真まっ白しろになった。

　後はひとりでに体が動いた。落ちていく時も、彼女は悲鳴一つ上げなかった。




　与よ美み島じま千ち鶴づるの死は事故として片付けられた。

　最初はいつ自分の行為が暴あばかれるかもしれないと疑っていたが、いつまで経たっても追及する者は現れなかった。やがて、すべてが終わったと考えるようになった。自分はたまたま少しだけ道を踏み外してしまっただけで、罪を免まぬがれたのも今後は「よい教師」として生きていけという啓けい示じだと思うことにした。

　日々の業務に没ぼつ頭とうするうちに一年が経ち、担当クラスを持つことになった。それが２─Ｅだと知ってもさほど気にしなかった。その後も授業で何度もあの教室に出入りしている。今さら動どう揺ようなどするはずがない。

　しかし最初のホームルームで、全員の顔と名前を確認していった時、彼は一人の女子生徒に既き視し感かんを覚えた。長い髪かみ、意い思しの強そうな瞳ひとみ、きつく結んだ唇くちびる──千ち鶴づるによく似ていた。
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「久く世ぜ綾あや乃のです」

　愛あい想そうのない口く調ちようも千鶴のようだった。

　久世綾乃は行動まで彼が殺した少女にそっくりだった。教室にはろくにいない。保健室で本ばかり読んでいる。成績はいいが教師の言うことは聞かない。「よい教師」として彼女を指導しているつもりだったが、我ながら度を越していることも自覚していた。千鶴の時のような「失敗」を繰り返したくなかった。

　そんなある日、あの悪あく夢むが始まった。

　彼は教室で授業をしている。しかし口から出る言葉も、黒板に書く文字もすべてでたらめだ。空くう虚きよな時間を過ごすうちに、かろうじて人の形をした灰色の怪かい物ぶつが窓から入ってくる。まるで地の底から戻ってきたように。

（千鶴だ）

　なにかを捜すように這はい回る千鶴の前で、彼はえんえんと授業を続けざるを得ない──。

　毎まい晩ばん続く悪夢に苛さいなまれるうちに、生徒と接している時もぼんやりすることが多くなっていった。

「……お前はあんなに居い眠ねむりして、なんか夢でも見てるのか？」

　職員室で牧まき野のやよいを説せつ教きようしている最さい中ちゆうも、突然そんなことを言ってしまった。普段の自分なら決してしない質問だった。

「えー。居眠りの時にいちいち夢なんか見ないですよー」

　やよいは特に不ふ審しんに思わなかったらしい。説教が中ちゆう断だんしたせいか、むしろ喜んでその話題に飛びついてきた。

「先生は夜に夢とか見ないんですか？」

　これもいつもなら一いつ蹴しゆうする質問だっただろう。しかし、誰でもいいから話を聞いて欲しいと思うところまで彼は追い詰められていた。

「俺はな、実は最近……」

　あの悪夢の中で人が殺されるようになったのは、それからすぐのことだった。夢の中で殺された人間は現実でも目を覚まさない。どうしてこんなことになってしまったのか。誰のせいでこんなことが起こったのか。ここ数日ずっと考えていた。自分は「よい教師」として常に最大限の努力をしてきた。原因は他にあるはずだ。

　今ならそれもはっきり分かる。すべての元げん凶きよう。すべての不運の源みなもと。それは──。




「……お前だ、久世綾乃！」

　うなだれたまま体を震わせていた駒こま江えが、いきなり顔を上げて叫んだ。近くにいた直なお人とは飛び上がりそうになる。別人のように憎ぞう悪おをむき出しにしていた。

「えっ……？」

　呼びかけられた綾あや乃のも戸と惑まどっていた。

「お前が現れてからすべてが狂ったんだ。お前が現れなければ、俺は『よい教師』のままでいられたんだ。こんなことにならずに済んだんだ。全部お前の責任なんだ……」

　血ち走ばしった目で彼女を睨にらみつける。

「な、な……」

　直なお人とは腹が立ってきた。昨日きのうのうちに駒こま江えは自分も悪あく夢むを見ていると明かすこともできたはずだ。そうしていたら、昨日の夜の被害は出なかったかもしれない。さっき棗なつめを襲おそい、気き絶ぜつさせたのも綾乃のせいだと言うつもりだろうか。

「夢を見てたのはあんただろ！　綾乃には関係ねえよ！」

「お前はなにも分かってないんだな、岸きし杜もり」

　一いつ瞬しゆん、駒江はいつもの教師の口く調ちように戻って言った。

「俺が悪夢を見始めたのは、こいつが現れてからだ。こいつが俺に悪夢を持ってきた。悪夢を操あやつってるんだ……いや、悪夢そのものなんだ。その証しよう拠こにこいつだけはうちのクラスの中であの夢を見てない。それぐらい俺も気付いているぞ、岸杜」

「それは……」

　綾乃が夢を見ない体質だからだ。そう言おうとして、綾乃がむっつりと口をつぐんでいることに気付いた。どうして言い返さないのだろう。ここまでめちゃくちゃに言われているのに。

「せんせい、せんせい、せんせい、せんせい、せんせい……」

　そこへ夢ゆめ神がみの声が聞こえてくる。

　駒江はぶるっと背中を震わせて、ゆっくりと扉とびらを振り返った。

「とびらを、あけて、とびらを、あけて、とびらを、あけて、とびらを、あけて、とびらを、あけて、とびらを、あけて、とびらを、あけて、とびらを、あけて、とびらを、あけて、とびらを、あけて、とびらを、あけて、とびらを、あけて、とびらを……」

　その声は教室をびっしりと埋め尽くしていくようだった。駒江は自分の手を不ふ思し議ぎそうに見下ろした。彼の手のひらにはいつのまにか白い鍵かぎが載っている。直人が持っている黒い鍵と大きさも形もそっくりだった。

「あ……」

　反応する間もなかった。駒江は扉に手をついて、するりと鍵を鍵かぎ穴あなに差しこんだ。

「やめなさい！」

　夢神の声を押し返す勢いで綾乃は叫んだ。

「扉が開いたら、真まっ先さきにあなたが殺されるわ！」

　唐とう突とつに「ヨミジ」の呼びかけがやんだ。駒江は震えながら綾乃の方を振り返る。見ていた直人は胸を撫なで下ろした。まだ鍵は回っていない。鍵穴に差しこまれただけだ。

「それは噓うそだな。この向こうにいるのは俺が付き合っていた女なんだ……俺を殺すわけがない。こいつは俺に従ってくれるはずだ……」

　駒こま江えは震える声で言った。自分自身に言い聞かせているようだった。

「わたしが噓を言っていないことは、あなたにも分かっているはずよ。この向こうにいるのは、あなたの恋人なんかじゃない。あなたの恐怖や不安が形になっただけ……生きている時の彼女とはなにもかも違うわよ。人間ではないもの」

　彼の視線はうろうろと綾あや乃のと扉とびらを行き来する。

「……本当にそう思うか？」

　すがるような弱々しい声で言った。

「ええ。だから、その鍵かぎを渡して」

　綾乃はまっすぐに手を差し出した。駒江はなにか答えでも読み取ろうとするかのように、彼女の白い手を凝ぎよう視しする。やがて、ふっと目が穏おだやかになった。

「俺はこの悪あく夢むが怖かった」

　駒江は奇き妙みように乾いた声で言った。

「俺を悪夢の世界に引きずりこんでしまいそうだった……」

　彼は「あらずの扉」に向き直り、白い鍵を握る。ゆっくりと引き抜いていく。

「もう悪夢は終わりにしたい……やっと気が付いたんだ」

　鍵が抜ける直前で、ふとその手が止まる。

「……ずっと前から、俺はもう悪夢の世界にいた……この世界が俺の悪夢だ」

（え？）

　その言葉に直なお人とはどきりとした。もう一度白い鍵は根元まで差しこまれていく。そして、かちりと音を立てて回った。

「待ちなさい！　それは……」

　そう言いかける綾乃の声を遮さえぎって、駒江はきっぱりと言った。

「……だから、お前たちという悪夢には死んでもらう！」

　次の瞬しゆん間かん、ばねじかけのように白い扉が大きく開いた。悪夢の空間から血の臭においのする突風が吹き出してきた。
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　白い扉の向こうから、最初に現れたのは赤い腕だった。夢ゆめ神がみは扉のすぐそばにいた駒江の首くび筋すじを背後から無む造ぞう作さに摑つかむ。喉のど仏ぼとけのそばの皮ひ膚ふに三角の鋭い爪つめがずぶりと食いこんだ。

「がっ……」

　駒江の口から悲鳴と鮮せん血けつが同時にこぼれた。「ヨミジ」は血ち塗ぬられた制服を光らせながら、現実の世界へと足を踏み出した。

　彼女は直なお人とを見て笑えみを浮かべた。べっとりと赤いもので染まった頰ほおに、小さなえくぼができる。直人は自分が夢ゆめ神がみからほんの数歩の距離に立っていることを思い出した。

（あ……）

　一いつ瞬しゆん、足がすくんだ。彼の目の前で白しろ目めを剝むいた駒こま江えの体はがくがくと痙けい攣れんしている──と、「ヨミジ」は彼の体を片手で持ち上げて、軽々と振り回した。まるで子供が飽あきた人形を扱うようなしぐさだった。目の前に駒江の両足が迫ってくる。

「えっ」

　突然、誰かの手が直人の襟えり首くびを摑つかむ。床に引き倒されるのと同時に、駒江の体が頭上を通りすぎていった。

「ぼんやりしないで」

　すぐそばに綾あや乃のの顔がある──彼女が助けてくれたのだ。

　不意に刺すような視線を感じた。教きよう壇だんの上から「ヨミジ」が自分たちを見下ろしていた。

　起きあがりかけていた直人たちの動きが止まる。次の瞬しゆん間かん、「ヨミジ」と駒江の体はその場から消えた。ばりんとガラスの割れる音がする。窓を突き破って外へ飛び出していったのだ。

　直人は窓に飛びついた。夢神は駒江の体ごと植え込みに着地し、そのまま校門へと走り出した。校門の方からは登校してくる生徒たちの姿がまばらに見える。夢神は片手で駒江の体を引きずりつつ、もう片手で邪じや魔まな生徒たちを次々と薙なぎ倒していく。

　地面に転がる生徒たちを振り返りもせずに、彼女はゆうゆうと校門から飛び出していった。

「くそ……」

　このままでは大変なことになる。後を追わなければならない──自分は扉とびらの民たみなのだから。

　窓から離れようとした時、綾乃の声が聞こえた。

「直人！　手伝って！」

　彼女は白い扉に背中を預けて閉めようとしている。しかし、ひどくゆっくりとしか動いていなかった。

「なにやってるんだよ。夢神が……」

「違う！　こっちが先よ！」

　直人は目を瞠みはった。扉の周辺に異い変へんが起こっていた。空間が陽かげ炎ろうのように歪ゆがみ、鮮あざやかな赤い色に変わっていく。

「なんだこれ……なんでこんな……」

「『あらずの扉』を長く開けておくと、現実と夢の世界が混じり合ってしまって……扉が閉まらなくなるの」

　綾乃は歯を食いしばりながら言った。話している最中にも周囲の空間はますます変化していった。赤い領りよう域いきはあっという間に広がっていき、今や扉の周辺は夕焼けに染まっているかのようだった。

「……押せばいいんだよね」

　棗なつめも扉とびらのへりにしがみついたが、扉はまったく動く気け配はいがない。

「岸きし杜もりくんも早く来て」

「あ、ああ……」

　直なお人とも慌あわてて棗が摑つかんでいる真ま上うえあたりに両手を置いた。

「合図するから力を入れて」

　両足を踏みしめながら棗が言った。直人たちがうなずくと、彼女は大きく息を吸いこんだ。

「一、二の、三！」

　思ったよりもあっけなく扉が動き、枠わくの中にすっぽりと収まった。

「直人、鍵かぎ！」

　慌てて黒い鍵を取り出して鍵を閉める──「あらずの扉」が完全に閉ざされると、空間の異い変へんはすぐに収まっていった。

　膝ひざに手をついて息を整える。すると、その肩を綾あや乃のがぽんと叩たたいた。行くわよ、という合図だった。直人はうなずいて体を起こした。

「……悪いけれど、わたしたちはこれから『ヨミジ』を追っていくわ。棗はここにいてくれる？　教室の中から鍵を閉めて、誰もこの扉に近寄らせないで欲しいの」

　棗は深くうなずいた。

「分かった……二人とも気を付けてね」

　ほんの一いつ瞬しゆん、棗と目が合った。なにか言いたげにも見えたが、結局笑わらって手を振っただけだった。直人は軽く手を上げてそれに応えてから、綾乃と並んで教室を出た。




「ヨミジ」は硬い道を踏みしめながら走っている。

　この世界は広い──本当にどこまでもどこまでも続いている。本能に導かれるまま彼女は進んでいくつもりだった。

　彼女は自じ我がを与えられて以来、初めて幸福を感じていた。

　ここでは様々なものが動いている。彼女はそれを二つに分けていた。

　一つは人間。もう一つは人間以い外がいのもの。

　人間はどれだけ食べても構わない。魂たましいを持っているから。

　人間以外のものを食べる必要はない。だからどれだけ壊しても構わない。

　時とき折おり、彼女の左右を大きな「人間以外のもの」が騒そう音おんをまき散らしながら通りすぎていく。こちらが避けないでいると、向こうの方が慌てふためいたように必死によけていく。

　そのうちの一つはほぼ正面から激げき突とつし、引きずっていた「荷物」と一緒に彼女を道の端はしまではねとばした。相手の方もぐるぐると独楽こまのように回転して動きを止めた。

「はははは、はははは」

　すぐに彼女はむくりと起きあがって、自分をはねた「相手」を指さして笑った。彼女に近づこうとしていた人間たちは、あっという間に四し方ほうに散ってしまった。立ち上がってみると、右の足首が反はん対たい方向にねじ曲がっていた。

　彼女は無視してそのまま歩き出す。二十歩も行かないうちに足首はまっすぐに戻り、きちんと歩けるようになった。夢ゆめ神がみは負傷で死ぬことはない。傷つけられることはあっても、放っておけばすぐに元に戻る。人間に近い姿を手に入れても、その特とく徴ちようは変わらなかった。

　いくつもの角を曲がり、通りを駆け抜けた後で、彼女は大きな橋にさしかかる。そこには誰の姿もなかった。橋のちょうど中央まで来た時、彼女は強烈な飢き餓が感かんを覚えた。今の彼女は人間の魂たましいを食べ続けなければならない。それができなければ狂い死ぬだろう。それが最初に覚えた「人の世界のもの」の味だからだ。

　ふと、彼女はまだ自分が「せんせい」を放していなかったことを思い出す。ここまでの道のりで、彼はもはや赤と黒のぼろきれのようになっていた。

「せんせいを、たべます」

　大きな声で言ってから、彼女は「せんせい」を地面に投げ出した。もう現実の世界で動き回れるほどの「実じつ体たい」を得た彼女だが、もっと魂を取りこめばさらに成長する予感があった。人間の肉体の組そ成せいにより近づくことで、人間らしいより複雑な思し考こうも可能になるはずだ。

「……せんせい」

　と、彼女は呼びかける。驚いたことに「せんせい」はまだ生きていた。かすかに目を開けて、目を動かして彼女に微笑ほほえみかけた。

「……ち、づる」

　彼女も微笑んだ。彼女は自分に名前があることすら知らなかった。この人間が彼女に食べられることを喜んでいると思ったのだ。泣き叫ぶ人間を食べるのも好きだが、笑っている人間を食べるのも楽しそうだった。

「千ち鶴づる……本当は、会いたかった……」

　彼女は自分が人間として呼びかけられていることに気付いていない。彼女は典てん型けい的な夢神だった──頭にあるのはただ生きること。そのために殺し、食らうことだけだ。

「せんせい……せんせい……」

　彼女は「せんせい」という言葉の意味を知らない。ただそう呼んでいるだけだ。大きく口を開け、瀕ひん死しの人間の頭をすっぽりと覆おおう。彼女の口の下で、まだ「せんせい」は意味の分からない言葉を熱心に喋しやべり続けている。最後まで聞く気はなかった。どこが最後なのかも分からなかった。

「あの時……言えな……かった。俺も……お前のこ」

　彼女は力をこめて口を閉じる。

　かつり、と音を立てて頭ず蓋がい骨こつが砕けた。




　直なお人とは綾あや乃のの後ろについて、川沿いの道を走っている。さっきまで「ヨミジ」の通った道をきちんと辿たどっていたのだが、途中で警察の検けん問もんにあって思うように進めなくなった。あの夢ゆめ神がみのおかげであちこちで交通事故が発生していたからだ。

「……こっちよ」

　綾乃はそう言ってクロスバイクを川へ続く道へ向けた。どうやら彼女には「ヨミジ」の行き先の予想がついているらしい。二人は町外れの大きな橋に近づいていた。上部を覆おおう鉄骨のアーチが見える。

「直人！」

　前を走っていた綾乃が橋の中央あたりを指さした。目を凝こらしてみると、車通りも途と切ぎれた橋の上に座りこんでいる赤い人ひと影かげが見えた。

（……『ヨミジ』だ）

　あんなところでなにをやっているのだろう。手前で自転車を停めて、二人は慎しん重ちように近づいていった。橋の入り口にある親おや柱ばしらのかげにしゃがみこむ。夢神はさっきと同じ場所にいた。こちらに気付いている様よう子すはなかった。

「なんであいつの行き先がここだって分かったんだ？」

「周りをよく見て」

　なんの変へん哲てつもない古い鉄てつ橋きようだと思う──ただ、直人たちのすぐそばの欄らん干かんの一部が奇き妙みように真新しくなっていた。一度そこだけ壊れて、修理したようだった。

　直人の顔がこわばった。一ひと目め見みて気付かない方がどうかしていた。

「……親父おやじが事故に遭あった橋か」

「ええ。夢神の向かってるのがこっちの方角だったから、まさかと思って」

「あいつ、ここを目指してたってことか？」

「そこまでは分からないわ。町を出ようとしているだけだとしても、この橋を通るルートを選ぶかもしれない」

　直人は「赤い目」のことを思い出した。この場所へ来たことといい、あの夢神は父の死に関係があるのかもしれない。

「……これから、あいつをどうするんだ？」

「取りこまれた人間の魂たましいを自由にしてから、あの夢神を〈王おう国こく〉へ追いこむわ」

「鍵かぎを使うんだったよな？」

「そうよ」

　と、綾乃はうなずいた。

「あなたの持っているモーフィアスは、夢神を封ふうじる武器でもあるの。手順そのものは割合単たん純じゆんよ。まず、その鍵かぎで〈王おう国こく〉への扉とびらを作るの。夢の中でもやったように」

「現実の世界でもできるのか？」

「もちろん。扉を開くと、モーフィアスの本ほん来らい持っている力が解放される……それをあの夢ゆめ神がみの体に差しこんで右に回すと、あの夢神の体から取りこんだ魂たましいが出て行くわ。後は扉の中に彼女を追いこんで鍵を閉めればいい……分かったかしら？」

「うん、分かった……分かったんだけどよ」

　方法はだいたい理解できたと思う。しかし、単純だからといって安全とは限らない。

「さっき、『あらずの扉』が開いたままだと、閉まらなくなるって言ってなかったか？　現実と夢が混じり合うとかなんとか」

「言ったわよ」

「開きっぱなしだとどうなるんだ？」

「成り立ちが違う二つの世界が重なり合うことになるから……世界の理ことわりがおかしくなるわね。最悪の場合、どちらも消えてなくなるかもしれない」

「な……」

　直なお人とは絶ぜつ句くした。

「でも、三分以内に片が付けば大だい丈じよう夫ぶなはずよ。はっきりしたデータがあるわけじゃないけど」

　三分を過ぎてしまった場合、世界が消しよう失しつするかもしれない。実感がなさすぎて恐ろしいと思うことすらできなかった。

「それに、あのバケモンの体に鍵を差しこむ……んだよな？　そういう距離まで近づいていって……」

　口に出すだけで全身に震えが走る。こちらの危険性には十分に実感が湧わいた。相手は人間一人を引きずったまま、三階から無む傷きずで飛び降りる身しん体たい能力の持ち主だった。しかも、人間を殺すことなどなんとも思っていない。

「わたしの言うとおりにすれば必ずうまく行くわ。どうやればいいか、ちゃんと考えてあるの……わたしを信用して」

　彼女の目がひたと注そそがれる。こんな時だというのに、気き恥はずかしくなってつい視線を逸そらした。彼は橋の上を振り返る──。

「ヨミジ」の姿はどこにも見えなくなっていた。

「綾あや乃の……」

　声をかけたが反応がない。ただ目を見開いているだけだった。前を向いた直人もぎょっとした。いつのまにか夢神は彼らのすぐ目の前に立っていた。

　彼女の全身を覆おおっていた血は洗い流されて、スカートのすそや髪かみの毛からは透とう明めいの水すい滴てきが落ちていた。

（川に……）

　川に飛び降りて、橋の下から回りこんだ。

　そう最後まで考える時間もなかった。次の瞬しゆん間かん、夢ゆめ神がみは地面を蹴けって直なお人とに襲おそいかかってきた。

「危ない！」

　綾あや乃のに突き飛ばされる──直人はアスファルトに倒れこみながら、夢神の爪つめに深々と切り裂かれる綾乃の姿を見た。彼女は橋の中央めがけて弧こを描いて飛んでいった。

「綾乃！」

　直人は声を嗄からして叫んだ。
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　立ち上がった直人は、綾乃に向かって走っていった。うつぶせに倒れた彼女を抱き起こすと、どろりとした温かいものが右手を濡ぬらした。

「う……」

　破れた制服の胸元がみるみるうちに赤く染まっていく。体温を奪われた体は小こ刻きざみに震えていた。手遅れかもしれない、という直ちよつ感かんを必死に振り払った。まだ絶対に間に合うはずだ。

（逃げないと）

　逃げ延びて病院へ行く。そう思いかけた時、すぐそばの大きな血だまりに気付いた。綾乃の体から流れたものではない。その中には汚れた男おとこ物ものの靴が転がっていた。駒こま江えが上うわ履ばき代わりにしていた安っぽいスニーカーにそっくりだった。

「……先生」

　震える声でつぶやいた。跡あと形かたもなく食われたのだ。あの怪かい物ぶつに。

　直人ははっきりと悟さとった。一人でも駒江は逃げられなかったのだ。怪け我がをした彼女を抱えた自分に逃げられるはずがない。このままでは自分たちも駒江のように食われる。

　ポケットの中でモーフィアスが振しん動どうしている。彼は綾乃を静かに地面に横たえると、膝ひざの震えをこらえながらどうにか立ち上がった。

「おまえは、にげないの？」

　と、夢神は言った。ぞくっと背せ筋すじに悪お寒かんが走った。いつのまにか彼女の声には抑よく揚ようが生まれている。顔つきやしぐさはさっきよりも人間に近づいていた。教室では力任まかせに襲いかかるだけだったが、今の攻撃は明らかに違っていた。直人たちの存在に気付かないふりをして、背後に回りこんで虚きよを突いた。

（進化してるんだ）

　外見だけではない。狡こう猾かつさも人間に近づいてきていた。

　本当は逃げ出したかった。鍵かぎ一本でこんな怪物相あい手て戦えるのか、自信はなかった──しかし、戦う以外に生き延びる方法もない。

「……に、逃げねえよ」

　そう言った途と端たん、相手の唇くちびるから酷こく薄はくな笑えみがこぼれた。相手が動く前に始めなければならない。綾あや乃のの助けがなくともこの夢ゆめ神がみを封じるのだ。

　震える手でポケットから鍵かぎを出し、力をこめて地面に突き刺す。硬いアスファルトにずぶりと鍵の尖せん端たんがめりこみ、地面の下から黒い扉とびらが浮上してくる。

　まるで地下へ通じる扉のように、「あらずの扉」が道路に横たわっていた。

　直なお人とはためらいなく鍵を回して扉を開ける。

　途と端たんにゆらりと周囲の空間が揺れ始めた。その歪ゆがみの向こうで、こちらに向かって「ヨミジ」が走ってくるのが見えた。その動きは思ったよりもずっと早い。

　直人は一歩後あとずさりをする。彼女はあっという間に扉をまたぎ、目と鼻の先まで近づいてくる──いきなり相手の姿が消えた。

（え……）

　思わず周囲を見回すと、四よつ足あしの獣けもののように姿勢を低くした夢神が、下から爪つめを突き上げてくる。

　直人はかろうじて横に転がって攻撃を避ける。脇わき腹ばらのあたりにじわりと熱い痛みが広がる。致ち命めい傷しようではないが傷を負ったらしい。

　直人はすぐに立ち上がる。既すでに五本の爪が目の前に迫っていた。避けきれない。彼は目を閉じ、最後の努力で背後に飛び退のこうとした──。

　いつまで経たっても予想される痛みはやってこなかった。その代わり、がつんと背中に硬いものがぶつかった。

「えっ？」

　振り向くと錆さびの浮いた鉄骨がある。橋の上部を覆おおっているアーチの、一番高い位置にある支し柱ちゆうだった。

　彼の両足は地面から五メートルは離れていた。

（な、なんだこれ）

　直人の体は地面に落下する。急速に近づいてくる地面に思わず目を閉じた。

　すとん、と彼は無事に着地した。両足に伝わったのは、階段を降りた程度の衝しよう撃げきだけだった。

　なにが起こったのか、やっと理解した。

　自分で飛んで攻撃を避け、着地しただけだ。

　夢神は不ふ思し議ぎそうに直人を見つめている。彼女の背後にある「あらずの扉」がもたらす空間の歪みは、ゆっくりとあたりの風景を変えつつあった。すべてのものが黄昏たそがれのようなオレンジ色に満たされていく。

（そうか……）

　手の中の鍵かぎをぎゅっと握りしめる。

　力を求めた時、鍵を与えられた。力は彼自じ身しんの深い場所──悪あく夢むからもたらされる。あの時、自分で口にした言葉だった。

　悪夢の中に入りこんだ人間は自由に動けないが、この鍵を持っている時だけは別だった。おそらく扉とびらの民たみに身しん体たい能力の向上をもたらすのだろう。「あらずの扉」が開かれ、悪夢と現実が一時的に繫つながりかけているこの場所でなら、同じ効果が得られるのだ。

　直なお人とは鍵を前に向けて構えた。体に流れこんでくる力をはっきり意識する。「ヨミジ」はまだこちらの能力の向上をきちんと把は握あくしていないはずだ。

　両手の爪つめを前に構えて、「ヨミジ」が前ぜん傾けい姿勢を取ろうとする。

（今だ）

　直人は大きく前に飛んだ。ほんの一歩で夢ゆめ神がみの体に殺さつ到とうする。攻撃を予想していなかったのか、彼女は棒ぼう立だちになった。直人は心しん臓ぞうのあたりに黒い鍵を突き立てる。もう少しで鍵の尖せん端たんが届こうとしたその時、右手に衝しよう撃げきが走った。

「……あれ？」

　突とつ然ぜん体が重くなり、動きが止まった。右手にはなにも残っていなかった。夢神の爪に弾はじき飛ばされた鍵が、どこかでちゃりんと音を立てた。

（誘いこまれ……）
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　夢ゆめ神がみは素早く動いた。相手の膝ひざが鳩尾みぞおちに深々と食いこむ。炸さく裂れつする激げき痛つうに呻うめき声を上げながら、直なお人とはがっくりと膝をついた。




　無ぶ様ざまに倒れる「とびらのたみ」の姿に夢神は狂きよう喜きした。身をよじらせながら、這はい逃げようとする相手の体に馬乗りになる。両耳のあたりをしっかり摑つかんで、相手の頭をアスファルトに押しつけた。十本の尖とがった爪つめが顔の皮ひ膚ふをぶつりと突き破る。「とびらのたみ」の口から絶ぜつ叫きようが上がる。しばらくの間、両手の力をこめたり緩めたりして、不ふ規則な声の響ひびきを心ゆくまで楽しんだ。

「はははは、はははは、はははは」

　それに合わせて彼女は笑った。もうこの「とびらのたみ」は使い物にならない。恐怖と苦痛を与えられた人間は、死ぬまで泣きわめく以外になにもできなくなるのだ。

　また空くう腹ふくを感じてきた。さっきの「せんせい」だけでは足りない。この男を食った後はさっき倒した女の味も試してみるつもりだった。あの女の方には既すでに致ち命めい傷しようを与えてあるが、より強い苦痛を与えれば死に際に意識を取り戻すかもしれない。どちらの泣き声が美しく、どちらの魂たましいが美び味みなのか、想そう像ぞうするだけでも楽しかった。

「とびらのたみを、たべるわ」

　笑顔を耳元に近づけて囁ささやきかけ、爬は虫ちゆう類るいのように大きく口を開ける。まずは鼻から顎あごにかけて囓かじり取ってしまうつもりだった。

「さようなら、とびらのたみ」

　彼女は至し福ふくに身もだえしながら、顎に力をこめようとする──。

　どこかでかすかな物音が聞こえる。地面を蹴けるような音。口を開けたまま顔を上げた。

　夢神は目を瞠みはる。

　人間の女が傷きず口ぐちを押さえて、よろめきながら立っていた。

　ありえないことに思し考こうが一いつ瞬しゆん停止する。さっきの一いち撃げきを食らわせた時、肋ろつ骨こつどころか内ない臓ぞうまで引き裂いた感かん触しよくがはっきり残っている。立ち上がることなどできるはずがない。

「直人！」

　と、女が叫んだ。夢神はもう一つ重要なことに気付く。今、あの女が立っているのは、さっきまで倒れていた場所とは違っている。

　あの鍵かぎの落ちていた場所だ。

　女の手から黒いものが放たれる。弧こを描いて近づいてくる物体が鍵だと気付いた時には、いつのまにか地面からまっすぐに伸びた男の手がそれを受け止めていた。

　反射的に飛び退のこうとした時には、脇わき腹ばらに冷たいものがずぶりと差しこまれていた。見下ろすと黒い鍵が深々と突き刺さっている。

「あ……」

　自じ我がを授さずけられてから、初めて味わう痛みだった。彼女を見上げている男と一いつ瞬しゆんだけ目が合う。男は食いしばった歯の間からつぶやいた。

「さようなら、『ヨミジ』」

　体の中で異い物ぶつの尖せん端たんが回転する。内ない臓ぞうがねじ切られるような激げき痛つうに、彼女は口を大きく開けて叫んだ。




　直なお人とは相手の体から鍵かぎを引き抜くと、ずきずき痛む顔を押さえながら立ち上がった。

「おおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

　夢ゆめ神がみは地面に転がりながら悲鳴を上げている。丸く光る物体が続々と口から飛び出しては、空へ立ち上っていく。赤く歪ゆがんだ空間は頭上にも広がっていて、まるで薄はく暮ぼの空のように見えた。

「あの光るものは人の魂たましい……これで皆、目を覚ますはずよ」

　綾あや乃のは小声で言った。一応、立ってはいるが足元がおぼつかない。顔には血の気がまったくなかった。

「お前……大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「大丈夫よ。ちゃんと夢神を見ていて」

「ヨミジ」の体は再び変化しつつあった。人の魂が出て行くたびに、手足や髪かみの細部がぼやけ、体の輪りん郭かくが曖あい昧まいになっていく。最初に見た灰色の怪かい物ぶつへと戻りつつあった。ただ、両目は相変わらず赤く輝いている。それだけは不ふ変へんのようだった。

「……お前、俺の父親を知ってるか？」

　彼女は顔を上げる──いや、「彼女」と呼ぶのも難しくなっている。目め鼻はな立だちの凹おう凸とつが消えかかり、ぶよぶよした水みず風ふう船せんのような有あり様さまだった。

「ちち、おや……？」

　かろうじて残った口が動き、不ふ明めい瞭りような言葉が洩もれてきた。

「ちちおや、とは……なに？」

「俺の前の『番ばん人にん』だよ。去年死んだ扉とびらの民たみだ」

「……しら……ない」

　怪物はあえぐように言った。もう噓うそをつくような狡ずるさは持っていないだろう。本当に関係がないのだと感じた。

「赤い目を持っている夢神は、お前だけなのか……？」

「……あか、いめ」

　いつのまにか声せい質しつも変わっている。スロー再生のように低くくぐもっていて、もう女の声には聞こえなかった。

「せっか……く……さずかった……の……に……」

　彼女はまだぼそぼそと喋しやべり続けている。

「え？」

　思わず相手の顔に耳を近づけようとする。

「危ない！」

　綾あや乃のの緊きん張ちようした声が飛んできた。反射的に欄らん干かんのそばまで大きく飛び退のいた。いつのまにか開ききっていた夢ゆめ神がみの顎あごがかつりと空を嚙かむ。鍵かぎを握る手に冷や汗をかいていた。まだ人間を食う機会を窺うかがっていたのだ。

　直なお人とが鍵を持っていなければ、大変なことになっていたかもしれない──。

「綾乃、逃げろ！」

　直人は大声で叫んだ。怪かい物ぶつは向きを変えて、身を守る術すべを持たない綾乃へと一直線に走り出す。しかし、彼女はその場から一歩も動かなかった。傷を負っているせいかもしれない。灰色の塊たましいは弧こを描くように地面から飛び上がり、綾乃の首くび筋すじに飛びついた。

　ぶつり、という不ふ吉きつな音がはっきりと響ひびいた。彼女の体が立ったままぶるっと痙けい攣れんした。

「綾乃！」

　心しん臓ぞうが止まりそうになった。一いつ足そく飛とびに彼女のもとへ駆けつけようと身み構がまえた。

「……待って！」

　思いの外、力強い声で綾乃が言った。

「もう終わりよ。大だい丈じよう夫ぶ」

「だ、大丈夫って、お前……」

「もう、終わったのよ。お前は」

　彼女は静かに語りかける。しかし、直人にではなかった。

　灰色の怪物に腕を回し、そのまま持ち上げて、夕暮のように赤く染まった橋の上をゆっくりと横切っていく。怪物はなおも身をよじらせて暴れようとする。

「終わったのよ……もう、終わったの……お前はもう〈王おう国こく〉の民たみよ」

　呪じゆ文もんのようにつぶやきながら、綾乃は赤い目を見み据すえる。怪物はなぜか怯おびえたように動かなくなった。彼女は「あらずの扉とびら」のすぐそばで立ち止まった。

「直人、お願い……もうすぐ、三分経たつわ」

「あ……うん」

　彼は言われるままに、開ききった扉に手をかけた。ほんのわずかな間、綾乃は遠い目で渦うずを巻く白い霧きりを見つめていた。

「……ようこそ、〈王国〉へ」

　小さくつぶやいて手を離す。夢神は硬こう直ちよくしたまま、白い世界の奥へと真まっ逆さかさまに落ちていった。間かん髪はつ入いれずに直人は扉を持ち上げる。さっきの白い扉とは比べものにならないほど固かった。それでも渾こん身しんの力を振り絞しぼって、直人は元どおりに地面へと黒い扉とびらを押しこんだ。鍵かぎを閉めた途と端たん、扉はアスファルトの中へすっと沈んでいった。

　二人を取り巻いていた朱しゆ色いろの色しき彩さいは徐々に薄れ、陽かげ炎ろうのような歪ゆがみも消えていった。

　直人は肩で息をしながら立ち上がった。安心すると同時に顔の傷がいっそう痛み始めた。綾あや乃のも相当の怪け我がを負っている。一いつ刻こくも早く医師に診みせた方がいい。

「綾乃、ここから一番近い病院って……」

　直人は言葉を失った。

　綾乃の全身は鮮せん血けつで染まっている。夢ゆめ神がみに食いちぎられたらしい首くび筋すじを押さえているが、指と指の間からどくどくと血が溢あふれ続けていた。素人しろうと目めにも頸けい動どう脈みやくが切れているのが見て取れた。

「お、お前……」

「大だい丈じよう夫ぶ。わたしは死なないわ」

「な、なに言ってんだよ」

　大丈夫なはずがない。頸動脈を切断されて生き続けている人間など──。

　突然、バルブを閉めたように彼女の首からの血はぴたりと止まった。直人はもう一つ重要なことに気付いた。切り裂かれたブラウスの隙すき間まから見えている胸元を、なるべく見ないようにしていたが、そこから流れていた血も完全に止まっていた。

「わたし、こういう怪我では死なないの」

　彼女の声にはかすかな自じ嘲ちようが混じる。

　直人は呆ぼう然ぜんと立ちつくした。以前、彼女自じ身しんの口から聞いた──夢神は物理的に傷つけられても死なない。あの夢神は綾乃を食おうとしなかった。餌えさにはなりえなかったからだ。

「……どういう、ことなんだ？」

　かすれた声で尋たずねる。

　しかし、答えはもう分かっている。ただの確認だった。

「わたしは人間じゃない……夢神よ」

　綾乃は静かな声で告げた。

「〈王おう国こく〉を治める、王の娘。今は……帰れないけど」

　忘れているのか、と〈王国〉の王は言っていた。忘れているのは罪の中身。不意に「あらずの扉」を開ける駒こま江えの姿が脳のう裏りに瞬またたいた。資格を持つ人間が扉を開けなければ、夢神は現実の世界へ出てこられない。

　過去の記き憶おくを見せられた時に気付くべきだった。あの日の直人は、両親が大事にしているものを持ち出して遊んでいた。たくさんの「遊び道具」の中にきっとあったはずなのだ──あの黒い鍵も。

「子供の頃、俺が黒い扉を開けたのか……俺がお前をこの世界に連れ出したんだな」




　　　　　　　　　９




　人ひと気けのない橋きよう脚きやくのかげで、直なお人とと綾あや乃のは並んで腰を下ろしている。二人の視線の先には川が流れている。父が事故に遭あった場所にあまり長なが居いはしたくなかったが、しばらくは「怪け我が」をした彼女を休ませる必要があった。

　綾乃は直人から借りたブレザーを胸の上にかけている。さっきよりもだいぶ顔色がよくなってきていた。今は例の棒つきキャンディを口の中で転がしている。直人にも一本くれようとしたが、結局断ことわってしまった。

「……別にあなたが一方的に連れ出したわけじゃないわよ」

　彼女はくぐもった声で言った。

「わたしも自分の意志で来たの。ただ、扉とびらの向こうが別の世界だなんて思ってもいなかったけど……最初は見たことのない場所へ来たと思っていたわ。自分が罪を犯していることも気付いていなかった……わたしたちは、現げん世せいへ来ることが固く禁じられているの」

「……お前はあの日のこと、だいたい憶おぼえてるんだな」

　胃の奥に硬いものがわだかまっている。今までなにも知らなかったことが情なさけなかった。

「そうね……わたしはある程てい度ど事情を知っておく必要があったのよ。だってこちらへ来た側だったんだもの。わたしもあなたの立場だったら、きっと忘れているわよ」
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「クゼーおばさん、お前が誰なのか知ってるんだよな？」

　綾あや乃のはふっと笑えみを浮かべて、首を横に振った。

「それがね、本当になにも知らないの。岸きし杜もりのおじさんもほとんど話していなかったと思う。『扉とびらの民たみ』のことは一いち族ぞく以外の人間には秘密だったもの……あの日はあなたの家で夕食をいただいて、『じゃあ、今夜はあたしの家においで』って連れて帰って、それ以来なにも言わずにわたしを育てているの。すごいでしょう？」

　直なお人とはうなずいた。岸杜家けや綾乃に特別な事情があるのは分かりきっているだろう。しかし、彼女にも話せないことを察して、当たり前のように接してきたのだ──自分がその立場だったら、そんな風ふうにはとてもできない。

「わたしがこっちへきてしまった後、〈王おう国こく〉の王……わたしの父の裁さい定ていが下されたの。勝かつ手てに現実の世界へきたわたしは、期限を定めずに〈王国〉から追放……皮ひ肉にくよね。夢ゆめ神がみの流る刑けい地ちから、『追放』されるなんて……そして、夢神を〈王国〉へ送るべき番ばん人にんの直ちよつ系けいが、夢神を現実へと呼び出すことも当とう然ぜん問題視しされたわ。そこで、その時代の『番人』が悪あく夢むという罰ばつを受けることに……」

「ちょっと待てよ……それじゃ、親父おやじは俺の代わりに罰を受けたってことか？　十年以上もずっと悪夢を見み続つづけて……」

　孝たか臣おみのもの言わぬ背中を思い出した。ただ「秘密だから」という理由で話さなかったのではない。直人が傷つかないように配はい慮りよしていたのだ。

（なんだよ……それ……）

　直人はぎりっと歯を食いしばった。嗚お咽えつが洩もれそうだった。

「おじさまはあなたよりもずっと経験がある人だったわ。悪夢の恐怖を和らげる方法もいくつか知っていたみたい。今のあなたよりはずっとうまく受け流していたはずよ。あなたがいずれ悪夢を見るようになることをおじさまは心配していて、そうならないで済む方法を色々と探っていた」

　目の前を川が流れていた。父が落ちた川──突然、彼は弾はじかれたように立ち上がった。

「どうしたの？」

　綾乃も時間をかけてゆっくり立ち上がる。

「親父が事故ったのって……その罰のせいか……？」

「違うわ。それこそ十年以上も『罰』を受け流してきたのに、どうして今になって事故を起こすのよ。なんの関係もないと思う」

　関係がないと言われても、そう簡単に納なつ得とくはできない。考えれば考えるほど胸がきりきりいたんだ。なにもかも自分が悪いような気がする。

「直人」

「……なんだよ」

「約束を、守って」

「……え？」

　直なお人とは思わず聞き返した。綾あや乃のの声はかすかに震えている。

「昨日きのうの晩、わたしに言ったでしょう？　本当のことを全部知っても、今のまま変わらないでいてくれるって……その約束を、守って」

　確かに言った──こんな事情だと想そう像ぞうしていなかったからだ。もう、以前のような自分に戻れそうもない。

「でも……」

「自分ばかり責めないで。罪を犯して、罰ばつを受けているのはわたしも同じなのよ」

　その時になってやっと気付いた。今自分が思っているような思いを、彼女はずっと前から抱いてきたのだ。自分たちの犯した罪のせいで他の者が罰を受ける。自分たちの罪のせいで親しい人間が死んだかもしれない。

　彼女はそれを直人に相談することもできなかった。

（夢ゆめ神がみだから、か）

　多分、あの「約束」にはもう一つ別の意味もある。自分の正体を知っても、今と同じように接して欲しいということ。彼女は自分が人間でないことを誰にも知られたくなかったのだ。

　約束は、守らなければならない。

　幸い、と言っていいのか分からないが、綾乃の正体を知った今でも、彼女に対する気持ちは今までとなにも変わらなかった。変わったのはそれ以外のことばかりだ。

　そう思うと、ほんの少しだけ安心できた。直人は頭をめぐらせて、いつもなら口にしてもおかしくない言葉を探した。

「……さっきの飴あめ、やっぱり貰もらっていいか？」

　綾乃は怪け訝げんそうにキャンディを直人の手に載せた。ミルクコーヒー味。包ほう装そうを解いて口の中に放りこんだ。むせかえるほど甘かったが、どこか懐なつかしい味だった。そういえば初めて会った日、彼女に上げたのもこの味のキャンディだった気がする。

「思ったより美味うまいな、これ」

　多分、いつもの声で言えたはずだ。

「……『思ったより』は余よ計けいよ。この世界で一番美味おいしいわ」

「そこまで美味くねえな」

「あなたの舌がおかしいのよ……」

　どちらともなく二人は歩き出した。こうして一緒にいることも、「約束」の一部なのだと直人は思った。













　　　エピローグ







　短いまどろみの後で、久く世ぜ綾あや乃のは目を覚ました。彼女は保健室の窓まど際ぎわの椅い子すに座っている。読書の合間に眠ってしまったらしい。時計を見るとちょうど一いち限げんが終わったばかりだった。

　彼女は軽く伸びをする。暗い穴に唐とう突とつに落ちたような深い眠りだった。

「あ、おはよう」

　棗なつめがドアを背にして立っている。少し前からそこにいたようだった。

「よく寝てたね、綾乃。なにか夢見てた？」

「……見てないわ。ぐっすり眠っていたみたい」

　この世界で綾乃は夢を見ない。こちらで言う現実こそ、彼女にとって「夢」の世界だからだ。今の自分は長すぎる夢を見ているようなものだと、いつも思う。

　ただし、これは悪あく夢むではない。

　自分が「罰ばつ」を受けていることを忘れたことはない。しかし、彼女はこの世界で人間と交わること、人間として生きることを嫌ってはいなかった。

「どうかしたの？　佐さ原はら先生なら、校内の水道の点てん検けんに出ているけど」

「会議室に行く途中でちょっと寄っただけ。これから、先生方がたに駒こま江え先生のことを色々訊きかれるみたいなんだけど、気が重くて……」

「……わたしも昨日きのう訊かれたわよ。大したことを話さなかったけど、別にそれで良かったみたい。ちょっと確認をしたいだけですって」

「そう。じゃあ、あまり気にしなくていいのかな……」

　あの事件からもう一週間経たっている。ようやく校内は平へい穏おんを取り戻しつつあった。棗とこうして話すのは久しぶりの気がする。あの事件の後、彼女はしばらく学校を休んでいたし、綾乃もいつもに増して授業には出ていなかった。

「あの扉とびらのことは話さないから……それに、『ヨミジ』さんのことも」

「……ありがとう、棗」

　今回の事件は駒江が死んだことと、生徒たちが目覚めたことで一応の決着がついた。警察の発表では駒江は謎なぞの少女に「連れ去られ」、それっきり行方ゆくえ不明になっていた。生徒たちが眠っていたこととは別の事件として扱っているらしい。

　校内では「ヨミジ」が駒江を連れ去ったという噂うわさだけが残っていた。

　棗は夢ゆめ神がみや「あらずの扉」を初めとする一切の事情を綾乃たちに尋たずねなかった。駒江に襲おそわれた彼女が、誰よりも長く警察の事情聴ちよう取しゆを受けたというのに。

「……駒こま江え先生のことは隠かくさなくてもいいんだよね」

　綾あや乃のは黙ってうなずいた。あの事件の後、どうやって駒江の犯した殺人のことを警察に知らせるか考えるうちに、警察が彼のマンションから日記を発見した。そこにはどうして恋人を殺すに至ったか、詳しよう細さいに書かれていたらしい。一年前の「与よ美み島じま千ち鶴づる」の事故の見直しも始まっているようだった。

「綾乃は先生のこと、どう思ってた？」

「嫌いじゃなかったわよ……うっとうしかったけど」

　それは本音だった。説せつ教きようばかりしてきたが、決して悪い人間ではなかったと思う。ただ肝かん心じんなところで強くなれなかったのだろう。結果として恋人を殺し、自分自身の生み出した悪あく夢むに殺されてしまった。

　自分の犯行を記した日記を残していたのは、誰かに見つけて欲しいという願望があったのかもしれない。

「わたしも嫌いじゃなかったし、今でもいい先生だって思うんだ……わたしにもあんなことしたのに」

　沈ちん黙もくが流れた。ふと棗は時計を見上げる。

「わたし、そろそろ行かなきゃ」

　駒江への印いん象しようを訊きかれた時、どう答えるべきか迷っていたのだと思った。おそらく、正直に答える決心がついたのだろう。

「あ、棗なつめ」

　保健室を出ようとしていた彼女に声をかける。

「ん？　なに？」

「あのヘタレはなにやってるの？」

「……誰？」

「ヘタレよ。ヘタレ直なお人と」

「え……岸きし杜もりくん？　普通に授業受うけてたよ……なんか、今日は眠そうだったけど」

「……そう。ありがとう」

　棗が出て行ってから、綾乃は本をめくり始めたが、一行も頭に入ってこなかった。

　ここ数日、彼女は腹を立てていた。あの事件が終わってからというもの、直人にずっと避けられているからだ。一体、あの「約束」はどうなったのだろう。あの約束を口にした夜、自分がどれだけ真剣で、どれだけ怯おびえていたか、あのヘタレは考えたことがあるのだろうか。そして分かったと言ってくれた時、どれだけ自分が嬉うれしかったか。本当にあのヘタレと来たら、一体どこまで

「綾乃……」

「うるさいわね。ちょっと黙ってなさいよ」

「……分かった」

　沈ちん黙もく。

　綾あや乃のははっと顔を上げた──顔かお中じゆうに絆ばん創そう膏こうを貼はり付けた直なお人とがすぐ目の前に立っていた。痛々しい姿だったが、同情する気にはなれない。無意味に驚かされたことにますます腹が立ってきた。

「お前、もう怪け我がは治ったのか？」

「治ったわよヘタレ。三日ぐらい前だけど」

　横を向きながら答える。もっと前に訊きいてくれたら、色々と話したいこともあったのに。今はもう顔も見たくなかった。

「そ、そうか……」

「それで、なにしに来たの、ヘタレ」

「うん……ちょっと、寝に来たんだけど、その前に」

　また〈王おう国こく〉の悪あく夢むを見たのだ。しかし、そんなことで怯ひるむほど自分は甘い人間ではないつもりだ。

「あらそう、それじゃ、わたしは席を外すわね。ヘタレと同じ酸素をできるだけ吸いたくないの。どうぞごゆっくり。ごきげんようヘタレ」

　音おと高たかく本を閉じて立ち上がろうとする──と、いきなり強い力で手首を摑つかまれた。

　すぐ目の前に絆創膏だらけの顔がある。真まっ正しよう面めんから射いすくめられて身動きができなくなった。ひとりでに頰ほおが熱くなる。

「な、なによ」

「俺、ずっと考えてたんだ……これから、どうしたらいいか。ただ親父おやじの跡を継いで、お前との約束を守ってるだけじゃ、ダメって言うか足りないと思う。それで、決めたんだ。聞いてくれるか？」

　綾乃は黙ってうなずくのがやっとだった。こうも近くから見つめられると、気き恥はずかしくて仕方がない。

「俺はお前と俺自じ身しんに、もう一つずつ約束をする」

　直人の顔つきは別人のように真剣だった──少し、彼の父親に似ていると思った。

「親父がどうして死んだのか、必ず突き止める。それからお前を……」

　綾乃の両肩かたにすっと彼の手が置かれた。心しん臓ぞうの鼓こ動どうが速くなる。一体なにを言おうとしているのだろう。彼女はうつむいて話の続きを待った。

「……いつか必ず元いた世界に帰してやる」

　一いつ瞬しゆん、綾乃は呆ぼう然ぜんとした。元いた世界に帰す、という「約束」にどう答えていいか分からなかった。自分は「罰ばつ」によってこの世界に留め置かれている。今ここにいるのは、長い夢を見ているようなものだ──いつかは必ず帰るのだ。ただ、それを心から喜べない自分がいるのも確かだった。

「……ダ、ダメか？　やっぱりなんか変か？」

　直なお人とは急に情なさけない顔つきになった。綾あや乃のの唇くちびるからため息と笑えみが同時にこぼれた。

　今、自分がなにを思っているか、彼に言えるのは当とう分ぶん先だろう。あるいは、永遠に言う機会はないかもしれない。

「変じゃないわ……もう分かったから」

　直人は突然よろよろと後ろに下がり、力が抜けたようにベッドに腰を下ろした。

「ど、どうしたのよ？」

「き……緊きん張ちようしてて……一気に力抜ぬけた」

　綾あや乃のが噴ふき出すのをこらえていると、直人は大あくびをした。眠ねむ気けまで襲おそってきたらしい。

「早く寝なさいよ……また〈王おう国こく〉の夢を見たんでしょう？」

「う、うん」

　こうして話しているのも辛つらいはずだ。綾乃は読書に戻るふりをする。静かにベッドを囲うカーテンの閉まる音がして、その後はしんと静かになる。そろそろ寝たかな、と腰を浮かせかけた時、

「綾乃、いつもありがとな」

　不ふ意いを打たれて動きが止まった。

（……知ってるのかしら）

　すぐにその考えを打ち消した。綾乃がなにをしているか察するほど、直人はカンの鋭い人間ではない──はずだ。

　規則正しい寝ね息いきが。ベッドから聞こえ始めた。彼女は足音を忍しのばせて水道まで行ってハンカチを濡ぬらすと、ベッドに近づいていった。カーテンの隙すき間まからするりと中に入る。

　ベッドの端はしに腰かけて、直人の額ひたいに濡れたハンカチを置く。そして、ベッドから出ている手を握った。彼が〈王国〉の悪あく夢むを見ているかもしれないと思った時から、彼女は直人が保健室に寝に来るたびにこうしてきた。

　一度〈王国〉に落とされた夢ゆめ神がみたちは、あの世界の掟おきてに従って生きることを余よ儀ぎなくされる。その掟の一つが王おう族ぞくへの服ふく従じゆうだ。彼らは追放された綾乃も王族の一員と見なしているらしい。直人の体のどこかに手を触れていると、悪夢の中にいる夢神たちも彼女の存在を感じ取るらしい。結果「罰ばつ」に手て心ごころを加えてくれるようになる──直人が眠れるのはそのためだ。

　彼が眠っている間、こんな風ふうにずっとそばにいることを知っている人間はほとんどいない。目を覚ましそうになると慌あわてて窓まど際ぎわに戻っていくので、もちろん直人もまったく気付いていないと思う。先週、彼が「ヨミジ」の夢を見ていた時は、もう少しでバレそうになったが──。

　寝ね顔がおを眺ながめながら、綾乃はぼんやりと物もの思おもいに耽ふけった。それにしても「ヨミジ」は奇き妙みような夢神だったと思う。奇妙に強すぎるのだ。何十人もの人間を悪夢に引きずりこむほどの力を備えているなら、もっと前から予よ兆ちようがあっても良かったはずだ。なにかのきっかけで突とつ然ぜん強くなったような印いん象しようを受ける。

　そういえば、黒い扉とびらの奥へ追いこむ前に奇き妙みようなことを言っていた。「赤い目」は誰かに授さずかったものだと。ただの噓うそかと思っていたが、あの状態でそこまでの知ち恵えは残っていなかったはずだ。

（「授かった」って、どういう意味かしら）

　その時、枕まくら元もとに置かれた直なお人との携帯が鳴り始める。途と端たんに彼の眉まゆ根ねに力がこもった。せっかく眠ったのに、このままでは起きてしまうかもしれない。

　携帯を摑つかんでカーテンの外へ出て、画面を開いて赤いボタンを押そうとする。

　綾あや乃のの背せ筋すじが凍りついた。




「赤い目赤い目赤い目赤い目赤い目赤い目赤い目赤い目赤い目赤い目赤い目赤い目赤い目赤い目赤い目赤い目赤い目赤い目赤い目赤い目赤い目赤い目赤い目赤い目赤い目赤い目」




　画面にはびっしりとその言葉が表ひよう示じされている。彼女は震える指で通話ボタンを押し、携帯を耳に押し当てた。

「……誰？」

　突とつ風ぷうが吹いているような耳みみ障ざわりな音。それが息いき遣づかいだと気付くまでにそう時間はかからなかった。

「お前は、誰なの？」

『…………今』

　低くくぐもっているが、それは明らかに女の声だった。

『わたしのことを、考えていたでしょ？』

　くつくつと相手は喉のどを鳴らして笑った。

「赤い……目？」

『よく、あの教師が生んだ夢ゆめ神がみを封じたわね』

「『ヨミジ』を知っているの？」

『……わたしの一部を授けたわ……力を欲しがっていたから』

　あの赤く輝く目を思い返した。あれは本当に「授けられた」ものだったのだ。

「お前も……夢神なのね？」

　沈ちん黙もく。再び息遣いが鼓こ膜まくを揺さぶった。ふと、綾乃はその背後に別の音も混じっていることに気付く。

『岸きし杜もり孝たか臣おみも、今のお前とまったく同じ質問をしたわ』

　相手ははぐらかすように言う。綾乃は携帯のボリュームを上げて、目を閉じて耳を澄すませる。

『……その質問をする者は、破は滅めつに近づくことになる』

　再び沈ちん黙もく。その時、息いき遣づかいとは違う音がはっきりと聞こえた。

　カン……カン……カン……

　よく通る警けい告こく音おん──踏み切りだ。

「お前は現実の世界にいるのね？　……いいえ、この町の中にいるのよ。そうでしょう？」

　さっきよりも大きな声で相手は笑う。初めて耳にする獣けものの鳴き声のようだった。

『わたしは、いつもお前たちを見ているわ』

　笑いに紛まぎらせながら相手は言った。

『あの少年にそう伝えなさい』

「待ちなさい！　まだ……」

　通話はすでに切れていた。すぐに今の着ちやく歴れきを調べたが、通話の記録はどこにも残っていなかった。

（……「赤い目」）

「ヨミジ」を操あやつっていたもの。孝たか臣おみを殺したもの──そして、今は直なお人とを狙ねらっている。

（わたしは、いつもお前たちを見ているわ）

　自分たちのすぐ近くに、本当の敵が潜ひそんでいる。

　綾乃は直人の携帯を手にしたまま、呆ぼう然ぜんと佇たたずんでいた。


〈了〉















　　　あとがき







　こんにちは。三み上かみ延えんと申します。初めましての方は初めまして。




　今回は夢がテーマのお話です。

　こういう話を思いついたきっかけは、ぼく自身の夢見がかなり悪いことです。本編でもそういう体験が多少反はん映えいされています。ちなみに最近見た夢は「長い避ひ雷らい針しんを頭上に掲かかげて、雷らい雨うの野原をゆっくり歩く」です。ぼくの基準ではわりと平和な部ぶ類るいの夢です。

　別に日常的に恐ろしい体験をしているわけでも、そういう体験を望んでいるわけでも（多分）ありません。そもそも夢のことなどあまり気にしておらず、みんなもこうなんだろうな、と漠ばく然ぜんと思っているだけでした。夢の話をする機会ってあまりないもんですし。

　ところが先日友人と旅行に行った時、朝食の席で夢の話になりました。なんの気なしにさっきまで見ていた夢の話を始めたところ、相手の顔が少しずつ引きつっていって、

「それ絶対ヘンだよ……そんな夢しょっちゅう見てる人いないって……」

　そう言われて初めて、自分は悪い夢を見過ぎかもしれない、と気付いたのでした。

　今まで夢のことなど気にしていなかったのは、覚めればそこで終わりだからです。

　現実の行動に影えい響きようを及ぼすことは決してありません。でも、もしそれが…………と、いうのが出発点です。

　最終的にはこういう形になっていました。楽しんでいただけたら幸いです。




　最後になりましたが、謝しや辞じを。

　今回からイラストを担当して下さっている椎しい名な優ゆうさん、本当に素晴らしいイラストをありがとうございます。イラスト負けしないように頑がん張ばります。担当の鳥とり居いさん、今回も色々とすいませんでした……その…締め…切……り……など……

　そして、校こう正せいさん、デザイナーさん、この本が出るまでに関わって下さっているすべての皆さんにお礼を申し上げます。

　なにより、この本を手に取って下さっている皆さん、ありがとうございます。

　どうにか二十冊目の本も出すことができました。

　二巻の準備も始めています。多分、わりと早くお届けできるのではないかと……

　よろしければ今後ともおつきあい下さい。
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三み上かみ 延えん

１９７１年生まれ。神奈川県出身。東京都在住。外へ出かける時に限ってぼんやりしています。写真は仕事のオフに東京タワーへ出かけた時のもの。下からの眺めは気に入りましたが、展望台に上り忘れて帰ってきました。ぼんやりにもほどがあります。
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イラスト／椎しい名な 優ゆう

第５回電撃ゲームイラスト大賞金賞受賞者。電撃文庫では、『月と貴女に花束を』、『麒麟は一途に恋をする』等のイラストを担当。画集に『椎名優画集 天球綺譚』、『同Ⅱ 幻燈庭園』等がある。現在「電撃文庫ＭＡＧＡＺＩＮＥ」誌上にて、イラストストーリー『青の楽園〈エデン〉』連載中。
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